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第１章	
 事業(調査研究)の概要	
 

１.事業の目的	
 

（１）事業の目的	
 

介護サービス情報の公表制度は平成 24 年度介護保険法改正により全事業所に対する毎年の

調査義務が廃止され、「都道府県知事が必要と認めるとき」に調査を行うなど調査方法の見直

しが行われた。結果、調査機関を活用した訪問調査を実施した都道府県は全体の半数以下と

なってしまった。訪問調査という外部のチェックを入れる事なく事業所の責任において公表

されている情報の正確性を検証し、訪問調査の有効性を研究する。	
 

また、利用者の認知度が低く、活用されていない現状を踏まえ、同時期に公表方法の見直し

も行われたところであるが、介護保険制度が「利用者本位」である制度の原点に立ち返り、

より国民にとって利用価値が高く、かつ事業所にとっても有意義な介護サービス情報の公表

制度にするための具体的な調査項目、調査手法、公表方法及び普及啓発方法、利用促進方法

などを研究する。	
 

※以降は「情報公表制度」の略称を用います。	
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※介護サービス情報の公表（介護保険法抜粋）  

（介護サービス情報の報告及び公表）  

第百十五条の三十五  介護サービス事業者は、指定居宅サービス事業者、指定地域密着型サービス事業者、指定

居宅介護支援事業者、指定介護老人福祉施設、指定介護予防サービス事業者、指定地域密着型介護予防サー

ビス事業者若しくは指定介護予防支援事業者の指定又は介護老人保健施設の許可を受け、訪問介護、訪問入

浴介護その他の厚生労働省令で定めるサービス（以下「介護サービス」という。）の提供を開始しようとするときその

他厚生労働省令で定めるときは、政令で定めるところにより、その提供する介護サービスに係る介護サービス情報

（介護サービスの内容及び介護サービスを提供する事業者又は施設の運営状況に関する情報であって、介護サ

ービスを利用し、又は利用しようとする要介護者等が適切かつ円滑に当該介護サービスを利用する機会を確保す

るために公表されることが必要なものとして厚生労働省令で定めるものをいう。以下同じ。）を、当該介護サービス

を提供する事業所又は施設の所在地を管轄する都道府県知事に報告しなければならない。  

２  都道府県知事は、前項の規定による報告を受けた後、厚生労働省令で定めるところにより、当該報告の内容を

公表しなければならない。  

３  都道府県知事は、第一項の規定による報告に関して必要があると認めるときは、当該報告をした介護サービス事

業者に対し、介護サービス情報のうち厚生労働省令で定めるものについて、調査を行うことができる。  

４  都道府県知事は、介護サービス事業者が第一項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は前項

の規定による調査を受けず、若しくは調査の実施を妨げたときは、期間を定めて、当該介護サービス事業者に対

し、その報告を行い、若しくはその報告の内容を是正し、又はその調査を受けることを命ずることができる。  

５  都道府県知事は、指定地域密着型サービス事業者、指定地域密着型介護予防サービス事業者又は指定介護

予防支援事業者に対して前項の規定による処分をしたときは、遅滞なく、その旨を、当該指定地域密着型サービ

ス事業者、指定地域密着型介護予防サービス事業者又は指定介護予防支援事業者の指定をした市町村長に通

知しなければならない。  

６  都道府県知事は、指定居宅サービス事業者、指定居宅介護支援事業者若しくは指定介護予防サービス事業者

又は指定介護老人福祉施設若しくは介護老人保健施設の開設者が第四項の規定による命令に従わないときは、

当該指定居宅サービス事業者、指定居宅介護支援事業者、指定介護予防サービス事業者若しくは指定介護老

人福祉施設の指定若しくは介護老人保健施設の許可を取り消し、又は期間を定めてその指定若しくは許可の全

部若しくは一部の効力を停止することができる。  

７  都道府県知事は、指定地域密着型サービス事業者、指定地域密着型介護予防サービス事業者又は指定介護

予防支援事業者が第四項の規定による命令に従わない場合において、当該指定地域密着型サービス事業者、

指定地域密着型介護予防サービス事業者又は指定介護予防支援事業者の指定を取り消し、又は期間を定めて

その指定の全部若しくは一部の効力を停止することが適当であると認めるときは、理由を付して、その旨をその指

定をした市町村長に通知しなければならない。  
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２.事業内容	
 

	
 

（１）調査研究事業委員会	
 

	
 ①委員会名簿	
 

	
 	
 ○委員長	
 

後藤順久	
 日本福祉大学	
 福祉経営学部	
 医療・福祉マネジメント学科	
 教授	
 

○委員	
 

飯盛茂子	
 愛知医科大学	
 看護学部	
 老年看護学	
 准教授	
 

山村和宏	
 ㈱創造と協働のまちづくり研究所	
 	
 

ひょうご介護サービス情報公表活用制度専門調査機関	
 

首藤京子	
 特定非営利活動法人JMACS	
 愛媛県指定調査機関	
 

前田	
 洸	
 NPO	
 法人ケアマネージメントサポートセンター	
 

今井清貴	
 医療法人福友会	
 グループホーム寿荘	
 管理者	
 

岩田	
 純	
 社会保険労務士	
 

	
 	
 	
 

	
 ②委員会日程・検討事項	
 

	
 開催日	
 検討事項	
 

１	
 平成 26 年１月１８日（土）	
 
・調査研究事業の今後の進め方について	
 

・平成２４年度訪問調査での修正検証調査について	
 

２	
 平成 26 年 2 月 27 日（水）	
 

・都道府県アンケートについて	
 

・平成 24 年度検証調査結果について	
 

・平成 25 年度訪問調査結果について	
 

３	
 平成 26 年 3 月 22 日（土）	
 
・調査研究報告書のまとめ	
 

・提言のまとめ	
 

	
 

（２）各種調査	
 

	
 	
 ・都道府県アンケート調査（47 都道府県）	
 

	
 	
 ・平成 24 年度訪問調査での修正検証調査	
 

	
 	
 ・平成 25 年度訪問検証調査	
 

	
 

第２章	
 調査の概要	
 

	
 

１.都道府県アンケート調査の内容（47 都道府県に実施・全都道府県が回答）	
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（都道府県用）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

都道府県ご担当者	
 御中	
 

	
 

謹啓	
 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。	
 

私ども一般社団法人福祉評価推進事業団は、福祉・介護サービス事業者の評価・情報公表に関す

る様々な研修・広報・研究開発に取り組んでおります。	
 

この度当事業団では、厚生労働省「平成 25 年度老人保健健康増進等事業（老人保健事業推進費

等補助金）」に採択された「介護サービス情報の公表制度にかかる調査のあり方に関する調査研究

事業」を実施することとなりました。	
 

本調査では、介護サービス情報の公表制度にかかる調査のあり方を検討するとともに、都道府県

ご担当者が介護サービス情報公表制度についてどのように考えているかの実態等を把握し、今後の

介護サービス情報の公開制度に関する検討資料を作成することを目的としています。	
 

つきましては、本調査の実施にあたり、是非ともご理解とご協力を賜り、アンケート調査票にご

回答の上、平成 26 年 3 月 14 日（金曜日）迄にご提出いただけますようお願い申し上げます。

（メールもしくは FAX で送付願います。）	
 

ご回答いただいた内容は、統計的に処理いたしますので、個別情報をそのままの形で外部に出す

ことはございません。また、ご協力頂きましたことによってご迷惑をおかけすることは一切ござい

ません。	
 

ご多用の折にお手を煩わせることになり、誠に恐縮でございますが、調査の趣旨をご理解の上、

皆様のご協力を賜りたく重ねてお願い申し上げます。	
 

謹白	
 

	
 

一般社団法人福祉評価推進事業団	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 

  

ご記入に際してのお願い  
  

○回答は、介護サービス情報の公表制度のご担当者の方にご回答いただくようお願いします。	
 

○この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。	
 

	
 

【本調査についての照会先】	
 

一般社団法人福祉評価推進事業団	
 	
 

〒464-0853	
 愛知県名古屋市千種区小松町五丁目２番５号	
 

TEL：052-732-6690	
 e-mail：info@fukushi-hsj.org  
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１.基本情報	
 

●介護サービス情報の公表制度ご担当部署についてご記入ください。	
 

都道府県名	
 

	
 

	
 

	
 

所属部署	
 

（役職）	
 

記入者名	
 
	
 

TEL･FAX	
 

e-mail	
 

TEL：	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 FAX：	
 

e-mail：	
 

	
 

２.介護サービス情報公表制度について	
 

（「介護サービス情報の公表」制度における調査に関する指針）	
 

問１	
 平成 25 年度現在の「介護サービス情報の公表」制度における調査に関する指針について具

体的に教えてください。	
 

	
 

１）	
 新規指定事業所に対する調査について、該当する箇所に○印をお付けください。	
 

	
 	
 	
 （基本情報・運営情報それぞれについて）	
 

	
 	
 基本情報	
 運営情報	
 

１	
 新規指定時に調査	
 	
 	
 

２	
 新規指定翌年時（２年目）に調査	
 	
 	
 

３	
 指定から一定期間に調査⇒具体的に（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 	
 	
 

４	
 調査は実施しない	
 	
 	
 

	
 

２）	
 →１）で１、２、３とご回答した方にお聞きします	
 

	
 	
 	
 どのような調査を実施していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１	
 調査員による訪問調査	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ３	
 書面調査	
 

２	
 都道府県職員による訪問調査	
 	
 	
 	
 	
 ４	
 その他	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⇒具体的に（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
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 ３）新規指定以外の事業所に対する調査について、該当する箇所に○印をお付けください。	
 

	
 	
 （基本情報・運営情報それぞれについて）（あてはまるもの全てに○）	
 

	
 	
 基本情報	
 運営情報	
 

１	
 毎年調査	
 	
 	
 

２	
 隔年調査	
 	
 	
 

３	
 一定期間毎に調査⇒具体的に（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 	
 	
 

４	
 自ら調査を希望する事業所へ調査	
 	
 	
 

５	
 その他⇒具体的に（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 	
 	
 

６	
 調査は実施しない	
 	
 	
 

	
 

４）	
 →３）で１〜５とご回答した方にお聞きします	
 

	
 	
 	
 どのような調査を実施していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 	
 （あてはまるものすべてに○）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 ５）	
 →３）で「４	
 自ら調査を希望する事業所へ調査」とご回答した方にお聞きします。	
 

	
 	
 	
 自ら調査を希望した事業所へインセンティブを付与していますか。該当する番号に○印をお	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 付けください。（公表システムでのマークは除く）	
 

	
 	
 	
 	
 【愛知県の事例】事業所は訪問調査を受けると「受審済証」が取得でき、事業所内に掲示	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 するなど活用できる。	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

（指定調査機関について）	
 

問２	
 平成 25 年度現在、調査機関を指定していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（指定公表センターについて）	
 

問３	
 平成 25 年度現在、公表センターを指定していますか。該当する番号に○印をお付けくださ

い。	
 

	
 

	
 

１	
 調査員による訪問調査	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ３	
 書面調査	
 

２	
 都道府県職員による訪問調査	
 	
 	
 	
 	
 ４	
 その他	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ⇒具体的に（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

１	
 インセンティブを付与している	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２	
 インセンティブを付与していない	
 

⇒具体的に（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

１	
 調査機関を指定している	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２	
 調査機関を指定していない	
 

	
 	
 ⇒指定調査機関の数（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

１	
 公表センターを指定している	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２	
 公表センターを指定していない	
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（調査員について）	
 

問４	
 平成 25 年度現在、登録されている調査員はいますか。該当する番号に○印をお付けくださ

い。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

問５	
 調査員養成研修の実施状況を教えてください。	
 

	
 

	
 養成研修の実施の有無	
 開催年・月	
 養成人数	
 

平成２４年度	
 	
 	
 人	
 

平成２５年度	
 	
 	
 人	
 

	
 

（調査手数料について）	
 

問６	
 平成 25 年度調査を実施している都道府県にお聞きします。	
 

	
 	
 	
 どのような場合に調査手数料を徴収していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（「事業所の特色」の活用促進について）	
 

問７	
 平成 24 年 10 月に新しくなった公表システムには「事業所の特色」を事業所が任意で記入す

ることができますが、この「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を行っていますか。該当する

番号に○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１	
 調査員登録をしている	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２	
 登録されている調査員はいない	
 

	
 	
 ⇒登録調査員の人数（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）名	
 

	
 

１	
 自ら調査を希望する事業所のみ徴収	
 	
 	
 ３	
 その他（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

２	
 全ての調査対象事業所から徴収	
 	
 	
 	
 	
 ４	
 調査手数料は徴収しない	
 

	
 

１	
 「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を行っている	
 

	
 	
 ⇒具体的に（	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

２「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を行っていない	
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（調査員の活用に関する考え方について）	
 

問８	
 平成 17 年から各都道府県で養成してきた調査員をどのようなかたちで活用している、もし

くは活用を検討していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 

（事業所等からの問い合わせ等の対応について）	
 

問９	
 介護サービス事業所等からの問い合わせ（公表システムへの記入方法、各項目に関する疑義

などの照会）に対してどのような体制で対応していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

（あてはまるものすべてに○）	
 

	
 

（公表される情報の正確性の担保について）	
 

問 10	
 公表される情報の正確性を担保するためにどのような取組みを実施していますか。下記空欄

に具体的にご記入ください。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１	
 都道府県独自事業での活用	
 

	
 	
 ⇒具体的に（	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

２	
 他制度（第三者評価制度やキャリア段位制度等）での活用	
 

	
 	
 ⇒具体的に（	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

３	
 その他	
 ⇒具体的に（	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 

４	
 調査員の活用はしておらず、活用の検討もしていない	
 

	
 

１	
 都道府県担当課で専門の担当者をおいて対応している（担当者人員数	
 	
 	
 	
 名）	
 

２	
 公表センターで専門の担当者をおいて対応している（担当者人員数	
 	
 	
 	
 名）	
 

３	
 都道府県担当課で対応しているが専門の担当者はおいていない	
 

４	
 その他	
 ⇒具体的に（	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）	
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【参考資料】『平成 24 年度老人保健健康増進等事業	
 介護サービス情報の公表制度にかかる調査の	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 あり方に関する調査研究事業	
 報告書』30 ページに掲載	
 

	
 

−−−−−−−−−−（引用ここから）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−	
 

（参考）訪問調査結果速報値（平成 25 年 2 月現在）	
 

平成 24年度の調査研究事業において、愛知県内の 321 事業所に対して訪問調査を実施した結果、

基本情報を修正した事業所は 233 件（72.6％）、運営情報を修正した事業所は 263 件（92.2％）で

あった。また、単純な誤記入等も含め、321 事業所の基本情報の修正箇所数は平均 5 箇所、運営情

報の修正箇所数は平均 15 箇所となっている。	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 平成 24 年度愛知県内事業所に対する訪問調査における修正事業所数（平成 25 年 2 月現在）	
 

訪問調査事業所数 基本情報修正事業所数 運営情報修正事業所数 

321 233 296 

100% 72.6% 92.2% 

	
 −−−−−−−−−−（引用ここまで）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−	
 

	
 	
 

（ご意見）	
 

介護サービス情報公表制度のあり方等について、ご意見がございましたら、下記空欄にご記入くだ

さい。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 

 

 

２．第１回「あいち介護サービス大賞」開催報告  

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。	
 

E-mail もしくは FAX でご提出をお願いします。	
 

一般社団法人福祉評価推進事業団	
 事務局	
 

FAX	
 052-732-6689	
 	
 	
 	
 メール	
 info@fukushi-hsj.org	
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２.都道府県アンケート調査の結果	
 

	
 

平成 25 年度老人保健健康増進等事業	
 

介護サービス情報の公表制度にかかる調査のあり方に関する調査研究事業	
 

アンケート調査結果（都道府県担当課）	
 

	
 

	
 

一般社団法人福祉評価推進事業団	
 

	
 

１.	
 アンケート調査の概要	
 

	
 

（１）調査目的	
 

本調査は、情報公表制度にかかる調査のあり方を検討するため、都道府県担当課の意識、

実態等を把握することを目的とする。	
 

	
 

（２）調査対象・調査方法等	
 

	
 	
 ①調査対象・抽出方法等	
 

	
 	
 	
 47 都道府県	
 介護サービス情報の公表制度の担当課を対象とした。	
 

	
 	
 ②調査方法	
 

	
 	
 	
 郵送及び E-mail による配布・回収	
 

	
 	
 ③調査期間	
 

	
 	
 	
 平成 26 年 3 月 5 日（水）から平成 26 年 3 月 20 日（木）	
 	
 

	
 

（３）調査票の回収状況	
 

調査種別	
 配布数	
 回収数	
 有効回収数	
 無効	
 

都 道 府 県	
 47	
 47（100％）	
 47（100％）	
 0	
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２．アンケート調査集計結果	
 

	
 

問１	
 平成 25 年度現在の「介護サービス情報の公表」制度における調査に関する指針

について具体的に教えてください。	
 

	
 

２）	
 新規指定事業所に対する調査について、該当する箇所に○印をお付けください。	
 

	
 	
 	
 （基本情報・運営情報それぞれについて）	
 

	
 

 

 
	
 

	
 	
 

24 

6 

8 

4 

25 

8 

11 

0 

0 5 10 15 20 25 30 

４.調査は実施しない	
 

３.指定から一定期間に調査	
 

２.新規指定翌年時(２年目)に調査	
 

１.新規指定時に調査	
 

運営情報	
 基本情報	
 

	
 【３．指定から一定期間に調査	
 具体的回答欄】	
 

	
 	
 	
 ・新規指定３年目、以降３年毎	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２件 
	
 	
 	
 ・新規指定の翌年から３年間	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １件 
	
 	
 	
 ・６年に１回	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １件 
	
 	
 	
 ・新規の実地指導と同時に実施（指定後 6 か月程度）	
 	
 １件	
 

	
 	
 	
 ・指定後検査の実施に併せて	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １件 
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２）	
 →１）で１、２、３とご回答した方にお聞きします	
 

	
 	
 	
 どのような調査を実施していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

 

 
	
 	
 

4 

2 

7 

12 

0 2 4 6 8 10 12 14 

４.その他	
 

３.書面調査	
 

２.都道府県職員による訪問調査	
 

１.調査による訪問調査	
 

	
 【４．その他	
 具体的回答欄】	
 

・他制度との連携等により効率的に実施する。例）実地指導 
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３）新規指定以外の事業所に対する調査について、該当する箇所に○印をお付けくださ

い。（基本情報・運営情報それぞれについて）（あてはまるもの全てに○）	
 

 

	
 

	
 

４）	
 →３）で１〜５とご回答した方にお聞きします	
 

1.毎年調査	
 ２.隔年調査	
 ３.一定期間
毎に調査	
 

４.自ら調査
を希望する
事業所へ調
査	
 

５.その他	
 ６.調査は実
施しない	
 

運営情報	
 0 1 11 28 28 4 
基本情報	
 0 1 6 22 28 4 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

	
 【３．一定期間毎に調査	
 具体的回答欄】	
 

・６年に１回	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ４件	
 

・３年に１度	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２件	
 

・更新申請時、指定更新時	
 	
 	
 ２件	
 

・希望があった時、実地指導時	
 １件	
 

 
	
 【５．その他	
 具体的回答欄】	
 

・報告内容に虚偽が疑われる場合	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １９件	
 

・調査が必要とみとめられた場合	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １０件	
 

・通報・苦情があった場合	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １２件	
 

・実地指導時	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５件	
 

・新規指定から２年目の事業所	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １件	
 

・指定から２～４年目の事業所	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １件	
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 どのような調査を実施していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 	
 （あてはまるものすべてに○）	
 

 

	
 

５）	
 →３）で「４	
 自ら調査を希望する事業所へ調査」とご回答した方にお聞きしま

す。自ら調査を希望した事業所へインセンティブを付与していますか。該当する

番号に○印をお付けください。（公表システムでのマークは除く）	
 

	
 	
 	
 	
 【愛知県の事例】事業所は訪問調査を受けると「受審済証」が取得でき、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 事業所内に掲示するなど活用できる。	
 

	
 

	
 

	
 	
 

2 

2 

25 

16 

0 5 10 15 20 25 30 

４.その他	
 

３.書面調査	
 

2.都道府県職員による訪問調査	
 

１.調査員による訪問調査	
 

27 

2 

0 5 10 15 20 25 30 

２.インセンシブを付与していない	
 

1.インセンシブを付与している	
 

	
 【１．インセンティブを付与している	
 具体的回答欄】	
 

	
 	
 	
 	
 ・「受審済証」を発行し掲示するなど活用できる	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２件	
 

 

	
 【４．その他	
 具体的回答欄】	
 

	
 	
 	
 	
 ・面接調査以外の方法でも可	
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（指定調査機関について）	
 

問２	
 平成 25 年度現在、調査機関を指定していますか。該当する番号に○印をお付け

ください。	
 

	
 

	
 

（指定公表センターについて）	
 

問３	
 平成 25 年度現在、公表センターを指定していますか。該当する番号に○印をお

付けください。	
 

	
 

	
 

	
 	
 

27 

20 

0 5 10 15 20 25 30 

２.調査機関をしていしていない	
 

1.調査機関を指定している	
 

30 

17 

0 5 10 15 20 25 30 35 

２.公表センターを指定していない	
 

１.公表センターを指定している	
 

	
 【１．指定調査機関の数	
 回答欄】	
 

愛知県→9・愛媛県→１・奈良県→2・福井県→2・広島県→1※公表センターと一体的に指定・東

京都→20・青森県→1・北海道→4・滋賀県→4・富山県→3・大阪府→8・沖縄県→2・島根県→6・

秋田県→1・神奈川県→5・静岡県→12 法人※指定はされているが、24 年度以降は調査を行ってい

ない・和歌山県→3・石川県→9・宮城県→3・岩手県→1 



 21 

（調査員について）	
 

問４	
 平成 25 年度現在、登録されている調査員はいますか。該当する番号に○印をお

付けください。	
 

	
 

	
 

問５	
 調査員養成研修の実施状況を教えてください。	
 

	
 

	
 

	
 	
 

26 

19 

0 5 10 15 20 25 30 

２.登録されている調査員はいない	
 

1.調査員を登録している	
 

2 

1 

38 

39 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

平成24年度	
 

平成25年度	
 

養成研修無	
 養成研修有	
 

	
 【１．調査員の登録人数	
 回答欄】	
 

愛知県→604 名・愛媛県→6 名・広島県→121 名・→奈良県 101 名・福井県→136 名・鳥取県→

135 名・東京都→519 名・沖縄県→73 名・青森県→10 名・北海道→425 名・滋賀県→272 名・大

阪府→602 名・秋田県→67 名・神奈川県→398 名・静岡県→23 年度末時点で 321 名・石川県→

116 名・宮崎県→235 名・宮城県→104 名・岩手県→53 名	
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（調査手数料について）	
 

問６	
 平成 25 年度調査を実施している都道府県にお聞きします。	
 

	
 	
 	
 どのような場合に調査手数料を徴収していますか。該当する番号に○印をお付け	
 	
 

	
 	
 	
 ください。	
 

	
 

	
 

（「事業所の特色」の活用促進について）	
 

問７	
 平成 24 年 10 月に新しくなった公表システムには「事業所の特色」を事業所が任

意で記入することができますが、この「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を行っ

ていますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

	
 	
 

23 

0 

8 

9 

0 5 10 15 20 25 

４.調査手数料は徴収しない	
 

３.その他	
 

２.全ての調査対象事業所から徴収	
 

1.自ら調査を希望する事業所のみ徴収	
 

41 

4 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

２.「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を
行っていない	
 

１.「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を
行っている	
 

	
 【１．「事業所の特色」の活用を促進する工夫等を行っている	
 具体的回答欄】	
 

	
 	
 	
 ・活用事例について案内や口頭で説明、ホームページで解説。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ３件	
 

	
 	
 	
 ・報告依頼時に「事業所の特色」の説明及び記入案内。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２件 
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（調査員の活用に関する考え方について）	
 

問８	
 平成 17 年から各都道府県で養成してきた調査員をどのようなかたちで活用して

いる、もしくは活用を検討していますか。該当する番号に○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

	
 	
 

36 

2 

6 

2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

４.調査員の活用はしておらず、活用の検討もし
ていない。	
 

３.その他	
 

２.他制度（第三者評価制度やキャリア段位制度
等）での活用	
 

１.都道府県独自事業での活用	
 

	
 【２．他制度（第三者評価制度やキャリア段位制度等）での活用	
 具体的回答欄】	
 

	
 	
 	
 ・第三者評価制度	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ３件	
 

	
 	
 	
 ・地域密着型サービス外部評価調査員	
 	
 	
 ４件	
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（事業所等からの問い合わせ等の対応について）	
 

問９	
 介護サービス事業所等からの問い合わせ（公表システムへの記入方法、各項目に

関する疑義などの照会）に対してどのような体制で対応していますか。該当する番号に

○印をお付けください。	
 

	
 

	
 

問 10	
 公表される情報の正確性を担保するためにどのような取組みを実施しています

か。下記空欄に具体的にご記入ください。	
 

3 

16 

15 

20 

0 5 10 15 20 25 

４.その他	
 

３.都道府県担当課で対応しているが専門の担当
者はおいていない	
 

２.公表センターで専門の担当者をおいて対応し
ている	
 

１.都道府県担当課で担当者をおいて対応してい
る	
 

	
 【４	
 その他	
 具体的回答欄】	
 

	
 	
 	
 ・県の担当者及び公表センターで対応	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２件	
 

	
 	
 	
 ・コールセンター設置委託	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １件	
 

 
 

・滋賀県→正確性を担保するための特段の取組みは実施していません。	
 

・静岡県→まずは各事業所に情報を公表させることを優先しているため、公表される情報の正確

性を担保するための取組みは特段行っていない。	
 

・神奈川県→２．問い１（３）で回答したように訪問調査を実施している。	
 

また、今後、介護サービス事業者を指定した、或いは変更等があった際に事業者情報を登録して

いる台帳システムの情報と公表システムの情報を突合し、公表後に届け出内容に変更等があるな

どの理由によりデータが不一致する場合には情報を修正するなど、より情報の精度が高まるよう

な取り組みを実施する予定としている。	
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・大阪府→・報告システムにより事業所が報告（入力）する際の入力誤りを防ぐため、事業所へ

の通知文書やホームページ上において、間違いやすいポイントやよくある質問をピックアップし

分かりやすく解説するなど事業所への説明方法を工夫している。	
 

情報の正確性については、法令上、事業者に報告の義務があることから、一義的には事業者の責

任であり、行政が全ての事業者の情報を担保することは物理的に困難であることについて利用者

等に理解を求めていくべきと考える。	
 

・鳥取県→指定事業者台帳の登録情報との照合。	
 

・青森県→自ら調査を希望する事業所について調査を実施	
 

・秋田県→定期的な訪問調査の実施。	
 

・山形県→指定情報公表センターにおいて、事業所が入力した情報を県が公表、提供している事

業所データと適宜照合、確認している。	
 

・広島県→具体的な取組は行っていないが，県及び指定情報公表センターのホームページ等にお

いて，原則，事業所自ら報告された内容がそのままインターネット上で公表されることとなるた

め，事業所において十分に確認したうえで報告を行うよう周知している。	
 

・愛知県→新規指定翌年時（２年目）の調査、自ら調査を希望する事業所への調査、実地指導と

同時等に調査をすることにより、最低６年に１回は、公表される情報を確認する体制をとってい

る。	
 

・愛媛県→事業所の情報に疑義がある場合は、事業所に連絡する等して実態を把握するよう努め

るとともに、必要に応じて訪問調査を実施することとしている。	
 

・東京都→６年に１回訪問調査を実施する。	
 

・奈良県→基本情報については受理前にエラーチェックを行い、不備や入力誤りを発見次第、確

認及び訂正指示を行っているほか、運営情報については指針で定期的に調査を行うことを定めて

運用している。	
 

・香川県→実地指導時に、公表内容と実態に相違点が無いかを確認している。	
 

・埼玉県→新規事業所については基本情報の書面調査を実施し、指定申請の内容と突合している。	
 

・大分県→特に新規指定事業所については、県の担当者が事業者台帳のデータと照合して審査し、

事業者に確認をとり誤りを修正している。	
 

・佐賀県→入力されたデータに明らかな疑義を確認した際は、電話等で確認をしている。	
 

また、調査時にも確認を行っている。	
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・三重県→基本的には、事業者の責任において情報の報告を行っていただき、県はその情報を客

観的に確認し、公表を行っている。手数料を廃止し、調査の実施に関する指針において、報告内

容に虚偽が疑われる場合や公表内容について利用者等から通報があった場合等で、知事において

調査を実施する必要があると判断した場合に、調査するとしている。指針に該当する事案が発生

した場合には、訪問調査を行い、情報の内容と実態に整合がとれているか確認を行うこととして

いる。	
 

・千葉県→公表内容に虚偽が疑われる場合又は通報があった場合には、県が自ら調査を行うこと

としている。	
 

・徳島県→事業者から提出された内容について、各サービスの指定事務担当者によるチェックを

行い公表作業を行っている。	
 

・島根県→公表担当者がチェックをして不明確な部分については修正等を事業所に依頼してい

る。公表担当者で情報の正否の判断がつきかねる部分については、各サービス担当者が該当事業

所等に連絡を取り確認している。	
 

・長野県→指定情報公表センターに報告された内容に疑義がある場合は、都道府県データと報告

データの突合し、不備があれば差し戻しを行っている。	
 

・高知県→公表前の簡単な審査	
 

・群馬県→新規指定後、初めて運営情報を報告した際に、その内容確認を行うため介護高齢課職

員が現地調査を実施しており、報告内容について確認し、その後に公表をしている。その際に、

事業者が報告時に迷うポイント等を説明し、翌年以降の正確な報告について注意喚起を実施。	
 

・山梨県→年に一度の集団指導の際に事業者へ説明している。 

・福岡県→事業所の実地指導の際に公表情報の内容についても確認を行っている。	
 

・長崎県→介護事業者の集団指導時に周知している。 
・富山県→調査の実施による。 

・新潟県→疑義のあるデータについては、事業所に照会している。	
 

・兵庫県→ひょうご介護サービス情報公表活用制度として、自ら調査を希望する事業所に対して、

別途調査等を受けられる仕組みを構築し、調査等を実施しており、その中で正確性の担保を図っ

ている。	
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【自由回答欄】	
 

介護サービス情報公表制度のあり方等について、ご意見がございましたら、下記空欄に

ご記入ください。	
 

・滋賀県→本県では、平成２４年度の介護サービス情報公表制度の改正に伴い、事業所に過度の

負担を掛けないという観点から調査手数料を廃止したため、仮に調査が必要な状況となっても、

調査機関に調査を実施してもらうことは困難な状況です。今後、介護サービス情報の公表制度を

推進し、なおかつ公表される情報に正確性を期そうとするのであれば、調査に依らない正確性担

保のための制度的な方策が必要であると考えます。	
 

・静岡県→「利用者による事業者の選択を支援することを目的に、事実に基づいた客観的な情報

をもとに比較検討できるようにする」という考え方自体はいいと思いますが、利用者が事業者を

選択する際にどのような情報により選択しているか（運営情報として公表しているような情報を

もとに事業者を選定しているか等）が検証されておらず、また県で行う実地指導でケアマネジャ

ーなどの話を聞く範囲では、運営情報の内容はあまり重要視されていない印象を受けます。	
 

	
 例えば、デイサービスの場合では、サービス提供時間帯、入浴の有無や機能訓練の内容、家か

らの距離といった情報は当然考慮していますが、知り合いがいるかどうか、数字ではあらわせな

い「雰囲気」といった点で選んでいるケースも多いように感じます。	
 

	
 また、事業者選定の重要な要因と考えられる費用（居住費、食費、教養娯楽費、その他の日常

生活費など）について、他事業所との比較検討を簡単には行うことができず、使い勝手の悪さも

感じます。	
 

	
 このため、現行の方式（公表内容）が、真に、利用者が「実際に」事業者を選択することの支

援となっているか疑問を感じます。	
 

	
 以上の点から、何らかの見直し（少なくとも公表内容の再検討）は必要だと思います。	
 

・山形県→介護サービス情報の公表制度創設の第一義的な目的は、利用者がより良い事業者を適

切に選択するためであり、言い換えれば、その目的を達成するためのツールとして制度が存在し

ている。	
 

利用者が適切に事業者を選択するためには、それに必要な情報を正確に提供することが肝要だ

が、その必要な情報の範囲を広げれば広げるほど、その精度の確認により多くの費用と労力を要

する。	
 

事業者から手数料を徴収するにしろ、行政の一般財源や国からの補助金で賄うにしろ、目的の

達成に必要な環境整備とそれに伴うコストパフォーマンスのバランスは取れていなければならな

い。	
 

その意味において、利用者が実際に事業者を選択する上で、どの程度この介護サービスの公表

制度という仕組みが利用されているのか、選択にあたりどの程度、どの部分の情報が使用されて

いるのかの検証は、ツールの存在意義を判断する上で不可欠と考える。	
 

取れているのかという疑問は、本県で調査を必須としなくなった理由のひとつである。）	
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（より詳細な情報はあるに越したことはないが、利用者が事業者選択のために利用している部

分の情報量及び精度と、そのためのコスト及び事業者や行政等の労力、その両者の関係の均衡が

取れているのかという疑問は、本県で調査を必須としなくなった理由のひとつである。）	
 

公表制度の周知努力は引き続き必要だが、利用者による事業者の適切な選択という制度の本旨

にあった活用がなされているのか、議論を重ねるべきと考える。（サービスの質の向上という副次

的な効果もあるが、それは当該制度を含めた様々な手法で図られるべきものと考える。）	
 

・広島県→事業者が報告する情報項目について，抜本的見直しを行うとともに，報告する事業者

の負担軽減及び利用者等の利活用促進のために，継続してシステムの使用の利便性の向上を図る

ことが必要だと考える。	
 

・奈良県→「介護サービスの質の向上」及び「サービス利用者の選択に資する情報の提供」を目

的とした制度の趣旨を理解し、行政として積極的な事業実施を心掛けているが、対事業者におい

ては費用対効果の理解を得られにくいと感じている。	
 

介護サービス事業者に課せられる本制度に基づく報告は、サービスによっては第三者評価や外

部評価の制度と重複して受審する場合があり、さらに別途実施される施設・事業所調査、実地指

導及び書面監査等、様々な視点で行政から関与されることに嫌気した意見も多数伺っている。要

は、それぞれの制度の目的や理念が十分に理解されず、効果を感じていないことが原因と考えら

れる。	
 

他方で、事業所データベースとして捉えた時に、みなし事業者はやむなしとしても 100 万円未

満や未報告のケース等、すべての事業者が網羅されていないところが極めて不十分であり、決し

て使い勝手が良いものとは言えない。	
 

	
 今後、システムへの意見として、事業所データベースとして秀でたシステムとするならば運営

情報をスリム化して、過去の WAM-NET のように指定権者への届出情報を元に正確な情報を網羅的

に掲載する方式をとるべきであるし、事業所 PR サイトとして選択に資する情報提供に秀でたシス

テムとするならば民間の宿泊先検索サイトのように掲載される情報の内容や目的をより明確に

し、情報提供すべき項目に絞り込んだ構成にすべきである。調査ありきではなく、名実ともに理

解されやすいコンセプトを明確にすべきと考える。	
 

・福島県→・利用者及び家族にとっては情報量が多すぎることから、本当に利用者が必要と思わ

れる情報に限定し、情報量を削減することが必要と思われる。	
 

・現在の、公表システムの利用状況をみると平日に多くなっており、事業者、行政機関等が業務

で使っている場合が多いと考えられる。	
 

・最低限の事業所の基本情報については、都道府県での入力公表が可能にできないのか。	
 

	
 	
 （事業所名、所在地、サービス種類、電話番号のみ）	
 

・香川県→事業所にとっても、閲覧する利用者にとっても本制度を活用することにより得られる

メリットが感じられていないため、制度がなかなか浸透していない状況である。	
 

	
 そのような状況の打開策の一つとして、香川県では本制度普及促進のためのリーフレットを作

成した。今後も、利用者及び事業所にはもちろん、保険者に対しても制度の周知を図っていく予

定である。	
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 また、本制度のシステムが以前の WAMNET と比べて使いにくい（例：検索条件に合致する事業所

を一覧表の形式で印刷できない。）というのも、利用が進まない一つの要因であると考えられるた

め、検討していただきたい。	
 

・埼玉県→介護サービス情報公表のあり方ではないが、公表される情報については、公表情報に

ついては、公表情報の精度の確保及び事業所負担の軽減の視点から、基本情報について、事業所

指定情報を反映したものであることが望ましいと思われる。	
 

・大分県→事業所に対して訪問調査を実施できていない現状では、誤情報が公表されてしまって

いる可能性は否めないが、手数料を廃止している当県においては、訪問調査の実施は困難である。	
 

誤情報により利用者等から不利益を被ったという通報を１件も受けていない現状では、手数料

を徴収して訪問調査を行うことのコスト（労力及び費用）と比較すると、現状の調査指針に基づ

いた運用を継続する予定である。	
 

また、現状の運用では、地域密着型サービスや、指定権者が中核市に移行している事業所につ

いても県が公表事務を担っているが、より直接的に指導できる指定権者がその事務を行う方向で

の制度改正を希望する。	
 

・岐阜県→・基本情報について、入力項目の説明不足による誤記入を防ぐため、記載要領の記述

を充実していただきたい。	
 

・三重県→介護サービスの選択を支援する目的の制度であるため、利用者が知りたい内容をわか

りやすく掲載することが必要である。	
 

	
 平成２７年度から公表予定となっている「地域包括支援センター」や「生活支援サービス」の

情報を掲載することは、各市町村における地域資源の情報提供になるため、このような情報の公

表を拡充し、システムの利活用の推進を図る必要がある。	
 

・島根県→（利用者側）	
 

「介護サービス情報の公表」という制度やインターネット上でのシステムの存在自体があまり

知られていないため一般の方に活用されていない。	
 

都道府県により取り組みにばらつきがあり、利用者のサービス選択にどの程度役に立っている

のか疑問がある。	
 

項目についてわかりにくかったり利用しづらい点もあり、高齢者自身はもとより、その家族に

とっても利用しにくい。	
 

（事業者側）	
 

多忙な業務の中で専任の事務員等もいない事業所もあり、インターネット上で提出する作業自

体が負担となっているという声も事業所側からある。	
 

・群馬県→介護サービス情報公表システムについて、十分に有効活用されていない印象を受ける

ため、多くの方に周知して有効活用されるような取組を強化したい。	
 

・茨城県→当該制度が、「利用者の事業所選択のための制度」である以上、事業所からの各種届出

内容については、WAMNET のように反映させ、内容の正確性を担保すべきと考えます。	
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・福岡県→介護サービス情報公表システムの認知度が低いため、事業所が時間をかけて報告を行

っても報われないという意見を頂いたことがある。今後、当システムの利用されるようさらに周

知に力を入れていく必要があると考える。	
 

地域密着型サービスの外部評価結果の公表は、サービスの質の改善を目指すという目的で行われ

るものであり、介護サービス情報の公表制度とは目的が異なることから、ＷＡＭネットで行われ

ているが、いずれも利用者の事業選択に資する情報であるため、これを一元化すべきであると考

える。	
 

・石川県→運営情報は文字が多すぎて、一般の方は見る気がおきないのではないか。 
・兵庫県→＜参考＞	
 

本県では、問８，１０にも記載しておりますが、自ら調査を希望する事業所については、情報公表

制度を活用した本県独自の取り組みとして、事業者及び利用者の双方にとって、真に事業者選択に資す

る制度（利用者による主体的な介護サービス事業所の選択）となり、また事業者自らが質の向上に活用（介護サー

ビス事業所のサービス改善の取り組みの促進）できるよう、別途調査等を受けられる仕組みを構築し、運用して

おります。	
 

制度概要等につきましては、兵庫県ホームページに掲載しております。	
 

＜県HPアドレス＞ 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/zyouhoukouhyou-tyousatou.html	
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３.平成 24 年度訪問調査での修正検証調査	
 

	
 

平成 24 年度に訪問調査を実施し情報が公表されているデータについて、各サービ

スの各項目ごとに何件修正があったかを検証した。	
 

	
 

下記４つのサービスで実態調査を実施した。	
 

	
 

居宅介護支援事業所	
 

通所介護	
 

訪問介護	
 

認知症対応型共同生活介護	
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ŧŨ .ØąƑ�īąƑ�ĵƑÔÉƑěŌŻŵƟŴ ũŬ

ŧũ .ØąƑe¨Ɛhƃƌ�ī¦ÊƢĥªƃƈěŌŻŵƟŴ Ūŧ

ŧŪ #Ì�5ųÍ�?Ɠ¡fƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ Ũũ

ŧū
zģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƐų#Ì�5ųÍ�>ƒ¡fƑc§Ż�ă�žƝƠƌŶƟ.ØąƐƋŶ
ƌų#Ì�5ųÍ�>ƒ¡fƑc§ěŌŻŵƟŴ Ũũ

ŧŬ �ƆƋ�5ƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ŨŨ

ŧŭ
zģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƐų�ƆƋ�5Ƒc§Ż�ă�žƝƠƌŶƟ.ØąƐƋŶƌų�ƆƋ�
5Ƒc§ěŌŻŵƟŴ ŨŮ

ŧŮ Š��5ƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ŨŮ

ŧů
zģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƐųŠ��5Ƒc§Ż�ă�žƝƠƌŶƟ.ØąƐƋŶƌųŠ��5Ƒ
c§ěŌŻŵƟŴ ũů

ŨŦ CĊƧƤƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ Ũŭ
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Ũŧ ï�ǅï7�5?ƓĻŕǅ]*�5ƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ Ũů

ŨŨ
zģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƐųï�ǅï7�5>ƒĻŕǅ]*�5Ƒc§Ż�ă�žƝƠƌŶƟ.
ØąƐƋŶƌųï�ǅï7�5>ƒĻŕǅ]*�5Ƒc§ěŌŻŵƟŴ Ũũ

Ũũ ×Ë�5ƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ŨŪ

ŨŪ
zģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƐų×Ë�5Ƒc§Ż�ă�žƝƠƌŶƟ.ØąƐƋŶƌų×Ë�5Ƒ
c§ěŌŻŵƟŴ ŨŪ

Ũū
ħÖƐőƃƌÜ�ƅƕż�śŻŵƟ.ØąƑÔ�ƐFơƆƈħÖƑc§ƐƋŶƌěķƃƌŶƟ
ƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ŨŨ

ŨŬ ĜN�īMƑ�ĿƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ŨŬ

Ũŭ ĜN�īMƑ�ĿƐőƅƟè�Ƒc§ěŌŻŵƟŴ ũŧ

ŨŮ .ØąƑŉŋ÷ÖƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ũŭ

Ũů ŉŋ÷ÖƢĐƊƌŶƟ.ØąƁƎƑŉŋ÷ÖƑěŌŻŵƟŴ ūů

ũŦ
ŉŋ÷ÖƑěŌƑG�Ƣ�ƟƈƙƑ¢­ƑG�¾Ɛų.Øą>ƒƇƑe¨ƑĄHĎƃŽƒěH
�<ŻŵƟŴ Ŭū

ũŧ .ØąƑōƑ÷ÖƐƋŶƌƑěķŻŵƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ũŦ

ũŨ
.ØąƁƎƐų÷ÖƅƟōƑ± ų�÷Z�?Ɠ÷Öį�ąƑÅHƑěķŻŵƟŝƞĠƑ�ŸŻ
ŵƟŴ Ūŧ

ũũ
�bƃƌŶƈĜN�īMŻĜNƍżƏŽƏƊƈZFƑh��ŜƐƋŶƌƑěķŻŵƟ¢­Żŵ
ƟŴ ũũ

ũŪ
ňĒ�śƢěƃƈ¢­õ.ØąƐ	�ƅƟ¢­ƐųåĨųď�õh�òC?Ɠ�ząŻªěƂ
ƠƌŶƟŴ ŨŦ

ũū åĨųď�õh�ƐőƅƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ũŪ

ũŬ åĨųď�õh�ƐőƅƟěŌŻŵƟŴ ŪŨ

ũŭ .Øą>ƒƇƑe¨ƐhƅƟĥªƑěŌŻŵƟŴ Ūŭ

ũŮ zģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƑġ�Ƣě#ƃƌŶƟěŌŻŵƟŴ ũŮ

ũů ũź®ƐŧR��ƑzģƨǆƵƫƐ�ƟęÛƑēäƃƢĪŞƎƅƟ�ĪƑěŌŻŵƟŴ ūŧ

ŪŦ
l`ƨǆƵƫęÛţŢ�ī�œƨǆƵƫęÛŤŢƑ\¬ƐƋŶƌųŢ�ī��iŎMţŢ�ī�œ���
º�õŤŢƐ�¸ƃƈěŌŻŵƟŴ ūŦ

Ūŧ ƨǆƵƫ�zą�ĪƐ*pƃƈěŌŻŵƟŴ Ũū

ŪŨ
.ØąƁƎƑěŌƐų�È;>ƒźźƞƋž;ƑÅHõŻěķƂƠƌŶƟƎƎƚƐųƺưƿƤǂų
ŀQĔðõƐų�È;õƐļþƅƟZFƑXÐõƢěķƃƌŶƟŴ Ūŧ

Ūũ TŘƏ��ƛď�ƐƋƏŻƟ��ƑZFõƢųVW:���ƬǄƭǆƐƋƏſƈěŌŻŵƟŴ ŨŦ

ŪŪ �ÖĔðŻŵƟŴ Ũũ

Ūū ~ºąƢhĬƎƃƈų�Ö?ƓÊ�łaƐőƅƟè�Ƒc§ěŌŻŵƟŴ ũů

ŪŬ ÃsvƑüQųŀQ¦ŊõŻěķƂƠƌŶƟ�ºęÛ>ƒs¿ęÛŻŵƟŴ ŨŬ

Ūŭ
�ºęÛ?ƓĮ8'fƢŒĕƐ�ƅƟƀƎƢªěƃƈ¢­ŻŵƟŴ>ƒųŒĕƍżƟƀƎŻéĤƍ
żƟŴ Ūŧ

ŪŮ ÕZƑ~ºąƎtń~ºąŻ=4ƅƟº8�P�ĪõƑěŌŻŵƟŴ Ūŧ

Ūů
÷ÖąųƨǆƵƫ��į�ą?ƓĜN�īMƑ|2?Ɠ¼ŔƐƋŶƌªěƂƠƈć8¼ŔĔð
õŻŵƟŴ ŪŨ

ūŦ ƨǆƵƫ��ěŌõƐųƨǆƵƫ��į�ą?Ɠ�zĜN�īMƑéĤ<ųĄHõŻŵƟŴ ũŦ

ūŧ ¥�Ƒ~ºąƑ�ĈęÛųĈ�ěŌõƐųcV�jƑc§ěŌŻŵƟŴ ūŨ

ūŨ
�ĈęÛų�jĒĀõ~ºąźƝƑåĨƐ�ƄƟåĨ�ząƐƋŶƌƑěķŻŵƟĔðõŻŵ
ƟŴ ŪŬ

ūũ ��Ƒà×�œ>ƒƇƑ(àƑœÀƐőƅƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ŪŦ

ūŪ ����ųƴƾǁǅƱƮƯ��õ��œÀƐƋƏŻƟ��Ƒ¹ĚěŌŻŵƟŴ ŪŨ

ūū ��Ƒà×�œ>ƒƇƑ(àƑœÀƐőƅƟè�Ƒc§ěŌŻŵƟŴ Ūŧ

ūŬ
��Ƒà×õā�«Ƒh�ƐőƅƟƺưƿƤǂõ?Ɠā�«Ƒļþ�/Ƣěķƃƈ¢­Żŵ
ƟŴ ũŧ

ūŭ ��Ƒà×õā�«Ƒh�ƐőƅƟè�Ƒc§ěŌŻŵƟŴ ŪŦ

ūŮ ŚqÑd«Ƒh��Ŝų|2+�õƐƋŶƌbƙƝƠƈƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ũŪ

ūů .ØąƁƎƑ�È;?Ɠe¨ųƇƑ
Ƒā�ļþ"Ƒ�ĕđõŻŵƟŴ ŨŨ

ŬŦ �µÞ?ƓŠ�ÄƑà×��ųƴƾǁǅƱƮƯ��õƑ¹ĚěŌŻŵƟŴ ūŬ

Ŭŧ �µÞ?ƓŠ�ÄƑà×Ƒ�œ?ƓƖƣxƑœÀƐőƅƟƺưƿƤǂõŻŵƟŴ ũŧ

ŬŨ �µÞ?ƓŠ�ÄƑà×Ƒ�œ?ƓƖƣxƑœÀƐőƅƟè�c§ěŌŻŵƟŴ Ũů

Ŭũ �ħƑ�ŶĜN�īMƑ	�XÐƑěķŻŵƟƺưƿƤǂųŢkºĔ0õŻŵƟŴ ŪŬ
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ŬŪ
.Øą?ƓƇƑe¨Ƒ�
�YƑ.ØãâƢªěƃƈ¢­ƐƋŶƌų�º�'Ɛ�êƅƟƎƎƚ
Ɛų.Øą>ƒƇƑe¨ƐhƃƌņnƅƟƈƙƑ¢­ŻŵƟŴ ũŮ

Ŭū �
�YƑ�īƐőƅƟ¦ŊƢ�º�'Ɛ�êƃƌŶƟŴ ũũ

ŬŬ �
�YƑ�īƐőƅƟ¦ŊƐƋŶƌųƹǆƻƸǆƪųƳǄƶǃƮƯõƔƑ�ķŻŵƟŴ ŨŪ

Ŭŭ .ØąƑÆƙƐ�ƄƌųƨǆƵƫ��ěŌƢŏêƅƟƀƎƢªěƃƈ¢­ŻŵƟŴ ũŭ

ŬŮ q9?ƓŚq9Ƒ$ƌƑ¥�Ƒ~ºąƢhĬƎƅƟzģƨǆŢƵƫƐőƅƟè�ęÛŻŵƟŴ ũů

Ŭů
q9?ƓŚq9Ƒ$ƌƑ¥�Ƒ~ºąƢhĬƎƅƟzģƨǆŢƵƫƐőƅƟè�Ƒc§ěŌŻŵ
ƟŴ ŪŬ

ŭŦ q9?ƓŚq9Ƒ$ƌƑÕ�Ƒ~ºąƢhĬƎƅƟzģƨǆƵƫƐőƅƟè�ęÛŻŵƟŴ ũŨ

ŭŧ
q9?ƓŚq9Ƒ$ƌƑÕ�Ƒ~ºąƢhĬƎƅƟzģƨǆƵƫƐőƅƟè�Ƒc§ěŌŻŵ
ƟŴ ũū

ŭŨ üQ�PƑƈƙƑ�ĪƐŹŶƌų.ØąƑ�IųÏĴvõƐƋŶƌ¹ĚƂƠƈěŌŻŵƟŴ ũũ

ŭũ ċƝ��ƅƟzģƨǆƵƫƑĳƐƋŶƌƑċmġ�Ƒc§ěŌŻŵƟŴ Ūũ

ŭŪ �º�$�ƑƨǆƵƫ'fƢ¹ĚƅƟ�ĪƑĝăĔðõ>ƒ�ĪŌŻŵƟŴ ŪŪ

ŭū ƺưƿƤǂõƐƋŶƌų~ºąŻċÙƐŒĕƍżƟZ�ƐĝăƃƌŵƟŴ ŨŪ

ŭŬ ƺưƿƤǂõƑēäƃƐƋŶƌ¹ĚƂƠƈěŌŻŵƟŴ Ūũ
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�ĨĆWá
ĉćĿ�ªŠ�ÑW

ŝ��Ŋ

ŧŢ�āK
ņÌÔŲK

ƊƐƉ
ƑƨƩƣƋƉ�ºı�Ñ�Ʋƨƺ]Æ�^ƲƸņÌl¼

]Æ�^
�Ø�µ

ƒƈƆ�Ñ�ǃšTƥǀá
ĐƱŲƥǀ�Ž

á
ĐƲKĊƔ�ƨǀ�:�Ʋ�Z[Bƴźŀ÷HƧƲ
ƲŞę#

á
ĐƲKĊ ƉƋ

á
ĐƲ�ƨǀƃ�:�Ʋ�Z[ ƈƐ

á
ĐƲŞę# ƊƇ

á
ĐƲ�ĮġƲƃÜKBƴĤK ƍ

á
ĐƲļĎ�Ã¾ Ɛ

á
Đƛ�ŁŧŢ�ā)Ʈl¼ƥǀ�ŊǎǱǝǑ ƈƌƇ

ƒƉƆ�ŊǎǱǝǑƄ�ŴǃMƹƅǃ¬�ƣƔAƳ¬�ƣƽƘƯƥǀ�Ñ�ƱŲƥǀ�Ž

�Ñ�ƲKĊƔ�Z[Bƴźŀ÷HƧƲ
ƲŞę#

�Ñ�ƲKĊ ƈƊ

�Ñ�Ʋ�Z[ ƈƉƉ

�Ñ�ƲŞę# ƉƋ

�Ŋ�ŷ�Ñ�÷H ƈ

�Ñ�ƲĒðġƲÜKBƴĤK ƊƇ

�ÑƲŰg�Ã¾ĪƣƝƳŰg�k�Ã¾Bƴ¦kĪƣƝƳĽGǃEƞƨ�Ã¾ Ɖƍ

òâ�ŊáďƌƋÉƲƉƱıkƥǀ�ŊÔŲƄòâ�ŊƲ�Ŋ 6ǃĭƘÔŲƅƲ¦k ƈƈ

Ć�ĉćaBƴ�ŊĉćaáďƋƏÉƲƊƱıkƥǀûŮRùN�Đ�Ñġ ƈƊ

�Ñ�ƷƮƲ�ư0ó	ŝ�Ù Ɖƌ

ƒƊƆ�Ñ�ƱƙƗƭ�ŊǎǱǝǑƄ�ŴǃMƹƅƱ��ƥǀ�ÑġƱŲƥǀ�Ž

ĤČ/Ʋ�ÑġƲµƔ;:��Ɣ7!ÀűƔ�Ñġƈ
�ƨƿƲ0óġµĐ

l
µ ƈƍƐ

ƈşűƲƘƪƔ~;Ʋ�Ñġƛ;:ƥƶƜÀűµ ƊƋ

�ÑġƮƖǀ�ŊĤPƛÄƣƭƗǀŏÎ ƈƋƏ

�ÑġƮƖǀÔĥĹĜ¦sPƛÄƣƭƗǀŏÎ ƏƋ

�ÑġƮƖǀòâÿŇPƛÄƣƭƗǀŏÎ ƈƊƐ

ĒðġƲ
ƲĤ:ƯƲ(:ƲÄì ƊƊ

ĀŊĤPBƴ�ŊĤPƈ
�ƨƿƲ0óġµ ƈƋƍ

�ÑġƲ�Ł^OƱ�ǀ�ŊǎǱǝǑƲÑ:Ʊ��ƣƨėƂ�µĐ

2��Ʋ©óġµǰ2��ƲśĤġµǲòâÿŇPǰĀŊĤPǳ ƌƇ

Ñ:Ʊ��ƣƨėƂ�µǲòâÿŇPǰĀŊĤPǳ Əƍ

2��Ʋ©óġµǰ2��ƲśĤġµǲ�ŊĤPǰÔĥĹĜ¦sPǳ ƋƏ

Ñ:Ʊ��ƣƨėƂ�µǲ�ŊĤPǰÔĥĹĜ¦sPǳ ƈƉƇ

�ÑġƲ��ľ¹Ʋl¼îà ƉƇ

�ŁǎǱǝǑƲņÌ�µ

Žý

��ƉƋ���ŊǎǱǝǑ�^Ʋ&Į1�ƓĻQņÌĶØµl�ņÌ
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ƒƋƆ�ŊǎǱǝǑƄ�ŴǃMƹƅƲ)oƱŲƥǀ�Ž

�Ñ�ƲšTƱŲƥǀ»Ŭ Ƌ

�ŊǎǱǝǑǃ¬�ƣƭƗǀ¾À ƌ

�Ñ�ƲTÑÀű ƊƏ

0óGĥưÀű| ƌƈ

�Ñ�ƛŝ~ÀƱ�ŊǎǱǝǑǃ¬�ƥǀ[\ ƈƏ

�ŊǎǱǝǑƲ)oĐ

�Ŋ^ũƲ5đîàƄĺ$¾2ÃƚƾþŚƈ�űƲîàƅǰ0óġƲŜřƲl¼ǰ0ókP ƊƐ

�ŊǎǱǝǑƲ0óġƄį±¯ġƅƵƲ¬�lĝƄĺ$¾2Ãƅ ƊƊ

0óġƲ
µ ƌƐ

�ŊǎǱǝǑǃ¬�ƥǀ�Ñ�Ɣļ�ĐƲîà ƈƈƌ

0óġĐƚƾƲī�Ʊq�ƥǀčFĐƲîà ƊƇ

�ŊǎǱǝǑƲ¬�ƱƽƿŐ"ƥƶƜ�³ƛúòƣƨƯƜƲq�Ʋ�ĖƸ ƈƈ

�ŊǎǱǝǑƲ¬�)oƱŲƥǀíĩĐ Ƌ

0óġĐƲ�İǃ¡®ƥǀ�1Ɣď�ġƱƽǀĿ�Ʋl¼îàĐ

0óġǅǯǍǱǗņÌƔ�İēĐ0óġƲ�İĐǃ¡®ƥǀDĖƲîà Ɖƌ

ď�ġƱƽǀĿ�Ʋl¼îà ƊƉ

ƒƌƆ�ŊǎǱǝǑƄ�ŴǃMƹƅǃ0óƥǀƱ�ƨƫƭƲ0ó·ĐƱŲƥǀ�Ž

�ŊĚ��cƲǎǱǝǑƱįƥǀŎó ƋƏ

0óġƲŧIƱƽƿ�ŊǎǱǝǑǃ¬�ƮƜưƚƫƨ_IƱ�ǀŎóƄǊǦǯǒǬ·ƅƲ�Cîà ƊƏ

Ć�ĉćá
ĐƱƽǀ0óġŌ¢Ŗæ1�Ʋl¼ƲÄì Ɗ

šT�^

ņÌ÷H ĄŃƲƨƺƲÇ· �Ø�µ

ƈ QIƦBƴİhƱq�ƮƜǀƠƯƱƬƗƭƔǛǯǞǭǕǗƔǡǱǤǠǱǐĐƱ¿ĺƣƭƗǀƕ ƊƎ

Ɖ QIƦAƳİhƱq�ƣƨĺŮƛƖǀƕ ƌƈ

Ɗ Ūį�Žǃĺƣƨ¶ÂƲJ�ÕƱƔ0óõŘġAƳƧƲn½ƃƲĠKĪƣƝƳĺK§?ƛƖǀƕ Ɖƈ

Ƌ
0óõŘġƲ.¹ĥ4ƱŸmƛİƾǁǀ_IƱƙƗƭƔ0óġƱ�ǂƫƭƧƲn½Ɣ�ð
Ɣ�
��İ
ĐƯ	ǂƣƨeƃĔÂAƳď�ġƮƖǀĎ�
ǃÝƺƨƠƯƛǂƚǀ¶ÂƛƖǀƕ ƈƋƍ

ƌ
ǅǒǑǥǯǗƄĵÞƥƶƜŅſƲ¡®ƅƲƨƺƲ¶ÂƱƔ0óġBƴƧƲn½ƚƾģDƣƨ)oBƴ
ĳpĘÊƲĺŮƛƖǀƕ Ƌƌ

ƍ
0óġBƴƧƲn½Ʋî�ƔzÅƛĺ$Ƣǁƨ�ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöAƳ�ŁǎǱǝǑƱ�
ǀķöƲÐĸ�ŉƲĺŮƛƃƖǀƕ ƊƐ

Ǝ �ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöƱƔ�ŁǎǱǝǑƲýÒƲĺŗƛƖǀƕ ƊƏ

Ə
�ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöƱƬƗƭƲJ�ǃ�ǀƨƺƲ¶ÂƲƃJ�ÕƱƔ0óġAƳƧƲn½Ʋ
ĠKĪƣƝƳĺK§?ƛƖƃǀƕ ƉƋ

Ɛ
ǎǱǝǑ¬�)oƄ�Ŋ�ŷĚ��cƲŎóƛƖǀ_IƱƳƃƠǁǃMƹƕƅƛĺŗƢǁƭƗǀň
Ý¿ĕÂƄ+ƅƛƖǀƕ ƉƎ

ƈƇ
�įư0ó·Ʋķđ»áƱƬƗƭƲJ�ǃ�ǀƨƺƲ¶ÂƲJ�ÕƱƔ0óġAƳƧƲn½Ʋ
ĠKĪƣƝƳĺK§?ƛƖǀƕ ƋƋ

ƈƈ �ÑġƱqƥǀŃĂøBƴŃĂøǍǅƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƋƏ

ƈƉ ŃĂøƲ0óġƵƲq�BƴŃĂøǍǅƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƋƊ

ƈƊ 0óġƲǟǪǇǚǏǱƲ�ŊƲDĖƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ Ɗƌ

ƈƋ 0óġƲǟǪǇǚǏǱƲ�ŊƲDĖƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƌƍ

ƈƌ œ�ü£ÈĐƲ¨ŶƲƨƺƲDĖƱŲƥǀ�Ñ�Ʋð�Ɣ»ŬĐƛĺŗƢǁƨ¶ÂƛƖǀƕ Ƌƈ

ƈƍ œ�ü£ÈĐƲ¨ŶƲƨƺƲDĖƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƊƋ

ƈƎ œ�ü£ÈĐƲ¨ŶƲƨƺƲDĖƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƋƊ

ƈƏ 0óġơƯƲÔĥĹĜķöƛƖǀƕ ƌƊ

ƈƐ 0óġơƯƲÔĥĹĜƲl¼ĺŮƛƖǀƕ ƋƊ

ƉƇ
0óġƲn½Ʋ@5ƛĄŃƮƜǀ�İ	­�Ɣ�Ň�ĐƲĺŮAƳ0óġƲn½ƯƲŞę}Đƛ
Ɩǀƕ ƌƌ
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Ɖƈ 0óġƲn½ƵƲĭ�Ï)AƳ0óġƲn½Ʋ@5ƛĄŃƮƜǀĭ�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƌƏ

ƉƉ $ã�6ƱƬƗƭƲĺŗƛƖǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƌƉ

ƉƊ 0óġơƯƱƔ¨ƦƬƱƬƗƭƲǔǈǕǋǫǑǗĐƲĺŮƛƖǀƕ ƋƏ

ƉƋ ¨ƦƬ�6ÀƲƔ0óġƲǟǪǇǚǏǱƵƲŨ�ƱƬƗƭƲĺŗƛƖǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƌƋ

Ɖƌ ǗǇǭƲ�ƥƿƛƖǀƕ Ɖƌ

Ɖƍ ǗǇǭ)ƱƔ�6ġƛ�6ƮƜǀǑǠǱǑƛƖǀƕ Ɖƍ

ƉƎ ŔƗƥq�ƛGĥưǗǇǭƛƖǀƕ ƉƎ

ƉƏ ƀ�ƱƬƗƭƔ0óġƲzÅBƴfƸǃĢƝƠƯƱƬƗƭƲĺŗƛƖǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƍƉ

ƉƐ 0óġơƯƲzÅBƴfƸƔ°DūAƳUfƲĺŮƛƖǀƕ ƍƇ

ƊƇ 0óġơƯƲzÅBƴfƸƱƬƗƭÐĸƢǁƨƀ�ƱƬƗƭƲ�ŉƲĺŮƛƖǀƕ ƏƉ

Ɗƈ 0óġơƯƲÍƁî�ƱŲƣƭƔǅǒǑǥǯǗƄĵÞƥƶƜŅſƲ¡®ƅƲĺŮƛƖǀƕ ƐƎ

ƊƉ
0óġơƯƲÍƁǍǅķöƱƬƗƭƲJ�ǃ�ǀƨƺƲ¶ÂƲJ�ÕƱƔ0óġAƳƧƲn½
ƲĠKĪƣƝƳĺK§?ƛƖǀƕ ƏƋ

ƊƊ ÍƁ²SƲƨƺƲǎǱǝǑƲl¼ĺŮƛƖǀƕ ƐƉ

ƊƋ 0óġơƯƲFĦÔĥƱƬƗƭƲǅǒǑǥǯǗƄĵÞƥƶƜŅſƲ¡®ƅĺŮƛƖǀƕ ƍƌ

Ɗƌ
0óġơƯƲFĦÔĥ²SƲƨƺƲķöƱƬƗƭƲJ�ǃ�ǀƨƺƲ¶ÂƲJ�ÕƱƔ0óġ
AƳƧƲn½ƲĠKĪƣƝƳĺK§?ƛƖǀƕ Ƌƌ

Ɗƍ FĦÔĥƲL�ƲƨƺƲǎǱǝǑƲl¼ĺŮƛƖǀƕ Əƍ

ƊƎ 0óġƲ��ĒðƱƬƗƭƲĺŗƛƖǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƋƉ

ƊƏ 0óġơƯƲ�çƔĬYĐ��î�ƲĺŮƛƖǀƕ Ɖƌ

ƊƐ
��î�ƱQſƛƖǀƯ.¹ƣƨ0óġƱƬƗƭƔŻƁƔŦ-ãƔå¥ĐƵƯǎǱǝǑ)oǃb
ÁƣƨĺŮƛƖǀƕ ƌƉ

ƋƇ ��î�ƱQſƛƖǀƯ.¹ƣƨ0óġƲn½Ɣ�ß=ĐƯƲŞęĺŮƛƖǀƕ ƍƊ

Ƌƈ 0óġƲîàƱ�ƤƨŜřƱƬƗƭƲĺŗƛƖǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƍƉ

ƋƉ 0óġƲŜřƱŲƥǀ�œƲîàƔñ`ĐƱƬƗƭƲĺŗƛƖǀĺŮƛƖǀƕ ƌƐ

ƋƊ ŜřƲ
P�1ƱƔ�6ƲƨƺƲ
PƛŨğƢǁƭƗǀƠƯƛĄŃƮƜǀ¶ÂƛƖǀƕ ƍƌ

ƋƋ �6ƲƨƺƲ
PƲŨğƛĄŃƮƜǀšŕ¾łƔšŕĺŮĐƛƖǀƕ ƍƌ

Ƌƌ �űƲǭǋǫǉǱǏǩǯķöĐBƴƧƲl¼ĺŮƛƖǀƕ ƌƇ

Ƌƍ t
µAƳ0óġơƯƲǭǋǫǉǱǏǩǯķöBƴl¼ĺŮƛƖǀƕ ƏƉ

ƋƎ �ƲÙwƔ�ư ¸ƔŭƝĴ�ƫƨ_�ƔêƿƼƥƗ�ĐƲĵäƱƬƗƭvdƣƭƗǀƕ ƊƋ

ƋƏ
Ūį�Žǃĺƣƨ¶ÂĐ0óġƱ	�ƥǀ¶ÂƱƔÿŇƔī�Đq�čFBƴ¢�ġƛ¿ĺƢ
ǁƭƗǀƕ ƊƉ

ƋƐ ÿŇƔī�Đq�ƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ Ɗƈ

ƌƇ ÿŇƔī�Đq�ƱŲƥǀĺŮƛƖǀƕ Ǝƍ

ƌƈ 0óġAƳƧƲn½Ʊqƥǀń¿ƲĺŮƛƖǀƕ Ǝƈ

ƌƉ �ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöĐƱƔǎǱǝǑƲl¼îàBƴýÒƲţ�îàƲĺŮƛƖǀƕ Ɗƈ

ƌƊ �ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöƲĿ�ǃĺ$ƣƭƗǀĺŮƛƖǀƕ ƊƐ

ƌƋ
İþƣƲĘÊƔbÁƛ�įư_IƱƳƔ�ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöƱƔİþƣƨ)oBƴ¾�ǃĺ
ŗƣƔbÁƛ�įư_IƱƳƔ�ŁǎǱǝǑƱ�ǀķöƱÁº¾ǃĺŗƣƭƗǀƕ ƍƌ

ƌƌ
uiǎǱǝǑķöƄƃ�Ŋ�ŴǎǱǝǑķöƅƃƲbÁƱƬƗƭƔ�Ŋ±¯růPƄƃ�Ŋ�Ŵ±¯�
Ñ�ĐƅƃƱ¬ÏƣƨĺŮƛƖǀƕ ƏƐ

ƌƍ ǎǱǝǑ¢�ġ�ŉƱ,{ƣƨĺŮƛƖǀƕ Ɗƈ

ƌƎ
0óġơƯƲĺŮƱƔ�ß=AƳƚƚƿƬƞ=ƲÜKĐƛĺŗƢǁƭƗǀƯƯƻƱƔǣǘǨǅǬƔ
šTıċĐƱƔ�ß=ĐƱŞęƥǀ_IƲ]éĐǃĺŗƣƭƗǀƕ ƌƊ

ƌƏ �Ñ�Ʋ�^łƔǛǯǞǭǕǗĐǃ[\ƱŨyƣƨĺŮƛƖǀƕ ƍƈ

ƌƐ ǢǪǯǖǆǅõŘĈƔûŮĈƔE$ĈĐƛƖǀƕ ƋƋ

ƍƇ ǢǪǯǖǆǅâ9ǟǮǌǪǤƔǢǪǯǖǆǅâ9ĺŮĐƛƖǀƕ ƍƋ

ƍƈ XŹư��Ƽī�ƱƬưƛǀ��Ʋ_IĐǃƔ[\<¤±¯ǒǯǓǱƱƬưƟƨĺŮƛƖǀƕ ƋƉ

ƍƉ �ðıċƛƖǀƕ Ƌƌ

ƍƊ �ÑġǃqŋƯƣƨƔ�ðBƴá�ŤjƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƌƌ

ƍƋ Ú��ƲėTƔšT»ŬĐƛĺŗƢǁƭƗǀ�ÑķöAƳ�ÖķöƛƖǀƕ ƋƇ

ƍƌ
�ÑķöBƴō:)oǃųĲƱ�ƥǀƠƯǃ¿ĺƣƨ¶ÂƛƖǀƕAƳƔųĲƮƜǀƠƯƛĄŃƮ
Ɯǀƕ ƌƎ

ƍƍ ï_Ʋ�ÑġƯ�Ŧ�Ñġƛ@5ƥǀÑ:²S�ŉĐƲĺŮƛƖǀƕ ƌƎ



 44  

ƍƎ ĖĞ�1Ɣ�ÑġƲÓŵƔÑ:-¢Bƴ>4�1ƱŲƥǀıċĐƛƖǀƕ Əƍ

ƍƏ ǎǱǝǑƱŲƥǀ�^Ʋ'ÄƱƬƗƭƲ�ŉƔă�Ɣ8��ƔVĲĐƲĺŮƛƖǀƕ ƋƉ

ƍƐ �³Ʋúò�ŴAƳƧƲ*úƲŴ×ƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƌƌ

ƎƇ �³��ƔǜǧǫǰǙǕǗ��Đ�³Ŵ×ƱƬưƛǀ��ƲÐĸĺŮƛƖǀƕ ƍƋ

Ǝƈ �³Ʋúò�ŴAƳƧƲ*úƲŴ×ƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƋƎ

ƎƉ
�³ƲúòĐě�ÀƲq�ƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐBƴě�ÀƲŞę�1ǃĺŗƣƨ¶ÂƛƖ
ǀƕ ƌƈ

ƎƊ �³ƲúòĐě�ÀƲq�ƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƋƐ

ƎƋ ż~ëmÀƲq��žƔ�3-¢ĐƱƬƗƭkƺƾǁƨǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ ƋƉ

Ǝƌ ż~ëmÀƱŝ^ƥǀŲ�ÔŲƲ�ĲĮĐƛƖǀƕ ƌƎ

Ǝƍ ż~ëmÀƲq�ƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƌƏ

ƎƎ ż~ëmÀƲťŹƔ´,ĐƱŲƥǀĹĜƲl¼ĺŮƛƖǀƕ Ƌƈ

ƎƏ 0óġơƯƲ�ß=Bƴn½ƔƧƲ
Ʋě�Şę#Ʋ�ĲĮĐƛƖǀƕ ƋƐ

ƎƐ �ËøBƴƀ�ÛƲúò��ƔǜǧǫǰǙǕǗ��ĐƲÐĸĺŮƛƖǀƕ ƏƉ

ƏƇ �ËøBƴƀ�ÛƲúòƲ�ŴBƴƷǄ�ƲŴ×ƱŲƥǀǣǘǨǅǬĐƛƖǀƕ Ɛƌ

Əƈ �ËøBƴƀ�ÛƲúòƲ�ŴBƴƷǄ�ƲŴ×ƱŲƥǀă�l¼ĺŮƛƖǀƕ ƋƐ

ƏƉ
0óġBƴƧƲn½Ʋ�
�^Ʋ0óýüǃ¿ĺƣƨ¶ÂƱƬƗƭƔ�Ñ�)Ʊ«ąƥǀƯƯƻ
ƱƔ0óġAƳƧƲn½ƱqƣƭŨyƥǀƨƺƲ¶ÂƛƖǀƕ ƌƌ

ƏƊ �
�^Ʋ�ŊƱŲƥǀ»Ŭǃ�Ñ�)Ʊ«ąƣƭƗǀƕ ƋƏ

ƏƋ �
�^Ʋ�ŊƱŲƥǀ»ŬƱƬƗƭƔǡǱǤǠǱǐƔǛǯǞǭǕǗĐƵƲ«ŗƛƖǀƕ ƋƎ

Əƌ 0óġƲÝƺƱ�ƤƭƔǎǱǝǑ¬�ĺŮǃŰąƥǀƠƯǃ¿ĺƣƨ¶ÂƛƖǀƕ ƍƎ

Əƍ ~;Bƴż~;Ʋ%ƭƲº�Ʋ�ÑġǃqŋƯƥǀ�ŁǎǱƃǝǑƱŲƥǀă�ķöƛƖǀƕ ƍƐ

ƏƎ
~;Bƴż~;Ʋ%ƭƲº�Ʋ�ÑġǃqŋƯƥǀ�ŁǎǱƃǝǑƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖ
ǀƕ ƍƉ

ƏƏ ~;Bƴż~;Ʋ%ƭƲï�Ʋ�ÑġǃqŋƯƥǀ�ŁǎǱǝǑƱŲƥǀă�ķöƛƖǀƕ ƋƐ

ƏƐ
~;Bƴż~;Ʋ%ƭƲï�Ʋ�ÑġǃqŋƯƥǀ�ŁǎǱǝǑƱŲƥǀă�Ʋl¼ĺŮƛƖ
ǀƕ ƍƋ

ƐƇ ėT²SƲƨƺƲ�ŉƱƙƗƭƔ0óġƲ�LƔèŒ�ĐƱƬƗƭÐĸƢǁƨĺŮƛƖǀƕ ƍƌ

Ɛƈ ħƾ¬�ƥǀ�ŁǎǱǝǑƲőƱƬƗƭƲħxĿ�Ʋl¼ĺŮƛƖǀƕ ƍƇ

ƐƉ �Ñ�%�ƲǎǱǝǑ)oǃÐĸƥǀ�ŉƲļğıċĐAƳ�ŉŮƛƖǀƕ ƌƏ

ƐƊ ǣǘǨǅǬĐƱƬƗƭƔ�ÑġƛħôƱųĲƮƜǀ_�ƱļğƣƭƖǀƕ ƋƉ

ƐƋ ǣǘǨǅǬĐƲİþƣƱƬƗƭÐĸƢǁƨĺŮƛƖǀƕ ƌƋ
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�ċïTÍ�ñðğ��ĸ�¼T

Ģëßl�X&HØÎ	Ĩ

ľĺxéI
Ĥ¹¿ňI

Ŧť
ũƁƂżť�§Ĕ�¼�ƋƁƓZ³�[ƋƑĤ¹f©

Z³�[
�Ã�£

ŪŠŞ�¼�ƜĹRžƙÍ�ùƊňžƙ�Ŕ

Í�ùƋIóŬ�Ɓƙ�8�Ƌ�VW@ƍŒĠÞFƀƋ�ƋĶā"

Í�ùƋIó Ť

Í�ùƋ�Ɓƙś�8�Ƌ�VW Ţ

Í�ùƋĶā" ţ

Í�ùƋ
đćƋśÉI@ƍĈI Š

Í�ùƋĜ÷v¯« ş

Í�ùŴ~ġľĺxé(Ƈf©žƙ	ĨƢƾƯƥ ŠŦ

ŪšŞ	ĨƢƾƯƥŜ�ŊƜKƒŝƜ��żŬ?ƌ��żƖŰƈžƙ�¼�Ɗňžƙ�Ŕ

�¼�ƋIóŬ�VW@ƍŒĠÞFƀƋ�ƋĶā"

�¼�ƋIó Š

�¼�Ƌ�VW Šš

�¼�ƋĶā" ť

	Ĩ�ō�¼�ÞF Š

�¼�ƋûÖćƋÉI@ƍĈI ŧ

�¼Ƌņbv¯«čżŶƌņb�ev¯«@ƍ�ečżŶƌĝEƜCŷƁv¯« Šť

ØÎ�ĨÍøŤţ·ƋšƊĔežƙ	Ĩ¿ňŜØÎ�ĨƋ	Ĩ�5ƜĐŰ¿ňŝƋ�e Š

ï�ñð^@ƍ	Ĩñð^Íøţŧ·ƋŢƊĔežƙãńPàL|ù�¼ć Š

�¼�ƐƇƋ�Ɖ/Ù�ĵ�Æ Š

ŪŢŞ�¼�ƊŲůƆ	ĨƢƾƯƥŜ�ŊƜKƒŝƊ��žƙ�¼ćƊňžƙ�Ŕ

Ĉõ.Ƌ�¼ćƋ£Ŭ98��Ŭ6 ­ŇŬ�¼ćŠ�~ƁƘƋ/Ùć£ù

f�£ šť

ŠķŇƋŰƃŬt9Ƌ�¼ćŴ98žƏŵ­Ň£ Ţ

�¼ćƇŮƙėÝ���~ćƋŰƃ	Ĩ��mŅNƋ�£ ŠŠ

�¼ćƇŮƙ	ĨĈNŴ°żƆůƙĭº Ţš

`9ƽjæƜĐŰ�¼ćƋ�£ ŠŤ

ûÖćƋ�ƋĈ8ƈƋ'8Ƌ°Ò Šš

	Ĩ�¼ćŠ�~ƁƘƋ/Ùć£ šŤ

�¼ćƋ~ġ[MƊ�ƙ	ĨƢƾƯƥƋ¼8Ɗ��żƁĀŘv£ù

1vyƋ�Ùć£ƽ1vyƋĴĈć£ Ŧ

¼8Ɗ��żƁĀŘv£ šţ

�¼ćƋ�zĞ¦Ƌf©ÔÌ ş

ŪţŞ	ĨƢƾƯƥŜ�ŊƜKƒŝƋ(iƊňžƙ�Ŕ

�¼�ƋĹRƊňžƙ¨ł Š

~ġƢƾƯƥƋĤ¹�£

Ŕå

u�šţvy	ĨƢƾƯƥ�[Ƌ%đ0yūěOĤ¹ĖÃ£f�Ĥ¹
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	Ĩ�ŊŲƖƍ	ĨyĸĐ�ŊƊňžƙ¨ł ť

	ĨƢƾƯƥƋ(iŬ#neNù ť

<3;á¿ňƋIó š

<3Äò;á¿ň š

èĨsƋí�¨Í ţ

ƬƨƠƞƨƱ©ĜƋIó ť

ĹR�ĸ�ħƋņ�ÔÌŜ1vyŝ ŧ

�¼�ƋR¼­ŇWYƽpÜµƈƋĶ�ÔÌ š

/ÙƊ~ƁƄƆƋ·� ş

ĴnƊ~ƁƄƆƋ·� Š

#neN Š

Ģëßl�X&HØÎ	ĨƋ#nćƋÔÌ Šţ

	ĨƢƾƯƥƜ��žƙ�¼�ŬĜ�ùƋÔÌ šŧ

/ÙćùųƗƋĎ�Ɗl�žƙöDùƋÔÌ Šş

	ĨƢƾƯƥƋ��ƊƖƘĮ!žƏŵ�¡ŴâØżƁƈŵƋl�Ƌ
ÿƑ ş

	ĨƢƾƯƥƋ��(iƊňžƙÓČù Š

/ÙćùƋ�ēƜ��žƙ�0Ŭø�ćƊƖƙğ�Ƌf©ÔÌù

/ÙćƞƼơƾƩĤ¹Ŭ�ēüù/ÙćƋ�ēùƜ��žƙBÿƋÔÌ Šş

WYkêXƢƾƯƥƋğ�Ƌf©ÔÌ šť

ŪŤŞ	ĨƢƾƯƥŜ�ŊƜKƒŝƜ/ÙžƙƊ~ƁƄƆƋ/Ù¥ùƊňžƙ�Ŕ

/Ù¥ùŜ#nćƋĪ�Ŗŝ Šş

ƀƋ�ƋĬÙ Ŧ
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ĹR�[

Ĥ¹ÞF íĢƋƁƓƋ´¥ �Ã�£

Š ŀĒ�ŔƜĚżƁ¤®ƋŐ�Ƌ�ű�ŷƋÔÌ?ƌ%ņƋÔÌŴíĢƇŵƙŭ Ť

š OGſ@ƍēcƊl�ƇŵƙŹƈƊƅůƆŬƭƼưƻƨƩŬƳƾƵƲƾƤùƊ¬ĚżƆůƙŭ Šş

Ţ OGſ?ƌēcƊl�żƁĚńŴŮƙŭ ť

ţ ŀĒ�ŔƜĚżƁ¤®ƋH�ÀƊŬ/ÙÛĳć?ƌƀƋhªśƋĆIčżŶƌĚI�=ŴŮƙŭ Ţ

Ť
/ÙÛĳćƋ-¦ĉ3ƊŏgŴēƗƚƙ\GƊŲůƆŬ/ÙćƊ
ƛƄƆƀƋhªŬ
Ö�Ŭ�
v�ē�ùƈ�ƛżƁaśý®?ƌø�ćƇŮƙ÷��ƜÊƓƁŹƈŴƛųƙ¤®ŴŮƙŭ šŠ

ť #nƋC#ZÐŬĭºùƊƅůƆŬƭƼưƻƨƩ?ƌaý®ùƊ¬ĚżƆůƙŭ ť

Ŧ ĴnƋZÐŴĚĲŻƚƁaý®ùƊŬ/Ùć?ƌƀƋhªƋĆIčżŶƌĚI�=ŴŮƙŭ š
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Šŧ /ÙćƋƱƸƟƬƣƾƋ�ĨƋBÿƊňžƙƴƪƷƞƺùŴŮƙŭ Ũ
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ƙŭ Šş

ťš t9@ƍœt9Ƌ$ƆƋÕ�Ƌ�¼ćƜlĩƈžƙ~ġƢƾƯƥƊňžƙì�ėÝŴŮƙŭ ŧ
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ťť �¼�$�ƋƢƾƯƥ(iƜ»Ęžƙ�ħƋĜąĔôù?ƌ�ħńŴŮƙŭ ŠŤ

ťŦ ƴƪƷƞƺùƊƅůƆŬ�¼ćŴĊÚƊŉĕƇŵƙ\�ƊĜążƆŮƙŭ Ũ

ťŧ ƴƪƷƞƺùƋēæżƊƅůƆ»ĘŻƚƁĚńŴŮƙŭ Šş
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４.平成 25 年度訪問検証調査	
 

	
 

平成 25 年度に訪問調査を実施していない都道府県で、検証調査として訪問調査を実施

し、各サービスの各項目ごとに何件修正があったかを検証した。	
 

	
 

下記４つのサービスで実態調査を実施した。	
 

	
 

居宅介護支援事業所	
 

通所介護	
 

訪問介護	
 

認知症対応型共同生活介護	
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ŋŒ
h_ƊƣƔƍāÏ¡âōúƊƣƔƍ�vñ�đųûÃ@ŴƊƣƔƍ�vñŲfŧƀÅ�ņ�ŀŇ+
eųăěşřƀŖ

ŉ

Ōŉ
h_ƊƣƔƍāÏ¡âōúƊƣƔƍ�vñ�đųûÃų�đ,lñų²Ųŕ0Ëñ@ŴŨųd
�ų,l@Ŵ³lÉÌųăįşřƀŖ

ŉ

ŌŊ
h_ƊƣƔƍāÏ¡âōúƊƣƔƍ�vñ�đųûÃų�đ,lñų²Ųŕ�»<@ŴŞŞſ
ŬŢ<ų,lųăįşřƀŖ@ŴŅƊƣƔƍ�vñŲfŧƀÅ�+eŕâŎúh_�Ē��éĤ
ãŲŕ�»<@ŴŞŞſŬŢ<ŰųġêųăįşřƀŖ

ŉ

Ōŋ  ÉýÞşřƀŖ ŉ

ŌŌ z­ñƃfēŰťũŕ ÉAŵ¾�Ħ`ŲĳŧƀÚ�ųb�ăįşřƀŖ ŉ

Ōō ·orųéRŕģR�ĮãşăěŤƁŮŚƀ�­āÏ@Ŵo´āÏşřƀŖ ŉ
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ŌŎ
�­āÏAŵĔ9+eƃĴþŲ�ŧƀţŰƃ�ăťũ�¡şřƀŖ@ŴŕĴþůŠƀţŰşÛċů
ŠƀŖ

Ō

Ōŏ ÈYųz­ñŰpĨz­ñş?5ŧƀ­9�Q�đãųăįşřƀŖ ŉ

ŌŐ èî�1ŕz­ñų°Ķŕ­9-�Aŵ=4�1ŲĳŧƀýÞãşřƀŖ ŉ

Ōő ƊƣƔƍŲĳŧƀ�Xų)£ŲŬŚŮų�đŕÚ�ŕ8u�ŕSþãųăįşřƀŖ ŉ

ŌŒ �Ē��gİOŊ
vũſų�v0Ëñ�ƃaŻŮŚƀò9ýÞãşřƀŖ ŉ
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ōŉ
h_ƊƣƔƍāÏ¡âŎúh_�Ē��éĤŲŕvĊ�­�ų�Ē��gİOş���Ē��
gİOãŲ×ďťũăįşřƀŖ

Ŋ

ōŊ
0Ëñųì~ġê%ųăěşřƀ�¡�ŵŲì~ ųf}Aŵġê�1ųăěşřƀƙƑƝƅ
ƟãşřƀŖ

Ŋ

ōŋ ļmÂc ųf}�Ŀŕx3-�ãŲŬŚŮaŻžƁũƙƑƝƅƟãşřƀŖ ŉ

ōŌ
0ËñAŵŨųd�ų�
�Xų0ËÕÔƃ�ăťũ�¡ŲŬŚŮŕ�­�+Ų�ÜŧƀŰŰż
Ųŕ0Ëñ@ŴŨųd�ŲfťŮījŧƀũŻų�¡şřƀŖ

ŉ

ōō �
�Xų�ĒŲĳŧƀ�Įƃ�­�+Ų�ÜťŮŚƀŖ ŉ

ōŎ �
�Xų�ĒŲĳŧƀ�ĮŲŬŚŮŕƘƣƚƗƣƌŕƓơƕƠƏƐãŶų�ěşřƀŖ Ŋ

ōŏ 0Ëñų¹ŻŲ}ŦŮŕƊƣƔƍ��ăįƃıÜŧƀţŰƃ�ăťũ�¡şřƀŖ Ŋ

ōŐ m:Aŵļm:ų'Ůų��ųz­ñƃfēŰŧƀvĊƊƣƔƍŲĳŧƀÚ�āÏşřƀŖ ŉ

ōő
m:Aŵļm:ų'Ůų��ųz­ñƃfēŰŧƀvĊƊƣƔƍŲĳŧƀÚ�ųb�ăįşř
ƀŖ

ŋ

ōŒ m:Aŵļm:ų'ŮųÈ�ųz­ñƃfēŰŧƀvĊƊƣƔƍŲĳŧƀÚ�āÏşřƀŖ ŉ

Ŏŉ
m:Aŵļm:ų'ŮųÈ�ųz­ñƃfēŰŧƀvĊƊƣƔƍŲĳŧƀÚ�ųb�ăįşř
ƀŖ

ŉ

ŎŊ éR�QųũŻų�đŲŝŚŮŕ0Ëñų�LŕÀęrãŲŬŚŮ¬ĂŤƁũăįşřƀŖ ŉ

Ŏŋ ôž��ŧƀvĊƊƣƔƍųĘŲŬŚŮųôiĈ�ųb�ăįşřƀŖ ŉ

ŎŌ �­�'�ųƊƣƔƍ+eƃ¬Ăŧƀ�đųąïýÞã@Ŵ�đįşřƀŖ ŉ

Ŏō ƙƑƝƅƟãŲŬŚŮŕz­ñşôÌŲĴþůŠƀY�ŲąïťŮřƀŖ ŉ

ŎŎ ƙƑƝƅƟãųüÖťŲŬŚŮ¬ĂŤƁũăįşřƀŖ ŉ
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ĚO�ĩ

łľuåI

Ŭ

X°�Y
�À��

ŮŤŢ�¹�ƟĽRƂƜÉ�ôƍŎƂƜ�Ř

É�ôƎIíŰ�ƅƜ�9�Ǝ�UV@ƐŖĠÜFƄƎ�Ǝĺý#

É�ôƎIí ţ

É�ôƎ�ƅƜş�9�Ǝ�UV ţ

É�ôƎĺý# ţ

É�ôƎ�ďĄƎşÄI@ƐĆI ţ

É�ôƎěòs­¨ ţ

É�ôŸzġłľuå(Ɗc¦ƂƜ�ĩƥǃƲƨ ţ

ŮťŢ�ĩƥǃƲƨŠ�ŐƟKƕšƟ��ƀŰ?Ə��ƀƙŴƋƂƜ�¹�ƍŎƂƜ�Ř

�¹�ƎIíŰ�UV@ƐŖĠÜFƄƎ�Ǝĺý#

�¹�ƎIí ţ

�¹�Ǝ�UV ţ

�¹�Ǝĺý# ţ

�ĩ�œ�¹�ÜF ţ

�¹�ƎöÕĄƎÄI@ƐĆI ţ

�¹ƎŌ_s­¨ČƀźƏŌ_�bs­¨@Ɛ�bČƀźƏĜEƟCŻƅs­¨ ţ

ÖÊ�ĩÉóŨŧ²ƎťƍĒbƂƜ�ĩ¼ŎŠÖÊ�ĩƎ�ĩ�6ƟĎŴ¼ŎšƎ�b ţ

ê�ìë[@Ɛ�ĩìë[Éóŧū²ƎŦƍĒbƂƜàŉPÞLyô�¹Ą ţ

�¹�ƓƊƎ�ƌ/×	Ĺ�Á ţ

ŮŦŢ�¹�ƍŶųƉ�ĩƥǃƲƨŠ�ŐƟKƕšƍ~�ƂƜ~¹ĄƍŎƂƜ�Ř

Ćð.Ǝ~¹ĄƎ�Ű:9{�Ű7!ªōŰ~¹ĄŤ�zƅƛƎ/×Ą�ô

c�� ţ

ŤĻōƎŴƆŰq:Ǝ~¹ĄŸ:9ƂƒŹªō� ţ

~¹ĄƊŲƜĚO�ĩNôŸ®ƀƉųƜį¶ ţ

öÕĄƎ�ƎĆ9ƋƎ'9Ǝ®Ñ ţ

ĚO�ĩNôŤ�zƅƛƎŤŷ­ƎƥǃƲƨ��ªō�ǂS�ŠĐ�ĩĄš ţ

~¹ĄƎzġYMƍ�Ɯ�ĩƥǃƲƨƎ¹9ƍ~�ƀƅûŞs�ô

2svƎ�×Ą�ǂ2svƎĸĆĄ� ţ

¹9ƍ~�ƀƅûŞs� ţ

~¹ĄƎ wĝ£Ǝc¦ÓÈ ţ

ŮŧŢ�ĩƥǃƲƨŠ�ŐƟKƕšƎ(fƍŎƂƜ�Ř

�¹�ƎĽRƍŎƂƜ¥Ň ţ

�ĩƥǃƲƨƟ��ƀƉųƜ¨ª ţ

�¹�ƎR¹ªō ţ

ƥǃƲƨƟ/×ƊŹƜªō ţ

�¹�ŸĹqªƍ�ĩƥǃƲƨƟ��ƂƜVW ţ

zġƥǃƲƨƎĥµ��

Řâ


łu

r�ťŨsv�ĩƥǃƲƨ�YƎ&ď0vůĚOĥµĖÀ�c�ĥµ
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�ĩƥǃƲƨƎ(fô

�ĩYńƎ5õÓÈŠę$¨2­ŷƚãķŤsōƎÓÈš ţ

�ĩƥǃƲƨƎ/×ĄŠĐ�ĩĄšƑƎ��cāŠę$¨2­ƎÓÈš ţ

/×ĄƎ�� ţ

�ĩ�ŐƥǃƲƨƎ/×ĄŠĐ��ĄšƑƎ��cāŠę$¨2­ƎÓÈš

�ĩ�ŐĚO�ĩĮŠŭšƎõb�� ţ

/×ĄƎ�� ţ

/×ĄôŷƚƎč�ƍh�ƂƜñDôƎÓÈ ţ

�ĩƥǃƲƨƎ��ƍƙƛİ"ƂƒŹ��ŸßÖƀƅƋŹƎh�Ǝ
úƔ ţ

�ĩƥǃƲƨƎ��(fƍŎƂƜÒċô ţ

/×ĄôƎ�đƟ��ƂƜ�0Űó�ĄƍƙƜğ�Ǝc¦ÓÈô

/×ĄơǁƤǃƬĥµŰ�đ÷ô/×ĄƎ�đôƟ��ƂƜBúƎÓÈ ţ

ó�ĄƍƙƜğ�Ǝc¦ÓÈ ţ

ŮŨŢ�ĩƥǃƲƨŠ�ŐƟKƕšƟ/×ƂƜƍzƅƇƉƎ/×¢ôƍŎƂƜ�Ř

�ĩþ��]ƎƥǃƲƨƍĐƂƜĮ×

/×ĄƎŀbƍƙƛŰĹqƎ�¹Ǝc¦VW�]Ɗzġ�ĩƥǃƲƨƟĎŴZGŰƄƝƍĐƂƜ
	ĹĮƎŜ@ƐƄƎõb¥É

ţ

/×ĄƎłGƍƙƛ�ĩƥǃƲƨƟ��ƊŹƌŷƇƅZGƍ�ƜĮ×ŠƣƺǁƩƿ¢šƎ�AÓÈ ţ

ê�ìëÉ�ôƍƙƜ/×Ąī�ĴÍ0vƎc¦Ǝ®Ñ ţ

ĽR�Y

ĥµÜF èĢƎƅƖƎ±¢ �À��

Ť ŅĐ�ŘƟęƀƅ¡¬ƎH�½ƍŰ/×ÙĶĄ?ƏƄƎe§şƎăIČƀźƏęI�=ŸŲƜű ţ

ť
/×ÙĶĄƎ-£Ĉ4ƍŔdŸđƚƝƜZGƍŶųƉŰ/×Ąƍ�ƞƇƉƄƎe§Ű�Õ�Ű�
s}đ�ôƋ	ƞƀƅ^şø¬?Əó�ĄƊŲƜò��ƟÅƖƅŽƋŸƞŷƜ¡¬ŸŲƜű

ţ

Ŧ
ơƩƨƹǁƬŠĕÆƂƒŹĤśƎ��šƎƅƖƎ¡¬ƍŰ/×Ą@ƐƄƎe§ŷƚąBƀƅ(f@Ɛ
Ĕgü³ƎęŉŸŲƜű

ţ

ŧ
/×Ą@ƐƄƎe§ƎÓ�Űo¯Ÿę$ſƝƅzġƥǃƲƨƍ�ƜėÚ?ƏzġƥǃƲƨƍ�
ƜėÚƎ¸Ę�ĨƎęŉŸşŲƜű

ţ

Ũ zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍŰzġƥǃƲƨƎâºƎęĵŸŲƜű ţ

ũ
zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍƈųƉƎH�Ɵ�ƜƅƖƎ¡¬ƎşH�½ƍŰ/×Ą?ƏƄƎe§Ǝ
ăIČƀźƏęI�=ŸŲşƜű

ţ

Ū
ƥǃƲƨ��(fŠ�ĩ�œþ��]ƎĮ×ŸŲƜZGƍƏşŽƝƟKƕűšŸęĵſƝƉųƜħ
Å©ù¬Š*šŸŲƜű

ţ

ū ~¹ĄƍhƂƜĢæÝ@ƐĢæÝƤơƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲƜű ţ

Ŭ ĢæÝƎ/×ĄƑƎh�@ƐĢæÝƤơƍŎƂƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

Ťţ /×ĄƎƴƽƢƯƦǃƎ�ĩƎBúƍŎƂƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ŤŤ /×ĄƎƴƽƢƯƦǃƎ�ĩƎBúƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲƜű ţ

Ťť /×ĄƎ�ĩĄƎ�ĳƎÓÈƎęŉŸŲƜű ţ

ŤŦ /×ĄƎe§ƍhƀƉ�ĩ¥ÉƟģ©ƀƅęŉŸŲƜű ţ

Ťŧ $Ë�6ŰÌ�@Ɛ fƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ŤŨ
zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍŰ$Ë�6ŰÌ�?Ə fƎc¦Ÿ�Ă�ŻƚƝƉųƜ/×Ąƍƈų
ƉŰ$Ë�6ŰÌ�?Ə fƎc¦ęŉŸŲƜű

ţ

Ťũ �ƃƈ�6ƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ŤŪ
zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍŰ�ƃƈ�6Ǝc¦Ÿ�Ă�ŻƚƝƉųƜ/×ĄƍƈųƉŰ�ƃƈ�
6Ǝc¦ęŉŸŲƜű

ţ

Ťū ŝ��6ƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ŤŬ
zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍŰŝ��6Ǝc¦Ÿ�Ă�ŻƚƝƉųƜ/×ĄƍƈųƉŰŝ��6Ǝ
c¦ęŉŸŲƜű

Ť

ťţ DĉƤơƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ
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ťŤ î�ǂî8�6@ƐĹŒǂ]+�6ƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ťť
zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍŰî�ǂî8�6?ƏĹŒǂ]+�6Ǝc¦Ÿ�Ă�ŻƚƝƉųƜ/
×ĄƍƈųƉŰî�ǂî8�6?ƏĹŒǂ]+�6Ǝc¦ęŉŸŲƜű

ţ

ťŦ ÖÊ�6ƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ťŧ
zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƍŰÖÊ�6Ǝc¦Ÿ�Ă�ŻƚƝƉųƜ/×ĄƍƈųƉŰÖÊ�6Ǝ
c¦ęŉŸŲƜű

ţ

ťŨ
ĥÕƍŎƀƉÛ�ƂƒŹ�ŘŸŲƜ/×ĄƎÓ�ƍGƞƃƅĥÕƎc¦ƍƈųƉęĵƀƉųƜ
ƷƭƼơƿôŸŲƜű

ţ

ťũ ĚO�ĩNƎ�ļƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ťŪ ĚO�ĩNƎ�ļƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲƜű ţ

ťū /×ĄƎņňöÕƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ťŬ ņňöÕƟĎƇƉųƜ/×ĄžƋƎņňöÕƎęŉŸŲƜű ţ

Ŧţ
ņňöÕƎęŉƎH�Ɵ�ƜƅƖƎ¡¬ƎH�½ƍŰ/×Ą?ƏƄƎe§ƎăIČƀźƏęI
�=ŸŲƜű

ţ

ŦŤ /×ĄƎŊƎöÕƍƈųƉƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿôŸŲƜű Ť

Ŧť
/×ĄžƋƍŰöÕƂƜŊƎ°�Ű�öZ�@ƐöÕĭ�ĄƎÄIƎęĵŸŲƜŚƛĞƎ�ŵŸ
ŲƜű

Ť

ŦŦ
�bƀƉųƅĚO�ĩNŸĚOƊŹƌźƌƇƅZGƎh��řƍƈųƉƎęĵŸŲƜ¡¬ŸŲ
Ɯű

ţ

Ŧŧ
ŅĐ�ŘƟęƀƅ¡¬ô/×Ąƍ	�ƂƜ¡¬ƍŰäĦŰč�ôh�ñD@Ɛ�zĄŸ©ęſ
ƝƉųƜű

ţ

ŦŨ äĦŰč�ôh�ƍŎƂƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

Ŧũ äĦŰč�ôh�ƍŎƂƜęŉŸŲƜű ţ

ŦŪ /×Ą?ƏƄƎe§ƍhƂƜģ©ƎęŉŸŲƜű ţ

Ŧū zġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƎğ�Ɵę$ƀƉųƜęŉŸŲƜű ţ

ŦŬ Ŧŷ­ƍŤS��ƎzġƥǃƲƨƍ�ƜėÚƎđãƀƟĨśƋƂƜ�ĨƎęŉŸŲƜű ţ

ŧţ
l`ƥǃƲƨėÚŠş�ĩ�ŐƥǃƲƨėÚšşƎ\«ƍƈųƉŰş�ĩ��iŋNŠş�ĩ�Ő���
¹�ôšşƍ�·ƀƅęŉŸŲƜű

ť

ŧŤ ƥǃƲƨ�zĄ�Ĩƍ+pƀƅęŉŸŲƜű ţ

ŧť
/×ĄžƋƎęŉƍŰ�Ç<?ƏŷŷƛƈŻ<ƎÄIôŸęĵſƝƉųƜƋƋƗƍŰƷƭƼơƿŰ
ĽRĒïôƍŰ�Ç<ôƍĺýƂƜZGƎXÏôƟęĵƀƉųƜű

ţ

ŧŦ Tŕƌ��Ƙč�ƍƈƌŸƜ��ƎZGôƟŰVW;���ƩǁƪǃƍƈƌżƅęŉŸŲƜű Ť

ŧŧ �ÕĒïŸŲƜű ţ

ŧŨ ~¹ĄƟhĪƋƀƅŰ�Õ@ƐÉ�ĿaƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲƜű Ť

ŧũ ÂsvƎûRŰĽR¥ŇôŸęĵſƝƉųƜ�¹ėÚ?Əs¾ėÚŸŲƜű ţ

ŧŪ
�¹ėÚ@ƐĬ9(fƟŏēƍ�ƂƜŽƋƟ©ęƀƅ¡¬ŸŲƜű?ƏŰŏēƊŹƜŽƋŸèĢƊ
ŹƜű

Ŧ

ŧū ÔZƎ~¹ĄƋtŁ~¹ĄŸ>5ƂƜ¹9�Q�ĨôƎęŉŸŲƜű ţ

ŧŬ
öÕĄŰƥǃƲƨ��ĭ�Ą@ƐĚO�ĩNƎ|3@Ɛ»őƍƈųƉ©ęſƝƅĆ9»őĒï
ôŸŲƜű

ţ

Ũţ ƥǃƲƨ��ęŉôƍŰƥǃƲƨ��ĭ�Ą@Ɛ�zĚO�ĩNƎèĢ=ŰăIôŸŲƜű ţ

ŨŤ ¤�Ǝ~¹ĄƎ�ćėÚŰć�ęŉôƍŰcV�jƎc¦ęŉŸŲƜű Ť

Ũť
�ćėÚŰ�jĐÿô~¹ĄŷƚƎäĦƍ�ƁƜäĦ�zĄƍƈųƉƎęĵŸŲƜĒïôŸŲ
Ɯű

Ť

ŨŦ ��ƎßÖ�Ő?ƏƄƎ)ßƎŐ¿ƍŎƂƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

Ũŧ ����ŰƱƻƾǂƮƫƬ��ô��Ő¿ƍƈƌŸƜ��Ǝ¸ĘęŉŸŲƜű ţ

ŨŨ ��ƎßÖ�Ő?ƏƄƎ)ßƎŐ¿ƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲƜű ţ

Ũũ
��ƎßÖôĀ�ªƎh�ƍŎƂƜƷƭƼơƿô@ƐĀ�ªƎĺý�0Ɵęĵƀƅ¡¬ŸŲ
Ɯű

ţ

ŨŪ ��ƎßÖôĀ�ªƎh�ƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲƜű ţ

Ũū ŗqÐdªƎh��řŰ|3,�ôƍƈųƉbƖƚƝƅƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ŨŬ /×ĄžƋƎ�Ç<@Ɛe§ŰƄƎ�ƎĀ�ĺý#Ǝ�ēďôŸŲƜű ţ

ũţ �´Ý@Ɛŝ�ÃƎßÖ��ŰƱƻƾǂƮƫƬ��ôƎ¸ĘęŉŸŲƜű ţ

ũŤ �´Ý@Ɛŝ�ÃƎßÖƎ�Ő@ƐƓƠxƎŐ¿ƍŎƂƜƷƭƼơƿôŸŲƜű ţ

ũť �´Ý@Ɛŝ�ÃƎßÖƎ�Ő@ƐƓƠxƎŐ¿ƍŎƂƜç�c¦ęŉŸŲƜű ţ
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ũŦ �ĥƎ�ųĚO�ĩNƎ	�XÏƎęĵŸŲƜƷƭƼơƿŰşk¹Ē1ôŸŲƜű Ť

ũŧ
/×Ą@ƐƄƎe§Ǝ���YƎ/×âáƟ©ęƀƅ¡¬ƍƈųƉŰ�¹�(ƍ�éƂƜƋƋƗ
ƍŰ/×Ą?ƏƄƎe§ƍhƀƉŃnƂƜƅƖƎ¡¬ŸŲƜű

ţ

ũŨ ���YƎ�ĩƍŎƂƜ¥ŇƟ�¹�(ƍ�éƀƉųƜű ţ

ũũ ���YƎ�ĩƍŎƂƜ¥ŇƍƈųƉŰƶǃƸƵǃƧŰưǁƳǀƫƬôƑƎ�ĵŸŲƜű ţ

ũŪ /×ĄƎÅƖƍ�ƁƉŰƥǃƲƨ��ęŉƟŌéƂƜŽƋƟ©ęƀƅ¡¬ŸŲƜű Ť

ũū q:@Ɛŗq:Ǝ%ƉƎ¤�Ǝ~¹ĄƟhĪƋƂƜzġƥǃşƲƨƍŎƂƜç�ėÚŸŲƜű ţ

ũŬ
q:@Ɛŗq:Ǝ%ƉƎ¤�Ǝ~¹ĄƟhĪƋƂƜzġƥǃşƲƨƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲ
Ɯű

ţ

Ūţ q:@Ɛŗq:Ǝ%ƉƎÔ�Ǝ~¹ĄƟhĪƋƂƜzġƥǃƲƨƍŎƂƜç�ėÚŸŲƜű ţ

ŪŤ
q:@Ɛŗq:Ǝ%ƉƎÔ�Ǝ~¹ĄƟhĪƋƂƜzġƥǃƲƨƍŎƂƜç�Ǝc¦ęŉŸŲ
Ɯű

ţ

Ūť ûR�QƎƅƖƎ�ĨƍŶųƉŰ/×ĄƎ�JŰÎĲvôƍƈųƉ¸ĘſƝƅęŉŸŲƜű ţ

ŪŦ Ċƚ��ƂƜzġƥǃƲƨƎıƍƈųƉƎĊmğ�Ǝc¦ęŉŸŲƜű ţ

Ūŧ �¹�%�ƎƥǃƲƨ(fƟ¸ĘƂƜ�ĨƎěĂĒïô?Ə�ĨŉŸŲƜű ţ

ŪŨ ƷƭƼơƿôƍƈųƉŰ~¹ĄŸĊØƍŏēƊŹƜZ�ƍěĂƀƉŲƜű ţ

Ūũ ƷƭƼơƿôƎđãƀƍƈųƉ¸ĘſƝƅęŉŸŲƜű ţ
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ś��ň

Ťş�ĀL

ƍ

]Å�^
�×�´

Ǝƅƃ�Ð�ƾŞUơƻà�ďƬůơƻ�ź

à�ďƭLĉƐ�Ƥƻ�;�ƭ�Z[CƯŷľöIƣƭ�ƭŜĘ$

à�ďƭLĉ Ƅ

à�ďƭ�Ƥƻƀ�;�ƭ�Z[ Ƅ

à�ďƭŜĘ$ Ƅ

à�ďƭ�ĬĠƭƀÛLCƯģL Ƅ

à�ďƭĺč�Â½ Ƅ

à�ďƗ�ĿŤş�Ā*Ʃl»ơƻ�ňǉǬǘǌ Ƅ

ƎƆƃ�ňǉǬǘǌƁ�űƾNƴƂƾ«�ƟƐBƮ«�ƟƸƔƪơƻ�Ð�Ƭůơƻ�ź

�Ð�ƭLĉƐ�Z[CƯŷľöIƣƭ�ƭŜĘ$

�Ð�ƭLĉ Ƅ

�Ð�ƭ�Z[ Ƅ

�Ð�ƭŜĘ$ Ƅ

�ň�Ŵ�Ð�öI Ƅ

�Ð�ƭđïĠƭÛLCƯģL Ƅ

�Ðƭŭg�Â½ĨƟƙƮŭg�k�Â½CƯ¦kĨƟƙƮĻHƾFƚƤ�Â½ Ƅ

ñá�ňàĎƉƈÈƭƆƬįkơƻ�ňÓůƁñá�ňƭ�ň 7ƾīƔÓůƂƭ¦k Ƅ

ą�ĈĆaCƯ�ňĈĆaàĎƈƌÈƭƇƬįkơƻúūSøO�ď�ÐĠ Ƅ

�Ð�ƲƩƭ�ƫ1ò	ś�Ø Ƅ

ƎƇƃ�Ð�ƬƕƓƨ�ňǉǬǘǌƁ�űƾNƴƂƬ��ơƻ�ÐĠƬůơƻ�ź

ģċ0ƭ�ÐĠƭ´Ɛ<;��Ɛ8"¿ŮƐ�ÐĠƅ��Ƥƺƭ1òĠ´ď

l�´ ƅ

ƅŝŮƭƔƥƐ~<ƭ�ÐĠƗ<;ơƱƘ¿Ů´ ƅ

�ÐĠƩƒƻ�ňģQƗÃƟƨƓƻōÍ ƅ

�ÐĠƩƒƻÓĤķě¦sQƗÃƟƨƓƻōÍ ƅ

�ÐĠƩƒƻñáþŅQƗÃƟƨƓƻōÍ Ƅ

đïĠƭ�ƭģ;ƪƭ);ƭÃë Ƅ

ÿňģQCƯ�ňģQƅ��Ƥƺƭ1òĠ´ ƅ

�ÐĠƭ�Ŀ^PƬ�ƻ�ňǉǬǘǌƭÐ;Ƭ��ƟƤĖſ�´ď

3��ƭ©òĠ´ǫ3��ƭřģĠ´ǭñáþŅQǫÿňģQǮ ƅ

Ð;Ƭ��ƟƤĖſ�´ǭñáþŅQǫÿňģQǮ ƅ

3��ƭ©òĠ´ǫ3��ƭřģĠ´ǭ�ňģQǫÓĤķě¦sQǮ ƅ

Ð;Ƭ��ƟƤĖſ�´ǭ�ňģQǫÓĤķě¦sQǮ ƅ

�ÐĠƭ��ļ¸ƭl»íß Ƅ

Ǝƈƃ�ňǉǬǘǌƁ�űƾNƴƂƭ*oƬůơƻ�ź

�Ð�ƭŞUƬůơƻºũ Ƅ

�ĿǉǬǘǌƭńË�´

źü


Ť�

��ƆƉ���ňǉǬǘǌ�^ƭ'Ĭ2�ƏĹRńËĴ×´l�ńË
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�ňǉǬǘǌƾ«�ƟƨƓƻ½¿ Ƅ

�Ð�ƭUÐ¿Ů Ƅ

1òHĤƫ¿Ů| Ƅ

�Ð�Ɨś~¿Ƭ�ňǉǬǘǌƾ«�ơƻ[\ Ƅ

�ňǉǬǘǌƭ*oď

�ň^Ŧƭ6ĐíßƁĸ%½3ÂƖƹýŘƅ�ŮƭíßƂǫ1òĠƭŚŗƭl»ǫ1òkQ Ƅ

�ňǉǬǘǌƭ1òĠƁĭ°®ĠƂưƭ«�lĜƁĸ%½3ÂƂ Ƅ

1òĠƭ�´ Ƅ

�ňǉǬǘǌƾ«�ơƻ�Ð�Ɛĺ ďƭíß Ƅ

1òĠďƖƹƭĩ�Ƭq�ơƻČGďƭíß Ƅ

�ňǉǬǘǌƭ«�ƬƸƺŎ#ơƱƘ�²ƗùñƟƤƪƘƭq�ƭ
ĕƳ Ƅ

�ňǉǬǘǌƭ«�*oƬůơƻìħď Ƅ

1òĠďƭ�Įƾ¡­ơƻ�2ƐĎ�ĠƬƸƻĽ�ƭl»íßď

1òĠǀǪǈǬǒńËƐ�ĮĒď1òĠƭ�Įďƾ¡­ơƻEĕƭíß Ƅ

Ď�ĠƬƸƻĽ�ƭl»íß Ƅ

Ƅ

ƎƉƃ�ňǉǬǘǌƁ�űƾNƴƂƾ1òơƻƬ�ƤƦƨƭ1ò¶ďƬůơƻ�ź

�ňę��cƭǉǬǘǌƬĭơƻŌò Ƅ

1òĠƭŤJƬƸƺ�ňǉǬǘǌƾ«�ƩƘƫƖƦƤ_JƬ�ƻŌòƁǅǡǪǍǧ¶Ƃƭ�Díß Ƅ

ą�ĈĆà�ďƬƸƻ1òĠŊ¢Ŕå2�ƭl»ƭÃë Ƅ

ŞU�^

ńËöI ăŁƭƤƵƭÆ¶ �×�´

ƅ RJƢCƯĮhƬq�ƩƘƻƜƪƬƧƓƨƐǖǪǙǨǐǒƐǜǬǟǛǬǋďƬ¾ĸƟƨƓƻƑ ƅ

Ɔ RJƢBƮĮhƬq�ƟƤĸūƗƒƻƑ Ɔ

Ƈ ŧĭ�źƾĸƟƤµÁƭK�ÔƬƐ1òôŖĠBƮƣƭn¼ƀƭğLĨƟƙƮĸL§@ƗƒƻƑ Ƅ

ƈ
1òôŖĠƭ/¸Ĥ5ƬŵmƗĮƹƼƻ_JƬƕƓƨƐ1òĠƬ�ƽƦƨƣƭn¼Ɛ�ï�Ɛ�
��Į�ďƪ	ƽƟƤeƀēÁBƮĎ�ĠƩƒƻč��ƾÜƵƤƜƪƗƽƖƻµÁƗƒƻƑ

Ƅ

Ɖ
ǀǍǌǠǪǒƁĳÝơƱƘŃżƭ¡­ƂƭƤƵƭµÁƬƐ1òĠCƯƣƭn¼ƖƹĢEƟƤ*oCƯ
ıpėÉƭĸūƗƒƻƑ

Ƅ

Ɗ
1òĠCƯƣƭn¼ƭí�ƐzÄƗĸ%ƞƼƤ�ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõBƮ�ĿǉǬǘǌƬ�
ƻĵõƭÏĶ�ŇƭĸūƗƀƒƻƑ

Ƅ

Ƌ �ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõƬƐ�ĿǉǬǘǌƭüÑƭĸŕƗƒƻƑ Ƅ

ƌ
�ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõƬƧƓƨƭK�ƾ�ƻƤƵƭµÁƭƀK�ÔƬƐ1òĠBƮƣƭn¼ƭ
ğLĨƟƙƮĸL§@ƗƒƀƻƑ

Ƅ

ƍ
ǉǬǘǌ«�*oƁ�ň�Ŵę��cƭŌòƗƒƻ_JƬƮƀƜƼƾNƴƑƂƗĸŕƞƼƨƓƻņ
Ü¾ĔÁƁ,ƂƗƒƻƑ

Ƅ

ƅƄ
�ĭƫ1ò¶ƭĵĐºàƬƧƓƨƭK�ƾ�ƻƤƵƭµÁƭK�ÔƬƐ1òĠBƮƣƭn¼ƭ
ğLĨƟƙƮĸL§@ƗƒƻƑ

Ƅ

ƅƅ �ÐĠƬqơƻŁā÷CƯŁā÷ǈǀƬůơƻĂ�ƭl»ĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƅƆ Łā÷ƭ1òĠưƭq�CƯŁā÷ǈǀƬůơƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

ƅƇ 1òĠƭǚǥǂǕǊǬƭ�ňƭEĕƬůơƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

ƅƈ 1òĠƭǚǥǂǕǊǬƭ�ňƭEĕƬůơƻĂ�ƭl»ĸūƗƒƻƑ ƅ

ƅƉ ő�û£Çďƭ¨ųƭƤƵƭEĕƬůơƻ�Ð�ƭï�ƐºũďƗĸŕƞƼƤµÁƗƒƻƑ ƅ

ƅƊ ő�û£Çďƭ¨ųƭƤƵƭEĕƬůơƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

ƅƋ ő�û£Çďƭ¨ųƭƤƵƭEĕƬůơƻĂ�ƭl»ĸūƗƒƻƑ ƅ

ƅƌ 1òĠƝƪƭÓĤķěĵõƗƒƻƑ Ƅ

ƅƍ 1òĠƝƪƭÓĤķěƭl»ĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƆƄ
1òĠƭn¼ƭA6ƗăŁƩƘƻ�Į	¬�Ɛ�Ņ�ďƭĸūBƮ1òĠƭn¼ƪƭŜĘ}ďƗ
ƒƻƑ

Ƅ

Ɔƅ 1òĠƭn¼ưƭī�Î*BƮ1òĠƭn¼ƭA6ƗăŁƩƘƻī�ƭl»ĸūƗƒƻƑ Ƅ
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ƆƆ %â�7ƬƧƓƨƭĸŕƗƒƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

ƆƇ 1òĠƝƪƬƐ¨ƢƧƬƧƓƨƭǏǃǐǆǦǌǒďƭĸūƗƒƻƑ Ƅ

Ɔƈ ¨ƢƧ�7¿ƭƐ1òĠƭǚǥǂǕǊǬưƭť�ƬƧƓƨƭĸŕƗƒƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

ƆƉ ǒǂǨƭ�ơƺƗƒƻƑ Ƅ

ƆƊ ǒǂǨ*ƬƐ�7ĠƗ�7ƩƘƻǌǛǬǌƗƒƻƑ Ƅ

ƆƋ ŒƓơq�ƗHĤƫǒǂǨƗƒƻƑ Ƅ

Ɔƌ Ž�ƬƧƓƨƐ1òĠƭzÄCƯfƳƾġƙƜƪƬƧƓƨƭĸŕƗƒƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

Ɔƍ 1òĠƝƪƭzÄCƯfƳƐ¯EŨBƮVfƭĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƇƄ 1òĠƝƪƭzÄCƯfƳƬƧƓƨÏĶƞƼƤŽ�ƬƧƓƨƭ�ŇƭĸūƗƒƻƑ ƅ

Ƈƅ 1òĠƝƪƭÌží�ƬůƟƨƐǀǍǌǠǪǒƁĳÝơƱƘŃżƭ¡­ƂƭĸūƗƒƻƑ Ɗ

ƇƆ
1òĠƝƪƭÌžǈǀĵõƬƧƓƨƭK�ƾ�ƻƤƵƭµÁƭK�ÔƬƐ1òĠBƮƣƭn¼
ƭğLĨƟƙƮĸL§@ƗƒƻƑ

Ɗ

ƇƇ Ìž±TƭƤƵƭǉǬǘǌƭl»ĸūƗƒƻƑ Ɗ

Ƈƈ 1òĠƝƪƭGĥÓĤƬƧƓƨƭǀǍǌǠǪǒƁĳÝơƱƘŃżƭ¡­ƂĸūƗƒƻƑ ƅ

ƇƉ
1òĠƝƪƭGĥÓĤ±TƭƤƵƭĵõƬƧƓƨƭK�ƾ�ƻƤƵƭµÁƭK�ÔƬƐ1òĠ
BƮƣƭn¼ƭğLĨƟƙƮĸL§@ƗƒƻƑ

ƅ

ƇƊ GĥÓĤƭM�ƭƤƵƭǉǬǘǌƭl»ĸūƗƒƻƑ Ɔ

ƇƋ 1òĠƭ��đïƬƧƓƨƭĸŕƗƒƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ɔ

Ƈƌ 1òĠƝƪƭ�æƐĪYď��í�ƭĸūƗƒƻƑ Ƅ

Ƈƍ
��í�ƬRżƗƒƻƪ/¸ƟƤ1òĠƬƧƓƨƐŸžƐţ.âƐä¥ďưƪǉǬǘǌ*oƾb
ÀƟƤĸūƗƒƻƑ

Ƅ

ƈƄ ��í�ƬRżƗƒƻƪ/¸ƟƤ1òĠƭn¼Ɛ�Þ>ďƪƭŜĘĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƈƅ 1òĠƭíßƬ�ƠƤŚŗƬƧƓƨƭĸŕƗƒƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ ƅ

ƈƆ 1òĠƭŚŗƬůơƻ�őƭíßƐð`ďƬƧƓƨƭĸŕƗƒƻĸūƗƒƻƑ ƅ

ƈƇ Śŗƭ�Q�2ƬƐ�7ƭƤƵƭ�QƗťĞƞƼƨƓƻƜƪƗăŁƩƘƻµÁƗƒƻƑ ƅ

ƈƈ �7ƭƤƵƭ�QƭťĞƗăŁƩƘƻŞœ½ŀƐŞœĸūďƗƒƻƑ Ƅ

ƈƉ �ŮƭǨǆǦǄǬǊǤǪĵõďCƯƣƭl»ĸūƗƒƻƑ ƅ

ƈƊ t�´BƮ1òĠƝƪƭǨǆǦǄǬǊǤǪĵõCƯl»ĸūƗƒƻƑ ƅ

ƈƋ �ƭØwƐ�ƫ!·ƐŪƙĲ�ƦƤ_�ƐéƺƷơƓ�ďƭĳãƬƧƓƨvdƟƨƓƻƑ Ƅ

ƈƌ
ŧĭ�źƾĸƟƤµÁď1òĠƬ	�ơƻµÁƬƐþŅƐĩ�ďq�ČGCƯ¢�ĠƗ¾ĸƞ
ƼƨƓƻƑ

Ƅ

ƈƍ þŅƐĩ�ďq�ƬůơƻǞǓǣǀǧďƗƒƻƑ Ƅ

ƉƄ þŅƐĩ�ďq�ƬůơƻĸūƗƒƻƑ Ƅ

Ɖƅ 1òĠBƮƣƭn¼Ƭqơƻł¾ƭĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƉƆ �ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõďƬƐǉǬǘǌƭl»íßCƯüÑƭŠ�íßƭĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƉƇ �ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõƭĽ�ƾĸ%ƟƨƓƻĸūƗƒƻƑ Ƅ

Ɖƈ
ĮýƟƭėÉƐbÀƗ�ĭƫ_JƬƮƐ�ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõƬƐĮýƟƤ*oCƯ½�ƾĸ
ŕƟƐbÀƗ�ĭƫ_JƬƮƐ�ĿǉǬǘǌƬ�ƻĵõƬÀ¹½ƾĸŕƟƨƓƻƑ

Ƅ

ƉƉ
uiǉǬǘǌĵõƁƀ�ň�űǉǬǘǌĵõƂƀƭbÀƬƧƓƨƐ�ň°®rŬQƁƀ�ň�ű°®�
Ð�ďƂƀƬ«ÎƟƤĸūƗƒƻƑ

ƅ

ƉƊ ǉǬǘǌ¢�Ġ�ŇƬ-{ƟƤĸūƗƒƻƑ Ƅ

ƉƋ
1òĠƝƪƭĸūƬƐ�Þ>BƮƖƖƺƧƚ>ƭÛLďƗĸŕƞƼƨƓƻƪƪƶƬƐǞǓǣǀǧƐ
ŞUįĊďƬƐ�Þ>ďƬŜĘơƻ_Jƭ]èďƾĸŕƟƨƓƻƑ

Ƅ

Ɖƌ �Ð�ƭ�^ŀƐǖǪǙǨǐǒďƾ[\ƬťyƟƤĸūƗƒƻƑ Ɔ

Ɖƍ ǝǥǪǑǁǀôŖćƐúūćƐF%ćďƗƒƻƑ ƅ

ƊƄ ǝǥǪǑǁǀá:ǚǩǇǥǟƐǝǥǪǑǁǀá:ĸūďƗƒƻƑ ƅ

Ɗƅ XŶƫ��Ʒĩ�ƬƧƫƗƻ��ƭ_JďƾƐ[\=¤°®ǍǪǎǬƬƧƫƛƤĸūƗƒƻƑ ƈ

ƊƆ �ïįĊƗƒƻƑ Ƅ

ƊƇ �ÐĠƾqŉƪƟƤƐ�ïCƯà�šjƬůơƻĂ�ƭl»ĸūƗƒƻƑ ƅ

Ɗƈ Ù��ƭĖUƐŞUºũďƗĸŕƞƼƨƓƻ�ÐĵõBƮ�ÕĵõƗƒƻƑ Ƅ

ƊƉ
�ÐĵõCƯŋ;*oƾŰİƬ�ơƻƜƪƾ¾ĸƟƤµÁƗƒƻƑBƮƐŰİƩƘƻƜƪƗăŁƩ
ƘƻƑ

ƈ

ƊƊ î_ƭ�ÐĠƪ�ţ�ÐĠƗA6ơƻÐ;±T�ŇďƭĸūƗƒƻƑ Ƅ
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ť ņđ�řƠĚƁƆ¡¬ƏH�½Ǝű.×ÙķĄ?ƐƅƏe§ŠƏăIČƁŻƐĚI�=ŹųƝŲ Ť

Ŧ
.×ÙķĄƏ,£Ĉ3ƎŕdŹĒƛƞƝZGƎŷŴƊű.×ĄƎ�ƟƈƊƅƏe§ű�Õ
ű�
s}Ē
ôƌ	ƟƁƆ^Šø¬?Ɛó�ĄƋųƝò�
ƠÅƗƆžƌŹƟŸƝ¡¬ŹųƝŲ

Ť

ŧ
ƢƪƩƺǂƭšĖÆƃƓźĥŜƏ��ŢƏƆƗƏ¡¬Ǝű.×Ą@ƑƅƏe§ŸƛąBƁƆ'f@Ƒ
ĕgü³ƏĚŊŹųƝŲ

Ũ

Ũ
.×Ą@ƑƅƏe§ƏÓ�űo¯ŹĚ#ƀƞƆzĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚ?ƐzĢƦǄƳƩƎ�
ƝĘÚƏ¸ę�ĩƏĚŊŹŠųƝŲ

ŧ

ũ zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎűzĢƦǄƳƩƏâºƏĚĶŹųƝŲ Ť

Ū
zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎƉŴƊƏH�Ơ�ƝƆƗƏ¡¬ƏŠH�½Ǝű.×Ą?ƐƅƏe§Ə
ăIČƁŻƐĚI�=ŹųŠƝŲ

Ť

ū
ƦǄƳƩ��'fš�Ī�Ŕþ��]Əį×ŹųƝZGƎƐŠžƞƠKƖŲŢŹĚĶƀƞƊŴƝĨ
Å©ù¬š)ŢŹųƝŲ

Ť

Ŭ ~¹ĄƎhƃƝģæÝ@ƑģæÝƥƢƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ŭ ģæÝƏ.×ĄƒƏh�@ƑģæÝƥƢƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ťŤ .×ĄƏƵƾƣưƧǄƏ�ĪƏBúƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ťť .×ĄƏƵƾƣưƧǄƏ�ĪƏBúƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ťŦ .×ĄƏ�ĪĄƏ�ĴƏÓÈƏĚŊŹųƝŲ Ť

ťŧ .×ĄƏe§ƎhƁƊ�Ī¥ÉƠĤ©ƁƆĚŊŹųƝŲ Ť

ťŨ #Ë�5űÌ�@Ƒ fƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ťũ
zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎű#Ë�5űÌ�?Ɛ fƏc¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴ
Ɗű#Ë�5űÌ�?Ɛ fƏc¦ĚŊŹųƝŲ

Ť

ťŪ �ƄƉ�5ƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ťū
zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎű�ƄƉ�5Əc¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴƊű�ƄƉ�
5Əc¦ĚŊŹųƝŲ

Ť

ťŬ Ş��5ƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ťŭ
zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎűŞ��5Əc¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴƊűŞ��5Ə
c¦ĚŊŹųƝŲ

Ť

ŦŤ DĉƥƢƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť
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Ŧť î�ǃî7�5@Ƒĺœǃ]*�5ƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ŦŦ
zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎűî�ǃî7�5?Ɛĺœǃ]*�5Əc¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.
×ĄƎƉŴƊűî�ǃî7�5?Ɛĺœǃ]*�5Əc¦ĚŊŹųƝŲ

Ť

Ŧŧ ÖÊ�5ƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ŦŨ
zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƎűÖÊ�5Əc¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴƊűÖÊ�5Ə
c¦ĚŊŹųƝŲ

Ť

Ŧũ
ĦÕƎŏƁƊÛ�ƃƓź�řŹųƝ.×ĄƏÓ�ƎGƟƄƆĦÕƏc¦ƎƉŴƊĚĶƁƊŴƝ
ƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

Ť

ŦŪ ěO�ĪNƏ�ĽƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

Ŧū ěO�ĪNƏ�ĽƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ŦŬ .×ĄƏŇŉöÕƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

Ŧŭ ŇŉöÕƠďƈƊŴƝ.×ĄſƌƏŇŉöÕƏĚŊŹųƝŲ Ť

ŧŤ
ŇŉöÕƏĚŊƏH�Ơ�ƝƆƗƏ¡¬ƏH�½Ǝű.×Ą?ƐƅƏe§ƏăIČƁŻƐĚI
�=ŹųƝŲ

Ť

ŧť .×ĄƏŋƏöÕƎƉŴƊƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ŧŦ
.×ĄſƌƎűöÕƃƝŋƏ°�ű�öZ�@ƑöÕĮ�ĄƏÄIƏĚĶŹųƝśƜğƏ�ŶŹ
ųƝŲ

Ť

ŧŧ
�bƁƊŴƆěO�ĪNŹěOƋźƍŻƍƈƆZGƏh��ŚƎƉŴƊƏĚĶŹųƝ¡¬Źų
ƝŲ

ŧ

ŧŨ
ņđ�řƠĚƁƆ¡¬ô.×ĄƎ	�ƃƝ¡¬Ǝűäħűč�ôh�ñD@Ƒ�zĄŹ©Ěƀ
ƞƊŴƝŲ

Ť

ŧũ äħűč�ôh�ƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ŧŪ äħűč�ôh�ƎŏƃƝĚŊŹųƝŲ Ť

ŧū .×Ą?ƐƅƏe§ƎhƃƝĤ©ƏĚŊŹųƝŲ Ť

ŧŬ zĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƏĠ�ƠĚ#ƁƊŴƝĚŊŹųƝŲ Ť

ŧŭ ŧŸ­ƎťS��ƏzĢƦǄƳƩƎ�ƝĘÚƏĒãƁƠĩŜƌƃƝ�ĩƏĚŊŹųƝŲ Ť

ŨŤ
l`ƦǄƳƩĘÚšŠ�Ī�őƦǄƳƩĘÚŢŠƏ\«ƎƉŴƊűŠ�Ī��iŌNšŠ�Ī�ő���
¹�ôŢŠƎ�·ƁƆĚŊŹųƝŲ

ū

Ũť ƦǄƳƩ�zĄ�ĩƎ*pƁƆĚŊŹųƝŲ Ť

ŨŦ
.×ĄſƌƏĚŊƎű�Ç;?ƐŸŸƜƉż;ƏÄIôŹĚĶƀƞƊŴƝƌƌƘƎűƸƮƽƢǀű
ľRēïôƎű�Ç;ôƎĻýƃƝZGƏXÏôƠĚĶƁƊŴƝŲ

Ť

Ũŧ TŖƍ��ƙč�ƎƉƍŹƝ��ƏZGôƠűVW:���ƪǂƫǄƎƉƍŽƆĚŊŹųƝŲ Ť

ŨŨ �ÕēïŹųƝŲ Ť

Ũũ ~¹ĄƠhīƌƁƆű�Õ@ƑÉ�ŀaƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ŨŪ ÂsvƏûRűľR¥ňôŹĚĶƀƞƊŴƝ�¹ĘÚ?Ɛs¾ĘÚŹųƝŲ Ť

Ũū
�¹ĘÚ@Ƒĭ8'fƠŐĔƎ�ƃƝžƌƠ©ĚƁƆ¡¬ŹųƝŲ?ƐűŐĔƋźƝžƌŹèģƋ
źƝŲ

ũ

ŨŬ ÔZƏ~¹Ąƌtł~¹ĄŹ>4ƃƝ¹8�Q�ĩôƏĚŊŹųƝŲ Ť

Ũŭ
öÕĄűƦǄƳƩ��Į�Ą@ƑěO�ĪNƏ|2@Ƒ»ŒƎƉŴƊ©ĚƀƞƆĆ8»Œēï
ôŹųƝŲ

Ť

ũŤ ƦǄƳƩ��ĚŊôƎűƦǄƳƩ��Į�Ą@Ƒ�zěO�ĪNƏèģ=űăIôŹųƝŲ Ť

ũť ¤�Ə~¹ĄƏ�ćĘÚűć�ĚŊôƎűcV�jƏc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ũŦ
�ćĘÚű�jđÿô~¹ĄŸƛƏäħƎ�ƂƝäħ�zĄƎƉŴƊƏĚĶŹųƝēïôŹų
ƝŲ

Ť

ũŧ ��ƏßÖ�ő?ƐƅƏ(ßƏő¿ƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ũŨ ����űƲƼƿǃƯƬƭ��ô��ő¿ƎƉƍŹƝ��Ə¸ęĚŊŹųƝŲ Ť

ũũ ��ƏßÖ�ő?ƐƅƏ(ßƏő¿ƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ũ

ũŪ
��ƏßÖôĀ�ªƏh�ƎŏƃƝƸƮƽƢǀô@ƑĀ�ªƏĻý�/ƠĚĶƁƆ¡¬Źų
ƝŲ

Ť

ũū ��ƏßÖôĀ�ªƏh�ƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ũŬ ŘqÐdªƏh��Śű|2+�ôƎƉŴƊbƗƛƞƆƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ũŭ .×ĄſƌƏ�Ç;@Ƒe§űƅƏ
ƏĀ�Ļý"Ə�ĔĐôŹųƝŲ Ť

ŪŤ �´Ý@ƑŞ�ÃƏßÖ��űƲƼƿǃƯƬƭ��ôƏ¸ęĚŊŹųƝŲ Ť

Ūť �´Ý@ƑŞ�ÃƏßÖƏ�ő@ƑƔơxƏő¿ƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ Ť

ŪŦ �´Ý@ƑŞ�ÃƏßÖƏ�ő@ƑƔơxƏő¿ƎŏƃƝç�c¦ĚŊŹųƝŲ Ť
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Ūŧ �ĦƏ�ŴěO�ĪNƏ	�XÏƏĚĶŹųƝƸƮƽƢǀűŠk¹ē0ôŹųƝŲ Ť

ŪŨ
.×Ą@ƑƅƏe§Ə�
�YƏ.×âáƠ©ĚƁƆ¡¬ƎƉŴƊű�¹�'Ǝ�éƃƝƌƌƘ
Ǝű.×Ą?ƐƅƏe§ƎhƁƊńnƃƝƆƗƏ¡¬ŹųƝŲ

Ť

Ūũ �
�YƏ�ĪƎŏƃƝ¥ňƠ�¹�'Ǝ�éƁƊŴƝŲ Ť

ŪŪ �
�YƏ�ĪƎŏƃƝ¥ňƎƉŴƊűƷǄƹƶǄƨűƱǂƴǁƬƭôƒƏ�ĶŹųƝŲ Ť

Ūū .×ĄƏÅƗƎ�ƂƊűƦǄƳƩ��ĚŊƠōéƃƝžƌƠ©ĚƁƆ¡¬ŹųƝŲ Ť

ŪŬ q9@ƑŘq9Ə$ƊƏ¤�Ə~¹ĄƠhīƌƃƝzĢƦǄŠƳƩƎŏƃƝç�ĘÚŹųƝŲ Ũ

Ūŭ
q9@ƑŘq9Ə$ƊƏ¤�Ə~¹ĄƠhīƌƃƝzĢƦǄŠƳƩƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹų
ƝŲ

Ũ

ūŤ q9@ƑŘq9Ə$ƊƏÔ�Ə~¹ĄƠhīƌƃƝzĢƦǄƳƩƎŏƃƝç�ĘÚŹųƝŲ Ũ

ūť
q9@ƑŘq9Ə$ƊƏÔ�Ə~¹ĄƠhīƌƃƝzĢƦǄƳƩƎŏƃƝç�Əc¦ĚŊŹų
ƝŲ

Ũ

ūŦ ûR�QƏƆƗƏ�ĩƎŷŴƊű.×ĄƏ�JűÎĳvôƎƉŴƊ¸ęƀƞƆĚŊŹųƝŲ Ť

ūŧ Ċƛ��ƃƝzĢƦǄƳƩƏĲƎƉŴƊƏĊmĠ�Əc¦ĚŊŹųƝŲ Ť

ūŨ �¹�$�ƏƦǄƳƩ'fƠ¸ęƃƝ�ĩƏĜĂēïô?Ɛ�ĩŊŹųƝŲ Ť

ūũ ƸƮƽƢǀôƎƉŴƊű~¹ĄŹĊØƎŐĔƋźƝZ�ƎĜĂƁƊųƝŲ Ť

ūŪ ƸƮƽƢǀôƏĒãƁƎƉŴƊ¸ęƀƞƆĚŊŹųƝŲ Ť
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Ŝ��ŉ

ťŠ�ĀL

Ɔƅ�

]Å�^
�×�´

ƏƆƄ�Ð�ƿşUƢƼà
ďƭŰƢƼ�Ż

à
ďƮLĉƑ�ƥƼ�:�Ʈ�Z[CưŸĿöIƤƮ
ƮŝĘ#

à
ďƮLĉ ƅ

à
ďƮ�ƥƼƁ�:�Ʈ�Z[ Ɔƅ

à
ďƮŝĘ# ƅ

à
ďƮ�ĭĠƮƁÛLCưģL ƅ

à
ďƮĻč�Â½ ƅ

à
ďƘ�ŀťŠ�Ā)ƪl»ƢƼ�ŉǊǭǙǍ ƍ

ƏƇƄ�ŉǊǭǙǍƂ�ŲƿNƵƃƿ«�ƠƑBƯ«�ƠƹƕƫƢƼ�Ð�ƭŰƢƼ�Ż

�Ð�ƮLĉƑ�Z[CưŸĿöIƤƮ
ƮŝĘ#

�Ð�ƮLĉ ƅ

�Ð�Ʈ�Z[ ƅ

�Ð�ƮŝĘ# ƅ

�ŉ�ŵ�Ð�öI ƅ

�Ð�ƮđïĠƮÛLCưģL ƅ

�ÐƮŮg�Â½ĨƠƚƯŮg�k�Â½Cư¦kĨƠƚƯļHƿFƛƥ�Â½ ƅ

ñá�ŉàĎƊƉÈƮƇƭİkƢƼ�ŉÓŰƂñá�ŉƮ�ŉ 6ƿĬƕÓŰƃƮ¦k ƅ

ą�ĈĆaCư�ŉĈĆaàĎƉƍÈƮƈƭİkƢƼúŬSøO�ď�ÐĠ Ǝ

�Ð�ƳƪƮ�Ƭ0ò	Ŝ�Ø ƅ

ƏƈƄ�Ð�ƭƖƔƩ�ŉǊǭǙǍƂ�ŲƿNƵƃƭ��ƢƼ�ÐĠƭŰƢƼ�Ż

ģċ/Ʈ�ÐĠƮ´Ƒ;:��Ƒ7!¿ůƑ�ÐĠƆ
�ƥƻƮ0òĠ´ď

l
´ Ƈ

ƆŞůƮƕƦƑ~;Ʈ�ÐĠƘ;:ƢƲƙ¿ů´ ƅ

�ÐĠƪƓƼ�ŉģQƘÃƠƩƔƼŎÍ ƅ

�ÐĠƪƓƼÓĤĸě¦sQƘÃƠƩƔƼŎÍ ƅ

�ÐĠƪƓƼñáþņQƘÃƠƩƔƼŎÍ ƅ

đïĠƮ
Ʈģ:ƫƮ(:ƮÃë ƅ

ÿŉģQCư�ŉģQƆ
�ƥƻƮ0òĠ´ ƅ

�ÐĠƮ�ŀ^Pƭ�Ƽ�ŉǊǭǙǍƮÐ:ƭ��ƠƥĖƀ�´ď

2��Ʈ©òĠ´Ǭ2��ƮŚģĠ´ǮñáþņQǬÿŉģQǯ ƅ

Ð:ƭ��ƠƥĖƀ�´ǮñáþņQǬÿŉģQǯ ƅ

2��Ʈ©òĠ´Ǭ2��ƮŚģĠ´Ǯ�ŉģQǬÓĤĸě¦sQǯ ƅ

Ð:ƭ��ƠƥĖƀ�´Ǯ�ŉģQǬÓĤĸě¦sQǯ ƈ

�ÐĠƮ��Ľ¸Ʈl»íß

ƏƉƄ�ŉǊǭǙǍƂ�ŲƿNƵƃƮ)oƭŰƢƼ�Ż

�Ð�ƮşUƭŰƢƼºŪ ƅ

�ŀǊǭǙǍƮŅË�´

Żü

>ĪĀ

��ƇƊ���ŉǊǭǙǍ�^Ʈ&ĭ1�ƐĺRŅËĵ×´l�ŅË
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�ŉǊǭǙǍƿ«�ƠƩƔƼ½¿ Ƈ

�Ð�ƮUÐ¿ů Ɔ

0òHĤƬ¿ů| Ɗ

�Ð�ƘŜ~¿ƭ�ŉǊǭǙǍƿ«�ƢƼ[\ ƅ

�ŉǊǭǙǍƮ)oď

�ŉ^ŧƮ5ĐíßƂĹ$½2ÂƗƺýřƆ�ůƮíßƃǬ0òĠƮśŘƮl»Ǭ0òkQ Ɔƅ

�ŉǊǭǙǍƮ0òĠƂĮ°®ĠƃƱƮ«�lĜƂĹ$½2Âƃ ƅ

0òĠƮ
´ Ɖ

�ŉǊǭǙǍƿ«�ƢƼ�Ð�ƑĻ�ďƮíß Ƌ

0òĠďƗƺƮĩ�ƭq�ƢƼČGďƮíß Ƈ

�ŉǊǭǙǍƮ«�ƭƹƻŏ"ƢƲƙ�²ƘùñƠƥƫƙƮq�Ʈ�ĕƴ ƅ

�ŉǊǭǙǍƮ«�)oƭŰƢƼìħď ƅ

0òĠďƮ�įƿ¡­ƢƼ�1ƑĎ�ĠƭƹƼľ�Ʈl»íßď

0òĠǁǫǉǭǓŅËƑ�įĒď0òĠƮ�įďƿ¡­ƢƼEĕƮíß ƅ

Ď�ĠƭƹƼľ�Ʈl»íß ƅ

ƏƊƄ�ŉǊǭǙǍƂ�ŲƿNƵƃƿ0òƢƼƭ�ƥƧƩƮ0ò¶ďƭŰƢƼ�Ż

�ŉę��cƮǊǭǙǍƭĮƢƼōò ƅ

0òĠƮťJƭƹƻ�ŉǊǭǙǍƿ«�ƪƙƬƗƧƥ_Jƭ�ƼōòƂǆǢǫǎǨ¶ƃƮ�Díß ƅ

ą�ĈĆà
ďƭƹƼ0òĠŋ¢ŕå1�Ʈl»ƮÃë ƅ

şU�^

ŅËöI ăłƮƥƶƮÆ¶ �×�´

Ɔ RJƣCưįhƭq�ƪƙƼƝƫƭƨƔƩƑǗǫǚǩǑǓƑǝǭǠǜǭǌďƭ¾ĹƠƩƔƼƒ Ƈ

Ƈ RJƣBƯįhƭq�ƠƥĹŬƘƓƼƒ ƅ

ƈ ŨĮ�ŻƿĹƠƥµÁƮK�ÔƭƑ0òôŗĠBƯƤƮn¼ƁƮğLĨƠƚƯĹL§@ƘƓƼƒ ƅ

Ɖ
0òôŗĠƮ.¸Ĥ4ƭŶmƘįƺƽƼ_JƭƖƔƩƑ0òĠƭ�ƾƧƩƤƮn¼Ƒ�ï
Ƒ�
��į
ďƫ	ƾƠƥeƁēÁBƯĎ�ĠƪƓƼč�
ƿÜƶƥƝƫƘƾƗƼµÁƘƓƼƒ

Ɔ

Ɗ
ǁǎǍǡǫǓƂĴÝƢƲƙńŽƮ¡­ƃƮƥƶƮµÁƭƑ0òĠCưƤƮn¼ƗƺĢEƠƥ)oCư
ĲpėÉƮĹŬƘƓƼƒ

ƅ

Ƌ
0òĠCưƤƮn¼Ʈí�ƑzÄƘĹ$Ɵƽƥ�ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõBƯ�ŀǊǭǙǍƭ�
ƼĶõƮÏķ�ňƮĹŬƘƁƓƼƒ

ƅ

ƌ �ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõƭƑ�ŀǊǭǙǍƮüÑƮĹŖƘƓƼƒ ƅ

ƍ
�ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõƭƨƔƩƮK�ƿ�ƼƥƶƮµÁƮƁK�ÔƭƑ0òĠBƯƤƮn¼Ʈ
ğLĨƠƚƯĹL§@ƘƓƁƼƒ

ƅ

Ǝ
ǊǭǙǍ«�)oƂ�ŉ�ŵę��cƮōòƘƓƼ_JƭƯƁƝƽƿNƵƒƃƘĹŖƟƽƩƔƼŇ
Ü¾ĔÁƂ+ƃƘƓƼƒ

ƅ

Ɔƅ
�ĮƬ0ò¶ƮĶĐºàƭƨƔƩƮK�ƿ�ƼƥƶƮµÁƮK�ÔƭƑ0òĠBƯƤƮn¼Ʈ
ğLĨƠƚƯĹL§@ƘƓƼƒ

ƅ

ƆƆ �ÐĠƭqƢƼłā÷Cưłā÷ǉǁƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ Ƈ

ƆƇ łā÷Ʈ0òĠƱƮq�Cưłā÷ǉǁƭŰƢƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

Ɔƈ 0òĠƮǛǦǃǖǋǭƮ�ŉƮEĕƭŰƢƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƆƉ 0òĠƮǛǦǃǖǋǭƮ�ŉƮEĕƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ ƈ

ƆƊ Œ�û£ÇďƮ¨ŴƮƥƶƮEĕƭŰƢƼ�Ð�Ʈï�ƑºŪďƘĹŖƟƽƥµÁƘƓƼƒ ƅ

ƆƋ Œ�û£ÇďƮ¨ŴƮƥƶƮEĕƭŰƢƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

Ɔƌ Œ�û£ÇďƮ¨ŴƮƥƶƮEĕƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ Ƈ

Ɔƍ 0òĠƞƫƮÓĤĸěĶõƘƓƼƒ Ɔ

ƆƎ 0òĠƞƫƮÓĤĸěƮl»ĹŬƘƓƼƒ Ɔ

Ƈƅ
0òĠƮn¼ƮA5ƘăłƪƙƼ�į	¬�Ƒ�ņ�ďƮĹŬBƯ0òĠƮn¼ƫƮŝĘ}ďƘ
ƓƼƒ

ƅ

ƇƆ 0òĠƮn¼ƱƮĬ�Î)BƯ0òĠƮn¼ƮA5ƘăłƪƙƼĬ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ Ƌ
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ƇƇ $â�6ƭƨƔƩƮĹŖƘƓƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

Ƈƈ 0òĠƞƫƭƑ¨ƣƨƭƨƔƩƮǐǄǑǇǧǍǓďƮĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƇƉ ¨ƣƨ�6¿ƮƑ0òĠƮǛǦǃǖǋǭƱƮŦ�ƭƨƔƩƮĹŖƘƓƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƇƊ ǓǃǩƮ�ƢƻƘƓƼƒ ƅ

ƇƋ Ǔǃǩ)ƭƑ�6ĠƘ�6ƪƙƼǍǜǭǍƘƓƼƒ ƅ

Ƈƌ œƔƢq�ƘHĤƬǓǃǩƘƓƼƒ ƅ

Ƈƍ ž�ƭƨƔƩƑ0òĠƮzÄCưfƴƿġƚƝƫƭƨƔƩƮĹŖƘƓƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ Ɔ

ƇƎ 0òĠƞƫƮzÄCưfƴƑ¯EũBƯVfƮĹŬƘƓƼƒ ƅ

ƈƅ 0òĠƞƫƮzÄCưfƴƭƨƔƩÏķƟƽƥž�ƭƨƔƩƮ�ňƮĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƈƆ 0òĠƞƫƮÌſí�ƭŰƠƩƑǁǎǍǡǫǓƂĴÝƢƲƙńŽƮ¡­ƃƮĹŬƘƓƼƒ Ƈ

ƈƇ
0òĠƞƫƮÌſǉǁĶõƭƨƔƩƮK�ƿ�ƼƥƶƮµÁƮK�ÔƭƑ0òĠBƯƤƮn¼
ƮğLĨƠƚƯĹL§@ƘƓƼƒ

Ɖ

ƈƈ Ìſ±TƮƥƶƮǊǭǙǍƮl»ĹŬƘƓƼƒ ƈ

ƈƉ 0òĠƞƫƮGĥÓĤƭƨƔƩƮǁǎǍǡǫǓƂĴÝƢƲƙńŽƮ¡­ƃĹŬƘƓƼƒ ƍ

ƈƊ
0òĠƞƫƮGĥÓĤ±TƮƥƶƮĶõƭƨƔƩƮK�ƿ�ƼƥƶƮµÁƮK�ÔƭƑ0òĠ
BƯƤƮn¼ƮğLĨƠƚƯĹL§@ƘƓƼƒ

Ǝ

ƈƋ GĥÓĤƮM�ƮƥƶƮǊǭǙǍƮl»ĹŬƘƓƼƒ ƌ

ƈƌ 0òĠƮ��đïƭƨƔƩƮĹŖƘƓƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƈƍ 0òĠƞƫƮ�æƑīYď��í�ƮĹŬƘƓƼƒ ƅ

ƈƎ
��í�ƭRŽƘƓƼƫ.¸Ơƥ0òĠƭƨƔƩƑŹſƑŤ-âƑä¥ďƱƫǊǭǙǍ)oƿb
ÀƠƥĹŬƘƓƼƒ

ƅ

Ɖƅ ��í�ƭRŽƘƓƼƫ.¸Ơƥ0òĠƮn¼Ƒ�Þ=ďƫƮŝĘĹŬƘƓƼƒ ƅ

ƉƆ 0òĠƮíßƭ�ơƥśŘƭƨƔƩƮĹŖƘƓƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƉƇ 0òĠƮśŘƭŰƢƼ�ŒƮíßƑð`ďƭƨƔƩƮĹŖƘƓƼĹŬƘƓƼƒ ƅ

Ɖƈ śŘƮ
Q�1ƭƑ�6ƮƥƶƮ
QƘŦĞƟƽƩƔƼƝƫƘăłƪƙƼµÁƘƓƼƒ Ƈ

ƉƉ �6ƮƥƶƮ
QƮŦĞƘăłƪƙƼşŔ½ŁƑşŔĹŬďƘƓƼƒ Ɔ

ƉƊ �ůƮǩǇǧǅǭǋǥǫĶõďCưƤƮl»ĹŬƘƓƼƒ Ƈ

ƉƋ t
´BƯ0òĠƞƫƮǩǇǧǅǭǋǥǫĶõCưl»ĹŬƘƓƼƒ Ɖ

Ɖƌ �ƮØwƑ�Ƭ ·Ƒūƚĳ�Ƨƥ_�ƑéƻƸƢƔ�ďƮĴãƭƨƔƩvdƠƩƔƼƒ ƅ

Ɖƍ
ŨĮ�ŻƿĹƠƥµÁď0òĠƭ	�ƢƼµÁƭƑþņƑĩ�ďq�ČGCư¢�ĠƘ¾ĹƟ
ƽƩƔƼƒ

Ɔ

ƉƎ þņƑĩ�ďq�ƭŰƢƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

Ɗƅ þņƑĩ�ďq�ƭŰƢƼĹŬƘƓƼƒ Ƈ

ƊƆ 0òĠBƯƤƮn¼ƭqƢƼŃ¾ƮĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƊƇ �ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõďƭƑǊǭǙǍƮl»íßCưüÑƮš�íßƮĹŬƘƓƼƒ ƅ

Ɗƈ �ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõƮľ�ƿĹ$ƠƩƔƼĹŬƘƓƼƒ ƅ

ƊƉ
įýƠƮėÉƑbÀƘ�ĮƬ_JƭƯƑ�ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõƭƑįýƠƥ)oCư½�ƿĹ
ŖƠƑbÀƘ�ĮƬ_JƭƯƑ�ŀǊǭǙǍƭ�ƼĶõƭÀ¹½ƿĹŖƠƩƔƼƒ

ƅ

ƊƊ
uiǊǭǙǍĶõƂƁ�ŉ�ŲǊǭǙǍĶõƃƁƮbÀƭƨƔƩƑ�ŉ°®rŭQƂƁ�ŉ�Ų°®�
Ð�ďƃƁƭ«ÎƠƥĹŬƘƓƼƒ

ƈ

ƊƋ ǊǭǙǍ¢�Ġ�ňƭ,{ƠƥĹŬƘƓƼƒ ƅ

Ɗƌ
0òĠƞƫƮĹŬƭƑ�Þ=BƯƗƗƻƨƛ=ƮÛLďƘĹŖƟƽƩƔƼƫƫƷƭƑǟǔǤǁǨƑ
şUİĊďƭƑ�Þ=ďƭŝĘƢƼ_JƮ]èďƿĹŖƠƩƔƼƒ

ƅ

Ɗƍ �Ð�Ʈ�^ŁƑǗǫǚǩǑǓďƿ[\ƭŦyƠƥĹŬƘƓƼƒ Ɖ

ƊƎ ǞǦǫǒǂǁôŗćƑúŬćƑF$ćďƘƓƼƒ ƈ

Ƌƅ ǞǦǫǒǂǁá9ǛǪǈǦǠƑǞǦǫǒǂǁá9ĹŬďƘƓƼƒ Ƈ

ƋƆ XŷƬ��Ƹĩ�ƭƨƬƘƼ��Ʈ_JďƿƑ[\<¤°®ǎǫǏǭƭƨƬƜƥĹŬƘƓƼƒ Ƌ

ƋƇ �ïİĊƘƓƼƒ ƅ

Ƌƈ �ÐĠƿqŊƫƠƥƑ�ïCưà�ŢjƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ Ƈ

ƋƉ Ù��ƮĖUƑşUºŪďƘĹŖƟƽƩƔƼ�ÐĶõBƯ�ÕĶõƘƓƼƒ Ƈ

ƋƊ
�ÐĶõCưŌ:)oƿűıƭ�ƢƼƝƫƿ¾ĹƠƥµÁƘƓƼƒBƯƑűıƪƙƼƝƫƘăłƪ
ƙƼƒ

ƈ

ƋƋ î_Ʈ�ÐĠƫ�Ť�ÐĠƘA5ƢƼÐ:±T�ňďƮĹŬƘƓƼƒ ƅ
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Ƌƌ ĕĝ�1Ƒ�ÐĠƮÒųƑÐ:-¢Cư?4�1ƭŰƢƼİĊďƘƓƼƒ Ɔ

Ƌƍ ǊǭǙǍƭŰƢƼ�^Ʈ'ÃƭƨƔƩƮ�ňƑĂ�Ƒ8��ƑWıďƮĹŬƘƓƼƒ ƅ

ƋƎ �²Ʈùñ�ŲBƯƤƮ*ùƮŲÖƭŰƢƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƌƅ �²��ƑǘǣǧǬǕǑǓ��ď�²ŲÖƭƨƬƘƼ��ƮÏķĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƌƆ �²Ʈùñ�ŲBƯƤƮ*ùƮŲÖƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ ƈ

ƌƇ
�²ƮùñďĚ�¿Ʈq�ƭŰƢƼǟǔǤǁǨďCưĚ�¿ƮŝĘ�1ƿĹŖƠƥµÁƘƓ
Ƽƒ

ƅ

ƌƈ �²ƮùñďĚ�¿Ʈq�ƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ Ƈ

ƌƉ ź~êm¿Ʈq��żƑ�3-¢ďƭƨƔƩkƶƺƽƥǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƌƊ ź~êm¿ƭŜ^ƢƼŰ�ÓŰƮ�ıĭďƘƓƼƒ Ɔ

ƌƋ ź~êm¿Ʈq�ƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ ƈ

ƌƌ ź~êm¿ƮţŷƑ³,ďƭŰƢƼĸěƮl»ĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƌƍ 0òĠƞƫƮ�Þ=Cưn¼ƑƤƮ
ƮĚ�ŝĘ#Ʈ�ıĭďƘƓƼƒ ƅ

ƌƎ �Ê÷Cưž�ÚƮùñ��ƑǘǣǧǬǕǑǓ��ďƮÏķĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƍƅ �Ê÷Cưž�ÚƮùñƮ�ŲCưƳǀ�ƮŲÖƭŰƢƼǟǔǤǁǨďƘƓƼƒ ƅ

ƍƆ �Ê÷Cưž�ÚƮùñƮ�ŲCưƳǀ�ƮŲÖƭŰƢƼĂ�l»ĹŬƘƓƼƒ Ɔ

ƍƇ
0òĠCưƤƮn¼Ʈ�
�^Ʈ0òüûƿ¾ĹƠƥµÁƭƨƔƩƑ�Ð�)ƭªĄƢƼƫƫƷ
ƭƑ0òĠBƯƤƮn¼ƭqƠƩŦyƢƼƥƶƮµÁƘƓƼƒ

ƅ

ƍƈ �
�^Ʈ�ŉƭŰƢƼºŪƿ�Ð�)ƭªĄƠƩƔƼƒ ƅ

ƍƉ �
�^Ʈ�ŉƭŰƢƼºŪƭƨƔƩƑǝǭǠǜǭǌƑǗǫǚǩǑǓďƱƮªŖƘƓƼƒ Ɖ

ƍƊ 0òĠƮÜƶƭ�ơƩƑǊǭǙǍ«�ĹŬƿŮĄƢƼƝƫƿ¾ĹƠƥµÁƘƓƼƒ ƅ

ƍƋ ~;Cưź~;Ʈ%ƩƮ¹�Ʈ�ÐĠƿqŊƫƢƼ�ŀǊǭƁǙǍƭŰƢƼĂ�ĶõƘƓƼƒ ƈ

ƍƌ
~;Cưź~;Ʈ%ƩƮ¹�Ʈ�ÐĠƿqŊƫƢƼ�ŀǊǭƁǙǍƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓ
Ƽƒ

Ɖ

ƍƍ ~;Cưź~;Ʈ%ƩƮî�Ʈ�ÐĠƿqŊƫƢƼ�ŀǊǭǙǍƭŰƢƼĂ�ĶõƘƓƼƒ ƈ

ƍƎ
~;Cưź~;Ʈ%ƩƮî�Ʈ�ÐĠƿqŊƫƢƼ�ŀǊǭǙǍƭŰƢƼĂ�Ʈl»ĹŬƘƓ
Ƽƒ

Ɔ

Ǝƅ ĖU±TƮƥƶƮ�ňƭƖƔƩƑ0òĠƮ�MƑçő�ďƭƨƔƩÏķƟƽƥĹŬƘƓƼƒ Ɗ

ƎƆ Ħƺ«�ƢƼ�ŀǊǭǙǍƮŐƭƨƔƩƮĦxľ�Ʈl»ĹŬƘƓƼƒ Ɗ

ƎƇ �Ð�%�ƮǊǭǙǍ)oƿÏķƢƼ�ňƮĻĞİĊďBƯ�ňŬƘƓƼƒ Ɔ

Ǝƈ ǟǔǤǁǨďƭƨƔƩƑ�ÐĠƘĦóƭűıƪƙƼ_�ƭĻĞƠƩƓƼƒ ƅ

ƎƉ ǟǔǤǁǨďƮįýƠƭƨƔƩÏķƟƽƥĹŬƘƓƼƒ ƈ
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Ģëßl�X&IØÎ	Ĩ

ľĺxéJ

Šş�

Z³�[
�Ã�£

ũŠŞ�¼�ƚĹSŽƗÍ�ùƈňŽƗ�Ŕ

Í�ùƉJóū�ƀƗ�8�Ɖ�VWAƋŒĠÞGſƉ�ƉĶā"

Í�ùƉJó ş

Í�ùƉ�ƀƗś�8�Ɖ�VW ŧ

Í�ùƉĶā" ş

Í�ùƉ
đćƉśÉJAƋĈJ ş

Í�ùƉĜ÷v¯« ş

Í�ùų~ġľĺxé(ƅf©ŽƗ	ĨƠƼƭƣ ť

ũšŞ	ĨƠƼƭƣŜ�ŊƚLƐŝƚ��Żū@Ɗ��ŻƔůƆŽƗ�¼�ƈňŽƗ�Ŕ

�¼�ƉJóū�VWAƋŒĠÞGſƉ�ƉĶā"

�¼�ƉJó ş

�¼�Ɖ�VW ş

�¼�ƉĶā" ş

	Ĩ�ō�¼�ÞG ş

�¼�ƉûÖćƉÉJAƋĈJ ş

�¼Ɖņbv¯«ČŻŵƊņb�ev¯«AƋ�eČŻŵƊĝFƚDŶƀv¯« ş

ØÎ�ĨÍøŤţ·ƉšƈĔeŽƗ	Ĩ¿ňŜØÎ�ĨƉ	Ĩ�5ƚĐů¿ňŝƉ�e ş

ï�ñð^AƋ	Ĩñð^Íøţŧ·ƉŢƈĔeŽƗãńQàM|ù�¼ć Ŧ

�¼�ƎƅƉ�Ƈ/Ù�ĵ�Æ ş

ũŢŞ�¼�ƈűŮƄ	ĨƠƼƭƣŜ�ŊƚLƐŝƈ��ŽƗ�¼ćƈňŽƗ�Ŕ

Ĉõ.Ɖ�¼ćƉ£ū98��ū6 ­Ňū�¼ćŠ�~ƀƖƉ/Ùć£ù

f�£ ş

ŠķŇƉůƁūt9Ɖ�¼ćų98ŽƍŴ­Ň£ ş

�¼ćƅŭƗėÝ���~ćƉůƁ	Ĩ��mŅOƉ�£ ş

�¼ćƅŭƗ	ĨĈOų°ŻƄŮƗĭº Ţ

`9ƻjæƚĐů�¼ćƉ�£ ş

ûÖćƉ�ƉĈ8ƆƉ'8Ɖ°Ò ş

	Ĩ�¼ćŠ�~ƀƖƉ/Ùć£ ş

�¼ćƉ~ġ[Nƈ�Ɨ	ĨƠƼƭƣƉ¼8ƈ��ŻƀĀŘv£ù

1vyƉ�Ùć£ƻ1vyƉĴĈć£ ş

¼8ƈ��ŻƀĀŘv£ ş

�¼ćƉ�zĞ¦Ɖf©ÔÌ ş

ũţŞ	ĨƠƼƭƣŜ�ŊƚLƐŝƉ(iƈňŽƗ�Ŕ

�¼�ƉĹSƈňŽƗ¨ł ş

	Ĩ�ŊűƔƋ	ĨyĸĐ�ŊƈňŽƗ¨ł ş

	ĨƠƼƭƣƉ(iū#neOù ş

~ġƠƼƭƣƉĤ¹�£

Ŕå

<Ďé

u�šŤvy	ĨƠƼƭƣ�[Ɖ%đ0yŪěPĤ¹ĖÃ£f�Ĥ¹
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=3;á¿ňƉJó Š

=3Äò;á¿ň Š

èĨsƉí�¨Í Š

ƪƦƞƜƦƯ©ĜƉJó ş

ĹS�ĸ�ħƉņ�ÔÌŜ1vyŝ ş

�¼�ƉS¼­ŇWYƻpÜµƆƉĶ�ÔÌ ş

/Ùƈ~ƀƂƄƉ·� ş

Ĵnƈ~ƀƂƄƉ·� ş

#neO ş

Ģëßl�X&IØÎ	ĨƉ#nćƉÔÌ ş

	ĨƠƼƭƣƚ��ŽƗ�¼�ūĜ�ùƉÔÌ ş

/ÙćùŲƕƉč�ƈl�ŽƗöEùƉÔÌ ş

	ĨƠƼƭƣƉ��ƈƔƖĮ!ŽƍŴ�¡ųâØŻƀƆŴƉl�Ɖ
ÿƏ ş

	ĨƠƼƭƣƉ��(iƈňŽƗÓċù ş

/ÙćùƉ�ēƚ��ŽƗ�0ūø�ćƈƔƗğ�Ɖf©ÔÌù

/ÙćƜƺƟƼƧĤ¹ū�ēüù/ÙćƉ�ēùƚ��ŽƗCÿƉÔÌ ş

WYkêXƠƼƭƣƉğ�Ɖf©ÔÌ ş

ũŤŞ	ĨƠƼƭƣŜ�ŊƚLƐŝƚ/ÙŽƗƈ~ƀƂƄƉ/Ù¥ùƈňŽƗ�Ŕ

/Ù¥ùŜ#nćƉĪ�Ŗŝ ş

ſƉ�ƉĬÙ ş

ĹS�[

Ĥ¹ÞG íĢƉƀƑƉ´¥ �Ã�£

Š ŀĒ�ŔƚĚŻƀ¤®ƉŐ�Ɖ�Ű�ŶƉÔÌ@Ɗ%ņƉÔÌųíĢƅŴƗŬ ş
š PHžAƋēcƈl�ƅŴƗŸƆƈƃŮƄūƫƺƮƹƦƧūƱƼƳưƼƢùƈ¬ĚŻƄŮƗŬ Ţ
Ţ PHž@Ɗēcƈl�ŻƀĚńųŭƗŬ Š
ţ ŀĒ�ŔƚĚŻƀ¤®ƉI�Àƈū/ÙÛĳć@ƊſƉhªśƉĆJČŻŵƊĚJ�>ųŭƗŬ ş

Ť
/ÙÛĳćƉ-¦ĉ3ƈŏgųēƕƘƗ\HƈűŮƄū/Ùćƈ
ƙƂƄſƉhªū
Ö�ū�
v�ē�ùƆ�ƙŻƀaśý®@Ɗø�ćƅŭƗ÷��ƚÊƑƀŸƆųƙŲƗ¤®ųŭƗŬ

Š

ť #nƉD#ZÐūĭºùƈƃŮƄūƫƺƮƹƦƧ@Ɗaý®ùƈ¬ĚŻƄŮƗŬ ş

Ŧ ĴnƉZÐųĚĲźƘƀaý®ùƈū/Ùć@ƊſƉhªƉĆJČŻŵƊĚJ�>ųŭƗŬ ş

ŧ /ÙćAƋſƉhªƉr±ū/ÙćƉ°ŽƗĉ3ūſƉąŲƘƄŮƗ×]ùƉĚńųŭƗŬ ş

Ũ
/ÙćAƋſƉhªƉr±ųĚ#źƘƀ~ġƠƼƭƣƈ�ƗśėÝ@Ɗ~ġƠƼƭƣƈ�ƗėÝ
Ɖ»Ę�ħƉĚńųŭƗŬ

ş

Šş ~ġƠƼƭƣƈ�ƗėÝƈūƠƼƭƣƉå½ƉĚĲųŭƗŬ ş

ŠŠ
~ġƠƼƭƣƈ�ƗėÝƈƃŮƄƉI�ƚ�ƗƀƑƉ¤®ƉI�Àƈū/Ùć@ƊſƉhªƉ
ĆJČŻŵƊĚJ�>ųŭśƗŬ

ş

Šš
ƠƼƭƣ��(iŜ	Ĩ�ōĂ��_ƉĬÙųŭƗ\HƈƊŸƘƚLƐŬŝųĚĲźƘƄŮƗĦÊ
¬þ®Ŝ*ŝųŭƗŬ

ş

ŠŢ
�ĒƇ/Ù¥Ɖėú¨ÍƈƃŮƄƉI�ƚ�ƗƀƑƉ¤®ƉI�Àƈū/Ùć@ƊſƉhªƉ
ĆJČŻŵƊĚJ�>ųŭƗŬ

Š

Šţ /ÙćŹƆƉŁŃûÖƉĚńųŭƗŬ ş

ŠŤ /Ùć@ƊſƉhªƈlŻƄūûÖŻƄŮƗŁŃƉB�AƋÅřƈƃŮƄ[NŻƀĚńųŭƗŬ ş

Šť �¼ćƈlŽƗĢëßAƋĢëßƟƜƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ ş

ŠŦ ĢëßƉ/ÙćƌƉl�AƋĢëßƟƜƈňŽƗƲƨƵƜƸùųŭƗŬ ş

Šŧ /ÙćƉƯƶƝƪơƼƉ�ĨƉCÿƈňŽƗƲƨƵƜƸùųŭƗŬ Š

ŠŨ /ÙćƉƯƶƝƪơƼƉ�ĨƉCÿƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ Ť

šş ı�ä�¶ùƉ�ŌƉƀƑƉCÿƈňŽƗ�¼�ƉÖ�ū¨łùųĚĲźƘƀ¤®ųŭƗŬ Š

šŠ ı�ä�¶ùƉ�ŌƉƀƑƉCÿƈňŽƗƲƨƵƜƸùųŭƗŬ š

šš ı�ä�¶ùƉ�ŌƉƀƑƉCÿƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ ţ
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šŢ řŚćď�ŊÂňĶÍƚLƐď�ŊÂƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ Ť

šţ /ÙćƉhªƈlŽƗe²äAƋŎ­ƉÔÌ[N®@ƊĶāƉĚńųŭƗŬ š

šŤ 	ĨAƋèĨƉĚńƉņî¨ÍƈƃŮƄƉĚĲųŭƗ¤®ųŭƗŬ ş

šť
	ĨAƋèĨƉĚńƈƃŮƄū/Ùć@ƊſƉhªùƈlŽƗ[N@ƊņîƚĐƂƀĚńųŭ
ƗŬ

ţ

šŦ
ŀĒ�ŔƚĚŻƀ¤®ù/Ùćƈ��ŽƗ¤®ƈūçĥūč�ùl�öEAƋ�~ćų¬Ěź
ƘƄŮƗŬ

ş

šŧ çĥūč�ùl�ƈňŽƗƲƨƵƜƸùųŭƗŬ Š

šŨ çĥūč�ùl�ƈňŽƗĚńųŭƗŬ Ţ

Ţş /Ùć@ƊſƉhªƈlŽƗģ¬ƉĚńųŭƗŬ š

ŢŠ ~ġƠƼƭƣƈ�ƗėÝùƈūƠƼƭƣƉf©ÔÌƉĚńųŭƗŬ ş

Ţš ~ġƠƼƭƣƈ�ƗėÝƉğ�ƚĚ#ŻƄŮƗĚńųŭƗŬ ş

ŢŢ ~ġƠƼƭƣƈ�ƗėÝƉēæŻƉ­²ƚ¬ĚŻƀ¤®ųŭƗŬ Š

Ţţ
/ÙćŹƆƉĚńƈū�Ë;@ƊŲŲƖƃŶ;ƉÉJùųĚĲźƘƄŮƗƆƆƒƈūƲƨƵƜƸū
ĹSĔôùƈū�Ë;ùƈĶāŽƗ\HƉZÐùƚĚĲŻƄŮƗŬ

ş

ŢŤ UőƇ��Ɠč�ƈƃƇųƗ��Ɖ\HùƚūWY:���ƤƺƥƼƈƃƇŷƀĚńųŭƗŬ Ũ

Ţť �ÖĔôųŭƗŬ ş

ŢŦ �¼ćƚlĩƆŻƀū�ÖAƋÍ�ĻdƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ ţ

Ţŧ ÇvyƉĀSūĹS¨łùųĚĲźƘƄŮƗ�¼ėÝ@ƊvÁėÝųŭƗŬ š

ŢŨ
�¼ėÝAƋī8(iƚŉĕƈ�ŽƗŸƆƚ¬ĚŻƀ¤®ųŭƗŬ@ƊūŉĕƅŴƗŸƆųíĢƅ
ŴƗŬ

ţ

ţş Õ\Ɖ�¼ćƆwĽ�¼ćų?4ŽƗ¼8 R�ħùƉĚńųŭƗŬ ş

ţŠ ûÖćū�¼ćƉ�2AƋ¾ŋƈƃŮƄ¬ĚźƘƀĈ8¾ŋĔôùųŭƗŬ ş

ţš ƠƼƭƣƈňŽƗ�[Ɖ&°ƈƃŮƄƉ�ħūì�ū7}�ūTĕùƉĚńųŭƗŬ ş

ţŢ �¡ƉâØ�Ŋ@ƊſƉ)âƉŊÂƈňŽƗƲƨƵƜƸùųŭƗŬ ş

ţţ �¡��ūƬƴƷƻƩƦƧ��ù�¡ŊÂƈƃƇųƗ��Ɖ»ĘĚńųŭƗŬ ş

ţŤ �¡ƉâØ�Ŋ@ƊſƉ)âƉŊÂƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ ş

ţť
�¡ƉâØùă�­Ɖl�ƈňŽƗƲƨƵƜƸùAƋă�­ƉĶā�0ƚĚĲŻƀ¤®ųŭ
ƗŬ

ş

ţŦ �¡ƉâØùă�­Ɖl�ƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ Š

ţŧ œtÑg­Ɖl��ŕū�2,�ùƈƃŮƄeƑƕƘƀƲƨƵƜƸùųŭƗŬ ş

ţŨ œtÑg­ƈĵ[ŽƗň�¿ňƉ�ĕđùųŭƗŬ Š

Ťş œtÑg­Ɖl�ƈňŽƗì�Ɖf©ĚńųŭƗŬ Š

ŤŠ œtÑg­Ɖļőū¢+ùƈňŽƗęĄƉf©ĚńųŭƗŬ ş

Ťš /ÙćŹƆƉ�Ë;AƋhªūſƉ�Ɖă�Ķā"Ɖ�ĕđùųŭƗŬ ş

ŤŢ �¸ßAƋŗ�ÈƉâØ��ūƬƴƷƻƩƦƧ��ùƉ»ĘĚńųŭƗŬ Š

Ťţ �¸ßAƋŗ�ÈƉâØƉ�ŊAƋƎƛ{ƉŊÂƈňŽƗƲƨƵƜƸùųŭƗŬ ş

ŤŤ �¸ßAƋŗ�ÈƉâØƉ�ŊAƋƎƛ{ƉŊÂƈňŽƗì�f©ĚńųŭƗŬ Š

Ťť
/ÙćAƋſƉhªƉ���[Ɖ/Ùåäƚ¬ĚŻƀ¤®ƈƃŮƄū�¼�(ƈ�îŽƗƆƆƒ
ƈū/Ùć@ƊſƉhªƈlŻƄĿqŽƗƀƑƉ¤®ųŭƗŬ

ş

ŤŦ ���[Ɖ�ĨƈňŽƗ¨łƚ�¼�(ƈ�îŻƄŮƗŬ Š

Ťŧ ���[Ɖ�ĨƈňŽƗ¨łƈƃŮƄūƱƼƳưƼƢūƫƺƮƹƦƧùƌƉ�ĲųŭƗŬ Ţ

ŤŨ /ÙćƉÊƑƈ�żƄūƠƼƭƣ��ĚńƚņîŽƗŸƆƚ¬ĚŻƀ¤®ųŭƗŬ Š

ťş t9AƋœt9Ɖ$ƄƉ§�Ɖ�¼ćƚlĩƆŽƗ~ġƠƼśƭƣƈňŽƗì�ėÝųŭƗŬ š

ťŠ
t9AƋœt9Ɖ$ƄƉ§�Ɖ�¼ćƚlĩƆŽƗ~ġƠƼśƭƣƈňŽƗì�Ɖf©Ěńųŭ
ƗŬ

š

ťš t9AƋœt9Ɖ$ƄƉÕ�Ɖ�¼ćƚlĩƆŽƗ~ġƠƼƭƣƈňŽƗì�ėÝųŭƗŬ Ţ

ťŢ
t9AƋœt9Ɖ$ƄƉÕ�Ɖ�¼ćƚlĩƆŽƗ~ġƠƼƭƣƈňŽƗì�Ɖf©Ěńųŭ
ƗŬ

Š

ťţ ĀS RƉƀƑƉ�ħƈűŮƄū/ÙćƉ�KūÏİyùƈƃŮƄ»ĘźƘƀĚńųŭƗŬ Š

ťŤ Ċƕ��ŽƗ~ġƠƼƭƣƉįƈƃŮƄƉĊoğ�Ɖf©ĚńųŭƗŬ ş

ťť �¼�$�ƉƠƼƭƣ(iƚ»ĘŽƗ�ħƉĜąĔôù@Ɗ�ħńųŭƗŬ ş

ťŦ ƲƨƵƜƸùƈƃŮƄū�¼ćųĊÚƈŉĕƅŴƗ\�ƈĜąŻƄŭƗŬ ş
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ťŧ ƲƨƵƜƸùƉēæŻƈƃŮƄ»ĘźƘƀĚńųŭƗŬ Ť



 82  

g^
Ē��

ĪĥqØJ

Ŏ

V¥�W
�µ��

Ŕŋŉ�­�ƄģQŨƁ¾	ãųĴŨƁ�Ŀ

¾	ãŴJÝŖ�ŪƁ�8�Ŵ�ST@ŶļĉÐFũŴ�Ŵġê$

¾	ãŴJÝ

¾	ãŴ�ŪƁņ�8�Ŵ�ST

¾	ãŴġê$

¾	ãŴ�úñŴņ¸J@ŶòJ

¾	ãŴąáo¢�

¾	ãŠvĊĪĥqØ*Űa�ŨƁ
ĒƋƤƕƎ

ŔŌŉ
ĒƋƤƕƎŇ�ĶƄLŻňƄ��ŦŖ?ŵ��ŦžŜűŨƁ�­�ųĴŨƁ�Ŀ

�­�ŴJÝŖ�ST@ŶļĉÐFũŴ�Ŵġê$

�­�ŴJÝ

�­�Ŵ�ST

�­�Ŵġê$


Ē�Ĺ�­�ÐF

�­�ŴåÉñŴ¸J@ŶòJ

�­ŴĲ]o¢�öŦŢŵĲ]�`o¢�@Ŷ�`öŦŢŵĆEƄCţŪo¢�

Ê¿�Ē¾âŏŎ§ŴŌųý`ŨƁ
Ē±ĴŇÊ¿�ĒŴ
Ē�5ƄùŜ±ĴňŴ�`

�­�ŹŰŴ�Ų/Ë�Ġ�¶

Ŕōŉ�­�ųŞśů
ĒƋƤƕƎŇ�ĶƄLŻňųz�ŨƁz­ñųĴŨƁ�Ŀ

òß.Ŵz­ñŴ�Ŗ98w�Ŗ6" ĳŖz­ñŋ	vŪƀŴ/Ëñ�ã

a	�

ŋĢĳŴŜūŖm9Ŵz­ñŠ98ŨŸš ĳ�


Ē��fıNŴÎ[Ŵ	�

z­ñŰŚƁ
Ē��fıNŠ£ŦůśƁĖª

åÉñŴ�Ŵò8űŴ)8Ŵ£Ä

ĄO
ĒNãŋ	vŪƀŴŋş¢ŴƋƤƕƎ�� ĳ�ƣR�Ňû
Ēñň

z­ñŴvĊWMų�Ɓ
ĒƋƤƕƎŴ­8ųz�ŦŪéŅo�ã

1orŴ�Ëñ�ƣ1orŴĞòñ�

­8ųz�ŦŪéŅo�

z­ñŴ sć�Ŵa�Ç½

ŔŎŉ
ĒƋƤƕƎŴ*dųĴŨƁ�Ŀ

�­�ŴģQųĴŨƁ�Į


ĒƋƤƕƎƄ��ŦůśƁ� 

�­�ŴQ­ ĳ

­ ĳYŴe}Ç½

�­�ŠĠm ų
ĒƋƤƕƎƄ��ŨƁTU

n�Ōŏor
ĒƋƤƕƎ�WŴ'ú0rŕĄOĎ©Āµ�a�Ď©

İhØ

vĊƋƤƕƎŴĎ©��

ĿÕ
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ĒƋƤƕƎŴ*dã


ĒWĬŴ4äÇ½Ňă%�1¢şſÖĝŋoĳŴÇ½ň


ĒƋƤƕƎŴ/ËñŷŴ��aíŇă%�1¢ŴÇ½ň

/ËñãşſŴ÷�ųe}ŨƁàDãŴÇ½


ĒƋƤƕƎŴ��ųžƀė#ŨŸš��ŠÓÊŦŪűšŴe}Ŵ�èź


ĒƋƤƕƎŴ��*dųĴŨƁÆõã

/ËñãŴ�üƄ��ŨƁ�0Ŗâ�ñųžƁĈ�Ŵa�Ç½ã

/ËñƆƢƊƤƑĎ©Ŗ�üæã/ËñŴ�üãƄ��ŨƁBèŴÇ½

â�ñųžƁĈ�Ŵa�Ç½

Ŕŏŉ
ĒƋƤƕƎŇ�ĶƄLŻňƄ/ËŨƁųvŪŬůŴ/Ë�ãųĴŨƁ�Ŀ


Ēë
�YŴƋƤƕƎųûŨƁĕË

/ËñŴħ`ųžƀŖĠmŴ�­Ŵa�TU�YŰvĊ
ĒƋƤƕƎƄùŜXHŖũƂųûŨƁ
�ĠĕŴŃ@ŶũŴä`�¾

/ËñŴĪHųžƀ
ĒƋƤƕƎƄ��ŰšŲşŬŪXHų�ƁĕËŇƉƝƢƏƠ�ňŴ|AÇ½

ģQ�W

Ď©ÐF ÛċŴŪżŴ¦� �µ��

ŋ 
Ē�Ĺ0rųŭśůăěťƂůśƁČ�ËŴĖ�Ƅ!ŝ
ţůśƁŗ

Ō Ř
ĒƋƤƕƎ�WŴ'úř0rųŭśůăěťƂůśƁČ�ËŴĖ�Ƅ!ŝ
ţůśƁŗ ŋ

ō ĭû�ĿƄăŦŪ�¡ŴI�²ųŖ/ËÍĜñ?ŵũŴc�ŴðJöŦŢŵăJ�=ŠŚƁŗ

Ŏ
/ËÍĜñŴ-�ó3ųĺbŠüſƂƁXHųŞśůŖ/Ëñų�ƃŬůũŴc�Ŗ�É	Ŗ�
oyü	ãű�ƃŦŪZç¡?ŵņâ�ñŰŚƁá�	Ƅ¹żŪŤűŠƃşƁ�¡ŠŚƁŗ

ŏ čł,¨¯ÁĿÕų¼ŬŪƆƏƎƜƢƑŇÿºŨŸščłŴ��ňƌƤƑŠŚƁŗ

Ő
ƆƏƎƜƢƑŇÿºŨŸščłŴ��ňƌƤƑųŖ/ËñŴg^ųŞśůŖ/Ëñ@ŶũŴc�űľ
�ŦŪăįŠŚƁŗ

ő
ƆƏƎƜƢƑŇÿºŨŸščłŴ��ňƌƤƑşſŖ/Ëñ@ŶũŴc�ŠùśŪśŤűŖ\šŲŤű
ãŴk¤Ƅ�+ŦŖăěŰšƁ®tŠŚƁŗ

Œ
TUŴ
Ē�ĹƋƤƕƎ�­ñųĴŨƁČ�?ŵ�W��ų�ËŨƁĖ�ŠŌßń��!ŝ

ţůŚƁŗ

œ g^ƋƤƕƎāÏ¡âŌúųŖ
Ē�Ĺë
ƋƤƕƎ�YŴƋƤƕƎƄ�ïŮţůśƁŗ

ŋŊ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŋúŖâŌúŖâōúŖâŐú@ŶâőúŠ��ťƂůśƁűűŽųŖg^ƋƤ
ƕƎāÏųŭśůŴI�Ƅņ{ƁŪżŴ�¡ŴI�²ųŖ/Ëñ?ŵũŴc�ŴðJöŦŢŵă
J�=ŠŚƁŗ

ŋŋ
g^ƋƤƕƎāÏ¡ųŭśůŴ�
ăįŖğ
«*Ŵ�ŝŖĩğăįãƋƤƕƎ�vñų�

ŦŪŤűŠÛċŰšƁ�¡ŠŚƁŗ

ŋŌ z­ñųeŨƁċÙÒ@ŶċÙÒƊƆųĴŨƁÚ�Ŵa�ăįŠŚƁŗ

ŋō ċÙÒŴ/ËñŷŴe}@ŶċÙÒƊƆųĴŨƁƚƒƞƆƠãŠŚƁŗ

ŋŎ /ËñŴƗƟƇƓƌƤŴ�ĒŴBèųĴŨƁƚƒƞƆƠãŠŚƁŗ

ŋŏ /ËñŴƗƟƇƓƌƤŴ�ĒŴBèųĴŨƁÚ�Ŵa�ăįŠŚƁŗ

ŋŐ /Ëñ?ŵũŴc�şſŖÍĐ�ùŴ�ŁƄCţŪŤűŠÛċŰšƁ�¡ŠŚƁŗ

ŋő g^ƋƤƕƎāÏ¡âŏúg^
Ē��éĤųŖ
Ē�Ĺ�ąűŴġêŴăįŠŚƁŗ

ŋŒ
Ğĸ?ŵĞ�Š�`ťƂƁ/ËñŴƈƢƖƅơƢƎŷŴ+löŦŢŵÑĸŖ
Ē�Ĺ�ąãƄĄ
OŦů�WAĻƄùŬŪŤűŠÛċŰšƁăįŠŚƁŗ

ŋœ
Zç¡?ŵĭû�ĿČ�¡ųŖƋƤƕƎ�­ñŴħ`?ŵ�øųvŪƀŖ
Ē��fıNŵŖ
/Ëñ?ŵũŴc�Ŵk¤ƄĚŹŝņŭŭŖ'µ�áųùŜŤűƄ��:ŦůśƁŗ

ŌŊ
ĭû�ĿƄăŦŪ�¡ã/Ëñų�
ŨƁ�¡ųŖ×ďŖ÷�ãe}àD@Ŷ�vñŠ�ăť
ƂůśƁŗ

Ōŋ ×ďŖ÷�ãe}ųĴŨƁƚƒƞƆƠãŠŚƁŗ

ŌŌ ×ďŖ÷�ãe}ųĴŨƁăįŠŚƁŗ

Ōō /Ëñ?ŵũŴc�ųeŨƁČ�ŴăįŠŚƁŗ ŋ
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ŌŎ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŏúg^
Ē��éĤ?ŵĄOăįųŖŋş¢ųŋR��/ËñŴg^Ƅ
ĄOŦŖľ�ŦŪăįŠŚƁŗ

Ōŏ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŋúŖâŌúŖâōúŖâŐú@ŶâőúŠ��ťƂůśƁűűŽųŖg^ƋƤ
ƕƎāÏŴI�Ƅ{ƁŪżņŴ�¡ŴI�²ųŖ/Ëñ?ŵũŴc�ŴðJöŦŢŵăJ�=Š
ŚƁŗ

ŌŐ GƋƤƕƎ�­ñŴ�.ƋƤƕƎāÏŠŚƁŗ

Ōő
ƋƤƕƎ�vñųeŨƁÅ�Ň�Łň*dãųŖ¢ŋR��ŖƋƤƕƎ���­ñşſg^ƋƤƕƎ
Ŵa�Ç½ƄÛċŦŪăįŠŚƁŗ

ŌŒ 
Ē�Ķ���­ñųeŦůŖ/ËñųĴŨƁ�WƄ��ŦŪăįŠŚƁŗ

Ōœ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŎúƋƤƕƎ�vñ�đŴûÃ?ŵƋƤƕƎ�vñųeŨƁÅ�Ň�Łň*
dŴăěŠŚƁŗ

ōŊ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŎúƋƤƕƎ�vñ�đŴûÃŴ�đ+lñŴ²ųŖ/Ëñ?ŵũŴc
�Ŵ+l?ŵ³lÉÌŴăįŠŚƁŗ

ōŋ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŎúƋƤƕƎ�vñ�đŴûÃŴ�đ+lñŴ²ųŖ�»;?ŵşşƀ
ŭţ;Ŵ+lŴăįŠŚƁŗ?ŵņƋƤƕƎ�vñųeŨƁÅ�*dŖâŏúg^
Ē��éĤ
ãųŖ�»;?ŵşşƀŭţ;űŴġêŴăįŠŚƁŗ

ōŌ �ÉýÞŠŚƁŗ

ōō z­ñƄeēűŦŪŖ�É@Ŷ¾�Ħ_ųĴŨƁÚ�Ŵa�ăįŠŚƁŗ

ōŎ ·orŴéQŖģQ�ĮãŠăěťƂůśƁ�­āÏ?ŵo´āÏŠŚƁŗ

ōŏ
�­āÏ@ŶĔ8*dƄĵþų�ŨƁŤűƄ�ăŦŪ�¡ŠŚƁŗ?ŵŖĵþŰšƁŤűŠÛċŰ
šƁŗ

ōŐ ÈXŴz­ñűpĨz­ñŠ>4ŨƁ­8�P�đãŴăįŠŚƁŗ

ōő èî�0Ŗz­ñŴ°ķŖ­8,�@Ŷ<3�0ųĴŨƁýÞãŠŚƁŗ

ōŒ ƋƤƕƎųĴŨƁ�WŴ(£ųŭśůŴ�đŖÚ�Ŗ7u�ŖRþãŴăįŠŚƁŗ

ōœ 
Ē��fıNŋ	vŪƀŴ�v/Ëñ�Ƅ`żůśƁò8ýÞãŠŚƁŗ

ŎŊ
g^ƋƤƕƎāÏ¡âŏúg^
Ē��éĤųŖvĊ�­�Ŵ
Ē��fıNŠ��
Ē��
fıNãų×ďŦŪăįŠŚƁŗ

Ŏŋ
/ËñŴì~ġê$ŴăěŠŚƁ�¡�Ŷųì~ Ŵe}@Ŷġê�0ŴăěŠŚƁƚƒƞƆ
ƠãŠŚƁŗ

ŎŌ ĽmÂb Ŵe}�ŀŖx2,�ãųŭśů`żſƂŪƚƒƞƆƠãŠŚƁŗ

Ŏō
/Ëñ@ŶũŴc�Ŵ�	�WŴ/ËÕÔƄ�ăŦŪ�¡ųŭśůŖ�­�*ų�ÜŨƁűűŽ
ųŖ/Ëñ?ŵũŴc�ųeŦůījŨƁŪżŴ�¡ŠŚƁŗ

ŎŎ �	�WŴ�ĒųĴŨƁ�ĮƄ�­�*ų�ÜŦůśƁŗ

Ŏŏ �	�WŴ�ĒųĴŨƁ�ĮųŭśůŖƙƤƛƘƤƍŖƔƢƖơƐƑãŷŴ�ěŠŚƁŗ ŋ

ŎŐ /ËñŴ¹żų}ŧůŖƋƤƕƎ��ăįƄĲÜŨƁŤűƄ�ăŦŪ�¡ŠŚƁŗ

Ŏő m9@ŶĽm9Ŵ&ůŴ��Ŵz­ñƄeēűŨƁvĊƋƤƕƎųĴŨƁÚ�āÏŠŚƁŗ ŋ

ŎŒ
m9@ŶĽm9Ŵ&ůŴ��Ŵz­ñƄeēűŨƁvĊƋƤƕƎųĴŨƁÚ�Ŵa�ăįŠŚ
Ɓŗ

ŋ

Ŏœ m9@ŶĽm9Ŵ&ůŴÈ�Ŵz­ñƄeēűŨƁvĊƋƤƕƎųĴŨƁÚ�āÏŠŚƁŗ

ŏŊ
m9@ŶĽm9Ŵ&ůŴÈ�Ŵz­ñƄeēűŨƁvĊƋƤƕƎųĴŨƁÚ�Ŵa�ăįŠŚ
Ɓŗ

ŏŋ éQ�PŴŪżŴ�đųŞśůŖ/ËñŴ�KŖÀęrãųŭśů¬ĂťƂŪăįŠŚƁŗ

ŏŌ ôſ��ŨƁvĊƋƤƕƎŴĘųŭśůŴôiĈ�Ŵa�ăįŠŚƁŗ ŋ

ŏō �­�&�ŴƋƤƕƎ*dƄ¬ĂŨƁ�đŴąïýÞã?ŵ�đįŠŚƁŗ ŋ

ŏŎ ƚƒƞƆƠãųŭśůŖz­ñŠôÌųĵþŰšƁX�ųąïŦůŚƁŗ

ŏŏ ƚƒƞƆƠãŴüÖŦųŭśů¬ĂťƂŪăįŠŚƁŗ
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ĚN�ĩ

łľuåH

ŧ

W°�X
�À��

ůťţ�¹�ƠĽQƃƝÉ
ôƎŏƃƝ�ř

É
ôƏHíű�ƆƝ�8�Ə�TU?ƑŗĠÜEƅƏ
Əĺý"

É
ôƏHí

É
ôƏ�ƆƝŠ�8�Ə�TU

É
ôƏĺý"

É
ôƏ�ďĄƏŠÄH?ƑĆH

É
ôƏěòs­¨

É
ôŹzġłľuå'Ƌb¦ƃƝ�ĩƦǄƳƩ

ůŦţ�ĩƦǄƳƩš�őƠJƖŢƠ��Ɓű>Ɛ��ƁƚŵƌƃƝ�¹�ƎŏƃƝ�ř

�¹�ƏHíű�TU?ƑŗĠÜEƅƏ
Əĺý"

�¹�ƏHí

�¹�Ə�TU

�¹�Əĺý"

�ĩ�Ŕ�¹�ÜE

�¹�ƏöÕĄƏÄH?ƑĆH

�¹Əō^s­¨ČƁŻƐō^�as­¨?Ƒ�aČƁŻƐĜDƠBżƆs­¨

ÖÊ�ĩÉóũŨ²ƏŦƎĒaƃƝ�ĩ¼ŏšÖÊ�ĩƏ�ĩ�5ƠĎŵ¼ŏŢƏ�a

ê�ìëZ?Ƒ�ĩìëZÉóŨŬ²ƏŧƎĒaƃƝàŉOÞKyô�¹Ą

�¹�ƔƋƏ�ƍ.×	Ĺ�Á

ůŧţ�¹�ƎŷŴƊ�ĩƦǄƳƩš�őƠJƖŢƎ~�ƃƝ~¹ĄƎŏƃƝ�ř

Ćð-Ə~¹ĄƏ�ű98{�ű6 ªŎű~¹Ąť
zƆƜƏ.×Ą�ô

b
�

ťĻŎƏŵƇűq9Ə~¹ĄŹ98ƃƓźªŎ�

~¹ĄƋųƝĚN�ĩMôŹ®ƁƊŴƝį¶

öÕĄƏ
ƏĆ8ƌƏ&8Ə®Ñ

ĚN�ĩMôť
zƆƜƏťŸ­ƏƦǄƳƩ��ªŎ�ǃR�šĐ�ĩĄŢ

~¹ĄƏzġXLƎ�Ɲ�ĩƦǄƳƩƏ¹8Ǝ~�ƁƆûşs�ô

1svƏ�×Ą�ǃ1svƏĸĆĄ�

¹8Ǝ~�ƁƆûşs�

~¹ĄƏ�wĝ£Əb¦ÓÈ

ůŨţ�ĩƦǄƳƩš�őƠJƖŢƏ'eƎŏƃƝ�ř

�¹�ƏĽQƎŏƃƝ¥Ň

�ĩƦǄƳƩƠ��ƁƊŴƝ¨ª

�¹�ƏQ¹ªŎ

ƦǄƳƩƠ.×ƋźƝªŎ

�¹�ŹĹqªƎ�ĩƦǄƳƩƠ��ƃƝUV

zġƦǄƳƩƏĥµ��

řâ

ŋlå

r�Ŧũsv�ĩƦǄƳƩ�XƏ%ď/vŰĚNĥµĖÀ�b�ĥµ
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�ĩƦǄƳƩƏ'eô

�ĩXńƏ4õÓÈšę#¨1­ŸƛãķťsŎƏÓÈŢ

�ĩƦǄƳƩƏ.×ĄšĐ�ĩĄŢƒƏ��bāšę#¨1­ƏÓÈŢ

.×ĄƏ
�

�ĩ�őƦǄƳƩƏ.×ĄšĐ��ĄŢƒƏ��bāšę#¨1­ƏÓÈŢ

�ĩ�őĚN�ĩĮšŮŢƏõa��

.×ĄƏ
�

.×ĄôŸƛƏč�Ǝg�ƃƝñCôƏÓÈ

�ĩƦǄƳƩƏ��ƎƚƜİ!ƃƓź��ŹßÖƁƆƌźƏg�Ə�úƕ

�ĩƦǄƳƩƏ��'eƎŏƃƝÒċô

.×ĄôƏ�đƠ��ƃƝ�/űó�ĄƎƚƝğ�Əb¦ÓÈô

.×ĄƢǂƥǄƭĥµű�đ÷ô.×ĄƏ�đôƠ��ƃƝAúƏÓÈ

ó�ĄƎƚƝğ�Əb¦ÓÈ

ůũţ�ĩƦǄƳƩš�őƠJƖŢƠ.×ƃƝƎzƆƈƊƏ.×¢ôƎŏƃƝ�ř

�ĩþ��\ƏƦǄƳƩƎĐƃƝĮ×

.×ĄƏŀaƎƚƜűĹqƏ�¹Əb¦UV�\Ƌzġ�ĩƦǄƳƩƠĎŵYFűƅƞƎĐƃƝ
	ĹĮƏŝ?ƑƅƏõa¥É

.×ĄƏłFƎƚƜ�ĩƦǄƳƩƠ��ƋźƍŸƈƆYFƎ�ƝĮ×šƤƻǂƪǀ¢ŢƏ�@ÓÈ

ê�ìëÉ
ôƎƚƝ.×Ąī�ĴÍ/vƏb¦Ə®Ñ

ĽQ�X

ĥµÜE èĢƏƆƗƏ±¢ �À��

ť ŅĐ�řƠęƁƆ¡¬ƏG�½Ǝű.×ÙĶĄ>ƐƅƏd§ŠƏăHČƁŻƐęH�<ŹųƝŲ

Ŧ
.×ÙĶĄƏ,£Ĉ3ƎŕcŹđƛƞƝYFƎŷŴƊű.×ĄƎ�ƟƈƊƅƏd§ű�Õ
ű�
s}đ
ôƌ	ƟƁƆ]Šø¬>Ɛó�ĄƋųƝò�
ƠÅƗƆžƌŹƟŸƝ¡¬ŹųƝŲ

ť

ŧ
ƢƪƩƺǂƭšĕÆƃƓźĤŜƏ��ŢƏƆƗƏ¡¬Ǝű.×Ą?ƑƅƏd§ŸƛąAƁƆ'e?Ƒ
Ĕfü³ƏęŉŹųƝŲ

Ũ
.×Ą?ƑƅƏd§ƏÓ�űo¯Źę#ƀƞƆzġƦǄƳƩƎ�ƝėÚ>ƐzġƦǄƳƩƎ�
ƝėÚƏ¸Ę�ĨƏęŉŹŠųƝŲ

ũ zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎűzġƦǄƳƩƏâºƏęĵŹųƝŲ

Ū
zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎƉŴƊƏG�Ơ�ƝƆƗƏ¡¬ƏŠG�½Ǝű.×Ą>ƐƅƏd§Ə
ăHČƁŻƐęH�<ŹųŠƝŲ

ū
ƦǄƳƩ��'eš�ĩ�Ŕþ��\ƏĮ×ŹųƝYFƎƐŠžƞƠJƖŲŢŹęĵƀƞƊŴƝħ
Å©ù¬š)ŢŹųƝŲ

Ŭ ~¹ĄƎgƃƝĢæÝ?ƑĢæÝƥƢƎŏƃƝç�Əb¦ęŉŹųƝŲ

ŭ ĢæÝƏ.×ĄƒƏg�?ƑĢæÝƥƢƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ťŤ .×ĄƏƵƾƣưƧǄƏ�ĩƏAúƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ťť .×ĄƏƵƾƣưƧǄƏ�ĩƏAúƎŏƃƝç�Əb¦ęŉŹųƝŲ

ťŦ .×ĄƏ�ĩĄƏ�ĳƏÓÈƏęŉŹųƝŲ

ťŧ .×ĄƏd§ƎgƁƊ�ĩ¥ÉƠģ©ƁƆęŉŹųƝŲ

ťŨ #Ë�5űÌ�?Ƒ eƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ťũ
zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎű#Ë�5űÌ�>Ɛ eƏb¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴ
Ɗű#Ë�5űÌ�>Ɛ eƏb¦ęŉŹųƝŲ

ťŪ �ƄƉ�5ƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ťū
zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎű�ƄƉ�5Əb¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴƊű�ƄƉ�
5Əb¦ęŉŹųƝŲ

ť

ťŬ Ş��5ƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ ť

ťŭ
zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎűŞ��5Əb¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴƊűŞ��5Ə
b¦ęŉŹųƝŲ

ŦŤ CĉƥƢƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ
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Ŧť î�ǃî7�5?ƑĹœǃ\*�5ƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ŦŦ
zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎűî�ǃî7�5>ƐĹœǃ\*�5Əb¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.
×ĄƎƉŴƊűî�ǃî7�5>ƐĹœǃ\*�5Əb¦ęŉŹųƝŲ

ť

Ŧŧ ÖÊ�5ƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ŦŨ
zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƎűÖÊ�5Əb¦Ź�Ă�żƛƞƊŴƝ.×ĄƎƉŴƊűÖÊ�5Ə
b¦ęŉŹųƝŲ

Ŧũ
ĥÕƎŏƁƊÛ�ƃƓź�řŹųƝ.×ĄƏÓ�ƎFƟƄƆĥÕƏb¦ƎƉŴƊęĵƁƊŴƝ
ƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ŦŪ ĚN�ĩMƏ�ļƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

Ŧū ĚN�ĩMƏ�ļƎŏƃƝç�Əb¦ęŉŹųƝŲ

ŦŬ .×ĄƏņňöÕƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

Ŧŭ ņňöÕƠĎƈƊŴƝ.×ĄſƌƏņňöÕƏęŉŹųƝŲ

ŧŤ
ņňöÕƏęŉƏG�Ơ�ƝƆƗƏ¡¬ƏG�½Ǝű.×Ą>ƐƅƏd§ƏăHČƁŻƐęH
�<ŹųƝŲ

ŧť .×ĄƏŊƏöÕƎƉŴƊƏęĵŹųƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ŧŦ
.×ĄſƌƎűöÕƃƝŊƏ°�ű�öY�?ƑöÕĭ�ĄƏÄHƏęĵŹųƝśƜĞƏ�ŶŹ
ųƝŲ

ŧŧ
�aƁƊŴƆĚN�ĩMŹĚNƋźƍŻƍƈƆYFƏg��ŚƎƉŴƊƏęĵŹųƝ¡¬Źų
ƝŲ

ŧŨ
ŅĐ�řƠęƁƆ¡¬ô.×ĄƎ	�ƃƝ¡¬ƎűäĦűč�ôg�ñC?Ƒ�zĄŹ©ęƀ
ƞƊŴƝŲ

ŧũ äĦűč�ôg�ƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ŧŪ äĦűč�ôg�ƎŏƃƝęŉŹųƝŲ ť

ŧū .×Ą>ƐƅƏd§ƎgƃƝģ©ƏęŉŹųƝŲ ť

ŧŬ zġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƏğ�Ơę#ƁƊŴƝęŉŹųƝŲ

ŧŭ ŧŸ­ƎťR��ƏzġƦǄƳƩƎ�ƝėÚƏđãƁƠĨŜƌƃƝ�ĨƏęŉŹųƝŲ

ŨŤ
k_ƦǄƳƩėÚšŠ�ĩ�őƦǄƳƩėÚŢŠƏ[«ƎƉŴƊűŠ�ĩ��hŌMšŠ�ĩ�ő���
¹�ôŢŠƎ�·ƁƆęŉŹųƝŲ

Ũť ƦǄƳƩ�zĄ�ĨƎ*pƁƆęŉŹųƝŲ

ŨŦ
.×ĄſƌƏęŉƎű�Ç;>ƐŸŸƜƉż;ƏÄHôŹęĵƀƞƊŴƝƌƌƘƎűƸƮƽƢǀű
ĽQĒïôƎű�Ç;ôƎĺýƃƝYFƏWÏôƠęĵƁƊŴƝŲ

Ũŧ SŖƍ��ƙč�ƎƉƍŹƝ��ƏYFôƠűUV:���ƪǂƫǄƎƉƍŽƆęŉŹųƝŲ

ŨŨ �ÕĒïŹųƝŲ

Ũũ ~¹ĄƠgĪƌƁƆű�Õ?ƑÉ�Ŀ`ƎŏƃƝç�Əb¦ęŉŹųƝŲ

ŨŪ ÂsvƏûQűĽQ¥ŇôŹęĵƀƞƊŴƝ�¹ėÚ>Ɛs¾ėÚŹųƝŲ ť

Ũū
�¹ėÚ?ƑĬ8'eƠŐēƎ�ƃƝžƌƠ©ęƁƆ¡¬ŹųƝŲ>ƐűŐēƋźƝžƌŹèĢƋ
źƝŲ

ŨŬ ÔYƏ~¹ĄƌtŁ~¹ĄŹ=4ƃƝ¹8�P�ĨôƏęŉŹųƝŲ Ŧ

Ũŭ
öÕĄűƦǄƳƩ��ĭ�Ą?ƑĚN�ĩMƏ|2?Ƒ»ŒƎƉŴƊ©ęƀƞƆĆ8»ŒĒï
ôŹųƝŲ

ũŤ ƦǄƳƩ��ęŉôƎűƦǄƳƩ��ĭ�Ą?Ƒ�zĚN�ĩMƏèĢ<űăHôŹųƝŲ

ũť ¤�Ə~¹ĄƏ�ćėÚűć�ęŉôƎűbU�iƏb¦ęŉŹųƝŲ

ũŦ
�ćėÚű�iĐÿô~¹ĄŸƛƏäĦƎ�ƂƝäĦ�zĄƎƉŴƊƏęĵŹųƝĒïôŹų
ƝŲ

ť

ũŧ ��ƏßÖ�ő>ƐƅƏ(ßƏő¿ƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ

ũŨ ����űƲƼƿǃƯƬƭ��ô��ő¿ƎƉƍŹƝ��Ə¸ĘęŉŹųƝŲ ť

ũũ ��ƏßÖ�ő>ƐƅƏ(ßƏő¿ƎŏƃƝç�Əb¦ęŉŹųƝŲ

ũŪ
��ƏßÖôĀ�ªƏg�ƎŏƃƝƸƮƽƢǀô?ƑĀ�ªƏĺý�/ƠęĵƁƆ¡¬Źų
ƝŲ

ť

ũū ��ƏßÖôĀ�ªƏg�ƎŏƃƝç�Əb¦ęŉŹųƝŲ

ũŬ ŘqÐcªƏg��Śű|2+�ôƎƉŴƊaƗƛƞƆƸƮƽƢǀôŹųƝŲ ť

ũŭ .×ĄſƌƏ�Ç;?Ƒd§űƅƏ
ƏĀ�ĺý"Ə�ēďôŹųƝŲ

ŪŤ �´Ý?ƑŞ�ÃƏßÖ��űƲƼƿǃƯƬƭ��ôƏ¸ĘęŉŹųƝŲ

Ūť �´Ý?ƑŞ�ÃƏßÖƏ�ő?ƑƔơxƏő¿ƎŏƃƝƸƮƽƢǀôŹųƝŲ
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第３章	
 関係機関（者）からみた公表制度の課題と提言	
 

１.	
 利用者からみた公表制度の課題	
 

 
（1）公表制度の認知度 
 
	
 介護保険法に基づき、平成 18 年４月からスタートした「介護情報サービス情報公表制度」は、
全国約 17万か所の「介護サービス事業所」の情報がインターネットで検索・閲覧でき、いつでも
誰でも気軽に情報を入手することができる制度である。そして、利用者が介護サービスや事業所・

施設を比較・検討して適切に選ぶための情報を都道府県が提供する仕組みとなっている。 
	
 平成 24年には、高齢者本人、その家族にとってより利用しやすいものにするため、ホームペー
ジ等の機能に改良を加えるなどの対応も行ってきた。しかし、同時に事業者に義務づけされてい

た訪問調査を廃止し、都道府県が必要と認める場合に調査を行う仕組みに変更された。	
  
	
 平成 24年度報告書では、都道府県による情報公表制度への取組姿勢が大きく異なることにより、
情報の正確性や利用者が必要としている公表制度の形がい化が懸念されると指摘しているが、残

念ながら、利用者の大半は、法改正が行われたことや都道府県により取組姿勢が異なること自体、

認識していない状況である。 
	
 この制度の本来の目的である「利用者が介護サービスや事業所・施設を比較・検討して適切に

選ぶための情報を都道府県が提供するしくみとなっている。」がきちんと行われているか疑問であ

る。 
 
(2) 正確性の担保と介護保険制度の信頼性 
 
	
 平成 24年度報告書によると都道府県の調査実施体制は、相当の差異があることも指摘されてお
り、利用者としては、全国一律の公表制度であるのにもかかわらず、統一した制度の運用がなさ

れていないと、様々な不都合が生じることになる。例えば、遠距離介護を余儀なくされ、利用者

家族が親の暮らしている地域の介護サービス情報を入手し、その情報により事業者を選ぼうとし

た場合、利用者にとっては、事業者が公表している情報は、当然、客観的事実に基づき、あらゆ

る情報が記載、掲載されているものとして、その公表情報を利用することになる。 
	
 しかし、その情報が過去のものであったり、虚偽または不正確な情報が記載されており、その

情報をもとに事業者の選択をするようなことになれば、結果的に利用者やその家族が不利益を被

るような事態が起きないとも限らない。 
一義的には、事業者の責任において情報の公表は行われることとなるが、公表されている情報の

正確性を担保するためには、専門機関による定期的な訪問調査を行い、利用者が事業者の正確な

情報により、よりよい事業者の選択ができるようにしていく必要があるのではないだろうか。 
	
 一部事業者からは、通常の業務に追われて、情報の入力や更新ができていないという声もある

ように聞いている。その場合には、介護保険等の財源を活用し、事業者に対して人的、技術的、
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財政的支援を行うことが必要ではないかと考える。その担い手として、専門機関自体の活用、専

門機関に属する専門員の活用が考えられる。 
	
 事業者の公表する介護情報が正確で信頼性のあるものになれば、情報を利用する利用者に利益

をもたらし、ひいては、介護保険制度の持続性、信頼性も高まるものと考える。 
 
(3) 具体的な改善ポイント 
 
	
 改良により、住んでいる地域の地図上に介護事業者の位置情報があったり、事業者の一覧表示

も大変分かりやすくなっている。 
	
 しかし、事業者選定の重要な要因と考えられる費用（居住費、食費、教養娯楽費、その他の日

常生活費など）について、他事業所との比較検討を簡単に行うことができず、使い勝手の悪さを

感じる。比較機能があってもページをまたいでの比較ができないので、1 画面の 5 つの施設内で
の比較にとどまっており、改善が求められる点である。 
	
 例えば、ショートステイを 30日利用した場合、総額での費用負担がいくら必要になるのか等の
具体的に試算できる機能も付加できるとよい。また、建物の外観写真、部屋の見取り図、食事風

景など日頃のサービス提供の様子がわかるビデオや写真の掲載、提供される食事の内容などを一

目瞭然にサービス内容が確認できると安心するのではないだろうか。 
	
 一律のサービス内容もさることながら、どのようなことをサービスの特徴にしているのか、簡

単に表示される項目があることも望ましい。例えば、自費がかかるが華道を提供している、書道

の時間がある、編み物、刺繍など、クラブ的な要素が情報として提供されると、本人の親しんだ

趣味に共通点が見出されて、高齢者にとって喜ばしいことである。どのような活動をされていて、

どのようなことが楽しく感じていらっしゃるか、利用者の声が、少しでも反映されると望ましい。

また、利用者の方の年齢層もわかる方がいいであろう。 
	
 各施設やサービスのページにある専門用語のは用語解説のページに自分で移動しないと使用さ

れている用語の説明がわからない。その用語にリンクが貼ってあるとたどりつきやすい。 
	
 さらに、施設等の最新の空き状況（リアルタイムに人数）や待機状況などの情報、実際に利用

している本人や家族の声、第三者による外部評価などを５段階評価や星の数で表したようなもの

があると有益な情報となるのではないか。そして、第三者による調査や評価が行われていること

について、事業所のトップページに何らかのマーク等があると事業所の信頼性も増すのではない

だろうか。 
	
 利用者本人と家族自ら情報の閲覧や検索をするのも重要だが、介護保険制度の要であるケアマ

ネージャーがケアプラン作成やサービスを調整する場合に情報提供ツールとして活用し、利用者

等と一緒になって介護サービスや事業所・施設を比較・検討して適切に選ぶための情報提供をし

ていくこと。このような使い方を積極的に普及啓発していくことも大切である。 
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２．事業者からみた公表制度の課題	
 

	
 

(1)	
 公表制度の重要性の認識	
 

	
 

	
 事業者が公表制度をよく認知していないこと、理解していないことが問題である。その原因は、

事業者にもよるが、事業者を訪問するなどするチェック機構が、県・市町村などの実地指導、外

部評価、第三者評価など目的の違いはあれど、同じような項目を何度も事業所で確認することに

大きな相違を事業者が感じないためであろう。	
 

	
 公表制度は、介護保険の根幹にある利用者の選択の部分に係る問題であり、更に、法的にも謳

ってあることなのである。また、利用者が手軽に検索できるようにインターネットを使用し、よ

り信頼性・信憑性・公正性の高いものにするため都道府県・市町村レベルでなく国がサーバーを

準備し、統一の項目を吟味し行っているもので、非常に大きな使命を担っている。そうした重要

性を認識できる仕組みがうまく機能していない。	
 

	
 

(2)	
 事業者への負担感	
 

	
 

	
 公表のための準備資料作成等の事務負担・調査当日は、面接確認のため職員は、時間を取られ

サービスできないことであろう。	
 

	
 また、公表制度の規模が大きくなれば、入力する事務量も多くなり、これを公共機関が行うこ

とは、物理的に困難であるため、入力事務を各事業者に義務化したわけである。結果、事業者は、

事務的仕事が増え不満に感じていられることにもなる。また、事業者が入力等を行うことにより、

入力ミス等により公表の信頼性・信憑性を低下させる原因にもなっている。入力の信頼性を高め

るための方法として、事業者以外のものが確認作業をする方法がある。この確認方法には、書面

的なものや、実際に事業者を訪問し、確認作業をする方法がある。（当然、確認作業員には個人差

がないように一定の訓練、講習などを行い統一された作業となるよう担保されなくてはならない。）

前記の 2 つの方法では、後者がより公平で信頼性が高くてよいが、事業者には負担となる。	
 

	
 しかし、事業者は、訪問調査についてよく考える必要がある。確かに一部のサービスが出来な

いことなどはある。職員の事務的な負担も増えるが、この機会をマニュアルの見直し・内部研修

の機会にし、更に、事業所を地域・社会に広く開放するときと考えてはどうであろうか？（特に

施設系などは、性質上閉ざされた空間となりやすいため、特に有意義と考えられる。）このように

考えれば、副次的な効果も生み出され、費用対効果も大きいはずである。	
 

	
 

(3)	
 公表制度のアクセスが利用者獲得につながらないこと	
 

	
 

	
 公表制度が開始されて日が浅いことを考えればある程度はやむえないことではあるが、事業者

に認知され利用者にも認知されればこのことも順次解決されてゆくものと考える。願わくば、国・

県等が更に公費を使用してでも、広報活動を充実させてい区ことが望まれる。	
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 介護保険制度が利用者と事業者との契約である以上、利用者の選択に資する公正で、信頼ので

きる制度は必ず必要であり、現時点では、公表事業が従前の外部評価、第三評価の発展的なもの

と考えれば、公表制度をなくすことが出来ないものと考える。このことを事業者は十分理解しな

くてはならない。さもないと、「介護保険制度自体がなくなりかねなくなり、自身の首をしめかね

ないことにもなりうる」からである。	
 

	
 

	
 

３．調査機関からみた公表制度の課題	
 

	
 

(1)	
 公表情報の信憑性	
 

	
 

	
 平成 24 年度で情報が公開されている事業者のうち、調査が行われなかった事業者がどの程度正

確に情報を掲載しているかを、Ｍ市の通所介護事業所で調べた。運営情報は現地での書類確認が

必要であるので、基本情報を中心とした調査とした。特に訂正が必要とされる項目は、以下の 3

項目である。	
 

	
 ①	
 職種別の従業者の数、勤務形態、労働時間、従業者１人当たりの利用者数等	
 

	
 ②	
 看護及び介護職員１人当たりの利用者数	
 

	
 ③	
 第三者による評価の実施状況	
 

	
 

	
 その結果、157 か所の通所介護事業所の内、3 項目とも訂正がなかったのは 11 事業者のみであ

る。特に③第三者による評価の実施状況は、事業所検索において上位に上げられる要件に含まれ

るので、より注意が必要となる。	
 

	
 また、現在行われている調査の中で特に問題だと考えることは、運営情報について、事業所の

中には運営情報をすべて「なし」とされている事業者やすべて「あり」とされているところなど

があり、その理由を質問すると、何の書類のことか全く理解できなかったという返答であるとこ

ろが多い。	
 

	
 調査機関は、このような事業者の制度への無理解のもとで何のチェックもなく情報があげられ

ることに大きな危惧をいただいている。介護サービス情報公表制度は、利用者のための制度であ

り、正確な情報、利用者にとってわかりやすい事業所情報であるべきものが、このままでは制度

そのものの信用が失われる。	
 

	
 

(2)	
 調査機関・調査員の活用	
 

	
 

	
 事業者がサービスの見直しや書類の整備などに取り組むためには何かきっかけが必要であるし、

また公平な立場でアドバイスする仕組みが必要である。介護サービス情報の公表制度の調査は、

そのよいきっかけになりえる。長年調査に携わってきた調査員は、制度やサービス内容に詳しい

専門家として、事業者の良い相談相手ともなり、側面から支援できる貴重な存在だと思います。	
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 介護サービス情報公表制度において、調査機関は調査員を派遣し、調査というともすれば指導

ととらえかねない立場ではなく、事業者を支えるアドバイザーとしての位置づけでこの制度を維

持していけば、事業者からの協力も得やすい。	
 

	
 

(3)	
 運営情報の見直し	
 

	
 

	
 現在の運営情報は項目も多く、記入上事業者の負担も大きい上に、利用者にとっては非常にわ

かりにくい文言が多く見受けられる。事業者の情報がよりわかりやすいものへの改訂を行うこと

が必要であろう。	
 

	
 例えば事業者の写真や入居（空き）情報をを載せたり、サービスの質にかかわる項目を何点か

に絞って具体的に調査員が記入するようにすれば、利用者にもわかりやすく事業者にとってもメ

リットのある内容になる。	
 

	
 

	
 

４．公表センターからみた公表制度の課題	
 

	
 

（１）	
 介護サービス情報公表システム	
 

	
 

	
 介護保険法では、利用者が適切に介護サービスを選択できるように、原則として全ての介護サ

ービス事業所・施設には、サービス内容や運営状況など利用者の選択に資する情報を公開するこ

とが義務付けられています。この制度は、介護サービスの利用者が事業所・施設を比較・検討し

て適切に選ぶことの支援を目的とするものです。	
 

	
 平成 24 年には、利用者（高齢者本人・家族）にとってより利用しやすいものにするため、国の

サーバーを使用した全国統一フォーマットで「見やすい」、「わかりやすい」、「使いやすい」を目

指し、情報提供が可能となっています。更に、平成 26 年 3 月には、事業所の入力を円滑にするた

めに一部ソフトが改良されるなどの対応がとられています。	
 

	
 

（２）	
 介護サービス情報公表センターの役割	
 

	
 

・利用者に対して	
 

	
 介護サービスの選択における介護サービス情報公表制度の周知と具体的な検索方法の助言等利

用者からの問い合わせへの対応を行っています。	
 

・事業所に対して	
 

	
 利用者が適切に介護サービスを選択できるように、サービス内容や運営状況など利用者の選択

に資する情報を公開することが義務付けられていることの説明やこの制度の理解を求めています。	
 

	
 特に、	
 

	
 	
 イ．公表対象事業所の特定、周知	
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 ロ．事業所から報告のあった情報の受理公表	
 

	
 	
 ハ．未報告事業所への報告督促	
 

	
 	
 ニ．事業所からの問い合わせへの対応	
 

	
 など、事業所がサービス内容や運営状況等を公表するための支援を行っています。	
 

	
 

（３）ある公表センターへの Q&A	
 

	
 

質問：1 日当たり、どの程度の問い合わせがありますか。	
 

回答：平成 25 年度 1 か月平均 150 件程度の問い合わせがあります。	
 

事業所が報告をする時期は 1 か月当たり、500 件を超える電話、	
 

メールによる問い合わせや公表センターからの照会への対応の電話があります。	
 

問い合わせに要する時間は、１～２分で終わるものもあれば、入力サポートなどで 1 時間を

超える場合もあります。	
 

	
 

	
 

質問：どのような内容の問い合わせが多いですか。	
 

回答：利用者からの問い合わせは 1％未満で、	
 ほとんどが事業所からの問い合わせです。	
 

	
 

１.対応公表制度に関すること	
 

平成 22 年度以降に新規指定を受けた事業所の一部は、制度そのものへの認識が低く、介護保

険法によって義務付けられた報告であることを説明します。	
 

	
 

2.システムの操作上の問題に関すること	
 

(1)システムのログイン画面がわからない、ログインができない、入力方法がわからない等パ

ソコンの操作に不慣れなことが原因である問い合わせが多くあります。	
 

わずかですが、パソコンが使えない、インターネット環境がないとの理由で紙での提出を希

望する事業所もあります。	
 

	
 

(2)入力の基本情報のエラーが消えない。(従業員の人数と経験年	
 

数の不一致によるエラーの解消方法がわからない、等)	
 

	
 

(3)報告(提出完了)までの手順がわからない。	
 

	
 

3.ＷＡＭＮＥＴへの問い合わせに関すること	
 

ＷＡＭＮＥＴから検索をすると公表システムへ自動的に移動す	
 

るために、事業所は公表システムの検索を行っている認識がない	
 

ケースがあります。	
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質問；運営情報についての問い合わせは有りますか。	
 

回答；年間の総数の約 1.4％と少ないです。	
 

主な問い合わせ内容は、初めて運営情報を入力する新規事業所から	
 

が中心です。	
 

	
 

1.「新規事業所は運営情報の入力が不要か」。	
 

2.「その他」欄の使用方法の確認、等。	
 

	
 	
 	
 	
 

運営情報は、基本情報のように提出時にエラーが表示されないために、前年度データが反映

された状態の場合は、そのまま提出もできてしまうが、公表センターとしては、事業所の責

任において公表される情報は正確性を担保された内容であるものとして対応している。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

５．公表制度のあり方(提言)	
 

	
 

１．公表情報の正確性の担保 
 

（１）基本的視点 
	
 平成 24年度老人保健健康増進事業「介護サービスの公表制度にかかる調査のあり方に関する調
査研究事業報告書」（以下、「平成 24年度報告書」という）によれば、平成 24年度愛知県内事業
所に対する訪問調査における修正事業所数は、基本情報を修正した事業所が調査対象事業所の

72.6％あり、運営情報を修正した事業所は 92.2％を占めることが示されていた。 
	
 「平成 24年度報告書」で実施されたアンケート調査結果をみると、訪問調査の義務化が見直さ
れたことの懸念として、都道府県担当課は 69.2％が「誤認による虚偽記載が増え、公表情報の正
確性が低下する」と回答していた。また、都道府県担当課は訪問調査の効果として「公表情報の

「あり」「なし」の正確性の確保の促進」を 82.1％と高く評価していた。なお、事業者は 23.0％
と正確性の担保にかかる評価は低くなっていた。 
本年度実施した介護サービス公表制度訪問調査訂正数実態調査（平成 24年度）の結果では、サー
ビス提供事業所の基本情報で、従業者の実人数や従業者の資格、職員１人当たりの利用者数等の

重要な項目において修正の割合が概ね 30～40％台、高いものでは約６割を示していた。また、運
営情報では、全項目にわたり数％から 20％台の割合で修正が行われていた。実態調査の結果は、
公表情報の正確性が必ずしも担保されていないことを示唆している。また、調査を実施した上で

の様々な問題点は、調査機関からの指摘にあるとおりである。 
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一方、本年度実施した都道府県へのアンケート調査では、新規指定時に事業所への運営情報に対

する調査を実施しない都道府県は 47都道府県中 25団体（基本情報に対する調査；24団体）とな
っている。また、新規指定以外の事業所に対しては、運営情報に対し隔年で調査を実施する都道

府県は１団体、一定期間毎の調査は 11団体にとどまっている。なお、事業所が自ら調査を希望す
る事業所へ調査を実施する都道府県は 28団体となっているが、自ら調査を希望し、調査を受けた
事業所の実数は多くはないと想定される。さらに、調査機関を指定していない都道府県は 27団体、
公表センターを指定していない都道府県が 30団体となっている。以上に見られるように、公表情
報の正確性を担保するための調査体制は都道府県によりばらつきが見られ、調査体制そのものを

確保していない都道府県は半数を上回っている。 
以上より、公表情報の正確性の担保に関する課題は次のように要約できる。 
①	
 事業所の公表情報の正確性は必ずしも担保できていない実態が調査結果において示されてい

る 
②	
 都道府県は、訪問調査の効果として「公表情報の「あり」「なし」の正確性の確保の促進」を

高く評価する一方、訪問調査の義務化の見直しによって「誤認による虚偽記載が増え、公表情報

の正確性が低下する」ことを懸念していた 
③	
 上記①、②にもかかわらず、都道府県の調査体制にはばらつきがあり、公表情報の正確性を

担保するための十分に体制が整っているとは言えない状況にある 
 
（２）今後のあり方 
◎	
 平成 24年度に実施された情報公表システムの改善によって、利用者・家族にわかりやすく表
示されるよう様々な工夫が行われている。今後とも情報公表システムは、利用者・家族のみなら

ず、事業者にとっても、より利便性の高いシステムとしての改善が進められるものと想定される。 
 
◎	
 このような情報公表システムの充実によって、公表情報の正確性の確保はこれまで以上に重

要となり、公表情報の正確性を担保する必要性は一層高まるものと考えられる。このためにも、

公表情報の調査体制を再構築することで、いずれの都道府県においても一定の期間で定期的に調

査を実施できる体制を確保し、標準的な公表情報の正確性を担保する必要がある。 
 
◎	
 平成 24 年度の改正によって、基本情報が調査対象となった。従来の訪問調査には、「業務の
標準化や各種マニュアル整備等文書管理の促進」等の効果があったことが指摘されていた（「平成

24年度報告書」事業所アンケート調査）が、運営情報に加え、基本情報に対する調査が定期的に
実施されることで、基本情報項目への理解も進み、管理者の職員管理や業務管理に対する気付き

の機会が増え、サービスの質の向上への効果も期待できる。 
 
◎	
 具体的には、基本情報、運営情報の各項目の軽微な過誤については、訪問調査時に事業所に

説明し、その訂正を促すとともに、必要に応じて自治体担当課へ別途調査機関から報告を行う等

といった調査手法も考えられる。効果的かつ実効的に公表情報の正確性の確保を図る方策を構築
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することが求められる。 
 
２．訪問調査の質の改善と公表情報の活用 

 
（１）基本的視点 
	
 「平成 24 年度報告書」の事業者へのアンケート調査結果を見ると、「利用者が事業所の選択を
容易にできるよう、運営情報をわかりやすく表示する」、「事業所のサービスの質の向上につなが

るように調査項目、調査手法を改善する」、「良質なサービスを提供する事業所を容易に検索でき

るようにする」等、訪問調査に対する改善のニーズが示されていた。 
	
 平成 24年度に実施された情報公表システムの改善によって、運営情報の調査結果がグラフ化さ
れており、これまでと比べ、わかりやすく表示されるようになった。また、訪問調査等を実施し

た事業所は、情報公表システムの事業所検索した際に調査等を受審したことが表示されるような

工夫も施されている。しかしながら、事業所のサービスの質の向上につながるような調査項目、

調査手法の改善や、良質なサービスを提供する事業所を容易に検索できる機能については具体的

な改善は進んでいない。 
	
 本年度実施した都道府県へのアンケート調査における情報公表制度のあり方に関する主な意見

は次のとおりである。制度の認知度が低く、また、利用者に事業所を選択する際に必要な情報が

不十分とする意見や、費用対効果の観点から、訪問調査を実施して公表情報の正確性を担保する

ことに懐疑的な意見があった。また、第三者評価、外部評価、施設・事業所調査、実地指導・書

面監査等の調査が輻輳する問題が指摘されており、評価結果や公表情報は一元化すべきとの意見

もあった。一方で、事業所選択に資するとともに、事業所自らが質の向上に活用できるよう、独

自の仕組みの構築に取り組む都道府県の事例もある。訪問調査の効果に対する低い評価があるも

のの、次に見るように、実態調査では訪問調査の効果への積極的な評価が示されていた。 
	
 事業者へのアンケート調査では、訪問調査の効果を特に感じていない事業者は２割に満たず、

「業務の標準化や各種マニュアル整備等文書管理の促進」をはじめとして、事業者は訪問調査の

効果を評価している。さらに、どのような条件が整えば、事業所が訪問調査を受け入れるかにつ

いては、第１に、「調査手数料などの事業所負担が軽減されること」があげられており、ついで、

「調査結果が事業所のサービス向上に結びつくこと」、「調査結果が利用者へのＰＲに結びつくこ

と」、「訪問調査が監査指導の代替的機能をもつこと」が続いている。「条件の有無にかかわらず訪

問調査は受けたくない」と回答する事業所は１割を満たない調査結果が得られていた。こうした

調査結果は、訪問調査に対する従来のイメージとは異なる結果を示している。 
以上より、訪問調査の質の改善と公表情報の活用に関する課題は次のように要約できる。 
	
 ①	
 運営情報のわかりやすい表示、事業所のサービスの質の向上につながる調査、良質な事業

所の容易な検索等、事業所の訪問調査に対する改善のニーズは明確である 
	
 ②	
 制度の認知度、費用対効果等の観点で調査に対する疑問がある一方、第三者評価、外部評

価等をはじめ関連する評価、調査報告が輻輳することの問題点も指摘されている 
	
 ③	
 調査手数料などの負担軽減と訪問調査の質的改善が行われることを条件として、調査を受
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け入れる考えを有する事業所が一定割合あることが示されている 
 
（２）今後のあり方 
◎	
 調査結果に示された調査公表手法のあり方は次のとおりである。第１に、良質なサービスを

提供する事業所を容易に検索できるように、運営情報をわかりやすく表示することで事業所のＰ

Ｒに寄与する。第２に、調査結果が事業所のサービスの質の向上につながるように調査項目、調

査手法を改善する。第３に、評価や監査指導との役割分担を明確にするとともに、情報公表制度

と関連する制度との一体的な運用を可能とする仕組みを構築する。 
 
◎	
 訪問調査は、事業所の事務負担の軽減を図るために義務が廃止されたが、都道府県アンケー

ト調査の意見に見られるように、費用対効果の観点も重要であるが、輻輳する制度の整理統合を

行うことで、より効率的、効果的な事業所の事務負担の軽減を図ることが可能となる。 
 
◎	
 このためには、事業所が基本情報、運営情報の報告を行い、訪問調査を受けることで、一元

的に他の調査報告等に結びつくような機能・役割を有する調査項目・調査手法の改善が必要とな

る。一つは、調査が事業所の質の向上に寄与する役割を果たすことであり、もう一つは、指導監

査との機能連携（例えば、調査が指導監査のスクリーニング的な役割を担う等）が必要である。 
 
◎	
 こうした調査体制を確立するためには、指定調査機関、調査員の質の向上が必要となること

は言うまでもないが、制度設計の見直しが必須となる。なお、その一助として、一部の都道府県

で見られる独自の取り組みを支援し、統合的にモデル化していくといった方策が有効であろう。 
 
◎	
 また、利用者・家族がインターネットを介せずに公表情報を入手できる仕組みを構築する必

要がある。ケアマネジャー、事業者を通じて、それぞれ基本情報、運営情報の要点を紹介した概

要版を利用者・家族を手渡す仕組みがあれば、介護保険サービスを利用する利用者・家族は、公

表情報の要点を容易にかつ確実に目にする機会を得る。この結果、情報公表制度の認知度は飛躍

的に高まると考えられる。なお、情報公表システムにこの概要版を作成・出力できる機能を整備

しておくことで、概要版の配布にかかる事務負担は軽微となる。 
 
３．指定調査機関、調査員の専門性の活用 

 
（１）基本的視点 
	
 本年度実施された都道府県へのアンケート調査によれば、調査機関を指定している都道府県は

20団体、一方指定していない都道府県は 27団体となっている。また、平成 24年度に調査員研修
を実施した都道府県は２団体、平成 25年度は１団体となっている。調査員の活用については、「都
道府県独自事業での活用」が２団体、「他制度（第三者評価制度やキャリア段位制度等）での活用」

が６団体となっているものの、「調査員の活用はしておらず、活用の検討もしていない」とする都
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道府県が 36団体にのぼっている。 
	
 平成 23年の介護保険法改正における国会審議において、調査が任意となった場合でも、公表さ
れている情報の正確さを確保するため、最低限必要な調査を実施する旨の附帯決議がなされた。 
 
［介護保険法案に係る附帯決議］ 
 
 
 
 
 
	
 この附帯決議を踏まえ、国よりガイドラインを作成、通知し、都道府県は調査の指針を策定す

るものとなった。都道府県は、それぞれの調査指針に基づき、調査の実施体制を整備することと

なるが、本年度実施した都道府県へのアンケート調査ですでに見たとおり、公表情報の正確性を

担保するための調査体制は都道府県によりばらつきが見られ、調査体制そのものを確保していな

い都道府県がある。附帯決議に示された指定調査機関・調査員の専門性は十分に活用されておら

ず、こうした状況が継続すれば、その専門性は早期に失われかねない。 
	
 指定調査機関、調査員の専門性の活用に関する課題は次のように要約できる。 
	
 ①	
 現状の都道府県の調査体制において、指定調査機関、調査員の専門性は十分に活用されて

いないことが示されている。 
	
 ②	
 こうした状況が継続すれば、指定調査機関、調査員の専門性は失われかねない。早急に指

定調査機関、調査員の活用を図る必要がある。 
 
（２）今後のあり方 
	
 ◎	
 指定調査機関、調査員の専門性としては、①基本情報に対する調査・相談支援、②運営情

報に対する調査・相談支援が基本となるが、これに加え、③事業所の特色等に関する調査報告・

相談支援、④事業所とその指定権限者との調整的、中間支援的な立場での運営等に関する助言・

相談支援等をあげることができる。これらの専門性を活用できる仕組みが必要である。 
 
	
 ◎	
 さらに、⑤として、指定調査機関、調査員の専門性の維持する観点から、調査員、調査機

関管理者の養成研修の実施を行うとともに、新たな調査公表手法を構築するための調査研究を推

進する必要がある。 
 
	
 ◎	
 都道府県によってその取り組みに差異があるため、短期的には、調査を実施する都道府県

への調査手数料の補助とともに、地域で独自の活動を行う指定調査機関（当道府県単位の団体）

や公表センターの支援が求められる。さらに、中長期的には、制度設計を見直し、上記の③、④、

⑤の役割を制度的に位置づけることが求められる。 
  

	
 介護サービス情報の公表制度については、適正な調査が実施されるよう、都道府県、指定情報

公表センター、指定調査機関その他の関係者の意見を十分に踏まえつつ、ガイドラインの作成等

必要な措置を講ずること。その際、事業者より申し出がある場合には積極的に調査をできるよう

配慮するとともに、指定調査機関・調査員の専門性を活用すること。 
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第４章	
 「介護サービス情報」公表システムを活用する介護サービスの	
 

	
 	
 	
 	
 「選び方」オープンセミナー及び	
 

	
 	
 	
 	
 第２回「あいち介護サービス大賞」	
 開催報告	
 

	
 
 
■開催概要  
（１）日時	
 

	
 	
 	
 平成２６年２月１日（土） １２：３０～１６：００ 
（２）会場	
 

	
 	
 	
 吹上ホール（名古屋市中小企業振興会館）７階メインホール 
	
 	
 	
 名古屋市千種区吹上二丁目６番３号 
（３）主催	
 

	
 	
 	
 一般社団法人福祉評価推進事業団 
	
 	
 	
 名古屋市千種区小松町５－２－５	
 電話番号 052-732-6690 
（４）共催	
 

	
 	
 	
 愛知県 
（５）入場料	
 

	
 	
 	
 無料（申込不要） 
（６）当日のスケジュール	
 

・事例発表（各１０分程度） 
１０事業所 

	
 	
 ・「介護サービス情報」公表システムを活用する介護サービスの「選び方」オープンセミナー 
・記念講演 

	
 	
 	
 その人らしい住まい方実現	
 ～豊かな感情表出・自由に外出できる暮らし～ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 かながわ福祉大賞受賞者	
 神奈川県横浜市	
 学研ココファン日吉 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 介護支援専門員	
 永田	
 恭子	
 様 
・表彰式	
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■チラシ 
	
 新聞折り込み広告、市町村窓口、地域包括支援センター、各種専門学校等で配布 
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■ポスター 
	
 市町村窓口、地域包括支援センター、各種専門学校等で掲出 

 
■募集ファックス 
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 愛知県下の介護サービス事業所へファックス送信 
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■	
 賞状 
 

 
	
 

	
 

厚生労働省「平成２５年度老人保健健康増進等事業（老人保健事業推進費等補助金）」	
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『介護サービス情報の公表制度にかかる調査のあり方に関する調査研究事業』	
 

講	
 演	
 会	
 

 

第２回あいち介護サービス大賞 
～介護福祉の未来を拓く先進事例発表会～ 

 

プログラム 

 
 
１２：３０	
 開会	
 

１２：３０	
 主催者挨拶	
 一般社団法人福祉評価推進事業団	
 代表理事	
 結城	
 秀治	
 	
 

１２：３５	
 愛知県挨拶	
 愛知県健康福祉部長	
 伊藤	
 輝明	
 様	
 

１２：４０	
 来賓挨拶	
 	
 愛知県議会	
 議長	
 久保田	
 浩文	
 様	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 入賞者演題の発表会	
 

１２：４５	
 グループホーム白珠	
 白井有喜子	
 様	
 

１２：５５	
 高浜安立荘デイサービスセンター	
 樋口三宝	
 様	
 

１３：０５	
 グループホームいわくらの泉	
 岩田彰宏	
 様	
 

１３：１５	
 特別養護老人ホーム高浜安立荘	
 小西由香里	
 様	
 

１３：２５	
 アミエ株式会社	
 横田恵一	
 様	
 

１３：３５	
 （１０分間休憩）	
 

１３：４５	
 老人保健施設さくらの里通所リハビリセンター	
 米津ゆう子	
 様	
 

１３：５５	
 有料老人ホーム永遠の郷	
 渡辺昌俊	
 様	
 今枝辰弥	
 様	
 

１４：０５	
 介護老人保健施設あつみの郷	
 中村あつ子	
 様	
 

１４：１５	
 ケアプランセンターさくら	
 福井富伸	
 様	
 

１４：２５	
 デイサービスセンターろくばん	
 森本恭一	
 様	
 

１４：３５	
 「介護サービス情報」公表システムを活用する	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 介護サービスの「選び方」オープンセミナー	
 

１４：５０	
 参加者による投票・休憩（１０分）	
 

１５：００	
 その人らしい住まい方実現	
 ～豊かな感情表出・自由に外出できる暮らし～	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 かながわ福祉大賞受賞者	
 神奈川県横浜市	
 学研ココファン日吉	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 介護支援専門員	
 永田	
 恭子	
 様	
 

１５：３０	
 授賞式	
 

１６：００	
 閉会	
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１．発表テーマ：「運営推進会議」	
 

２．所属先所在の市町村名：愛知県豊橋市平川本町	
 

３．所属先等名称：社会福祉法人さわらび会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 認知症対応型共同生活介護	
 グループホーム白珠	
 

４．役職・肩書等：管理者	
 計画作成担当者	
 

５．発表者氏名：白井有喜子	
 

	
 

	
 施設紹介	
 

グループホーム白珠ではさわらび会理事長	
 医学博士山本孝之の理念、認知症介護の三原則１．いつ

も暖かい愛情と笑顔で２．決して叱らず、制止せず３．今出来ることをして頂く。をいかなる時も堅持

し、サービスの提供に努めています。閑静な住宅街に平成 21 年 3 月 9 日開設しました。市電井原駅下車、

徒歩 5 分と交通の便も良く周辺には、公園や喫茶店などもあります。社会福祉法人内には、特別養護老

人ホーム、居宅介護支援事業所や地域包括支援センターもあり、その人の状態や要望に応じたサービス

の提供が可能です。協力病院との連携もとれ安心、安全なサービスの提供が出来ます。地域の方々によ

る活動も活発に行われ、また、運営推進会議では地域に向けて「消費者被害未然防止研修」「認知症サポ

ーター養成講座」なども開催しています。	
 

	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 【グループホーム白珠】	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 【認知症介護の三原則】	
 

運営推進会議	
 

	
 運営推進会議とは、現在、将来の入居者様の為に、施設がよりよくなるにはどうすればよいのか、地

域、家族、職員みんなで一緒に考えて行こうという会議だと考えています。白珠の運営推進会議は、自

治会長、保育士、地域包括支援センター、介護相談員、民生委員、地域住民、家族、入居者、職員など

多数の方々が参加されています。	
 

開催日は、2 ヶ月に 1 回、奇数月の第 4 月曜日、午前 10 時から 11 時までを予定しています。毎年 5 月

の運営推進会議は、外部評価機関の評価委員をお招きして、外部評価結果についてお話を伺っています。

白珠では行事などは、入居者全員参加を基本としています。	
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運営推進会議の様子	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 平成 24 年 5 月 28 日（月）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平成 25 年 5 月 27 日（月）	
 

	
 	
 	
 外部評価結果	
 参加者 31 名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 外部評価結果	
 参加者 39 名	
 	
 

	
 

今まで参加された運営推進会議で、入居者は誰ひとり立ち上がり出て行こうとされたことはありませ

ん。静かに会議に参加されています。上記写真は、外部評価結果について報告を受けている所です。	
 

家族からの意見、難しい内容でよく分らないこともありましたが、頂いた資料の自己評価及び外部評

価結果を自宅に帰り、よく見ようと思います。	
 

職員からの意見、「家」だからこそ、地域、家族とのつながりが大切で、暮す人にとって楽しい所でな

くてはいけないと感じました。「グループホームとは、グループホームの仕事とは何か。」を教えて頂く

良い機会になりました。	
 

入居者の平均介護度は 3、平均年齢は 88 歳です。皆様とてもお元気です。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 平成 24 年 9 月 24 日（月）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平成 25 年 7 月 22 日（月）	
 

	
 消費者被害未然防止研修	
 参加者 49 名	
 	
 	
 	
 	
 認知症サポーター養成講座	
 参加者 31 名	
 

	
 

まとめ	
 

多くの人を集めて運営推進会議を開催することが目的ではありません。皆様の意見を白珠の運営に反

映することが 1 番だと考えています。入居者も会議に参加されることで、活躍されていた頃を想いださ

れたことと思います。認知症になられても、「今出来ることをして頂く。」参加されることに意義があり

ます。理念を大切に、これからもケアサービスの提供に努めて参ります。	
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科学的根拠に基づいた通所事業所における自立支援	
 
＜所在地＞	
 高浜市	
 

＜所属先＞	
 高浜安立荘デイサービスセンター	
 

＜職	
 名＞	
 生活相談員兼介護員	
 

＜氏	
 名＞	
 樋口三宝	
 

	
 

我々の施設は高浜市に平成 4 年に開所した定員 35 名の通所事業所である。	
 

当事業所で実施している専門的なサービスとして「回想法」「学習療法」「パワーリハビリテーション」の 3 つ

が挙げられる。これらの実践を通して介護予防や認知症ケアの推進に努めている。	
 

	
 

１．「回想法」	
 

	
 	
 高齢者の記憶、特に誰しもが鮮明に覚えている子供の頃の記憶を引き出すことで楽しい時間を過ごせると言

われる。認知症や閉じこもりの予防になるという手法。	
 

	
 

①当事業所での「回想法」実践	
 

・平成 20年に導入し、パソコンソフト「回想法」や昔の道具を使用して実施している。 
・毎日 60 分間、約 2～5 名の小集団で行っている。	
 

	
 

②評価方法について	
 

対 象 者	
 8 名	
 	
 ※1 グループ（4 名）×2 グループで実施	
 

回 数	
 週 1 回	
 

時 間	
 60 分間	
 

使 用 物 品	
 パソコンソフト「パソコン回想法」、昔の道具を使用	
 

評 価 項 目	
 認知機能検査（MMSE）を実施前、実施後を検査	
 

回想法場面とデイサービス利用中における行動観察	
 

	
 

③評価結果	
 

対 象 者	
 7 名（※	
 1 名	
 入院のため検査できず）	
 

期 間	
 実施期間	
 3 ヶ月（平均 8.8 回参加）	
 

評 価 結 果	
 認知機能検査（MMSE）	
 実施前	
 15	
 ⇒	
 実施後	
 16.8	
 

	
 

④各回想法場面とデイサービス利用中における行動観察	
 

事例１	
 A 氏（95 歳女性）12 回参加	
 MMSE	
 15→15	
 

実	
 施	
 前	
 実	
 施	
 後	
 

利用者との交流が少なく、活動もあまりされてい

ない。椅子に座ったまま 1 人で過ごされることが多

い。	
 

回想法を通して、利用者と交流を図ることや、活

動に参加することで活動意欲の向上に繋げることを

目標にした。	
 

	
 

回想法は好きなようで、誘いかけをすると全て参

加された。	
 

話を振ると思い出話や経験されたことを話され、

よく笑顔も出ていた。	
 

他のレクリエーション活動も声かけをすると以前

よりは、参加されるようになり、1 人で過ごす時間は

以前より減った。	
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事例 2	
 B 氏（89 歳男性）9 回参加	
 MMSE	
 19→21	
 

実	
 施	
 前	
 実	
 施	
 後	
 

ソファーで座って 1 人過ごされている時間が多い

ので、回想法を通して利用者と交流を図ることや活

動に参加することで、活動意欲の向上に繋げること

目標にした。	
 

	
 

回想法には快く参加された。話を振るとよく答え

られ、普段すごしている時よりも、会話が多く見ら

れた。	
 

ソファーに座っている時間が減り、様々なレクリ

エーション活動に参加されるようになった。	
 

自分から歩行器を積極的に使用するようになった。	
 

自分の意見を主張できるようになった。	
 

	
 

	
 

２．「学習療法」	
 

学習療法とは、くもんが高齢者向けに実施している事業で、スタッフとコミュニケーションをとりながら、

「読み書き」と「計算」のプリントを、20～30 分かけて学習する療法。	
 

学習療法は、脳全体の血流量を増やし、脳の活性化につなげる事を目的としている。得られる効果として、

認知症の方に対しては、症状の改善、維持、認知症ではない方に対しては、予防になると言われている。	
 

	
 

① 当事業所での「学習療法」	
 

・平成 21 年に導入	
 ご利用者・ご家族の希望者のみ実施	
 	
 

・実施人数 37 名（平成 25 年 12 月 1 日現在）	
 	
 

・1 人あたり週 3 回実施	
 

※利用日数が週 3 回未満のご利用者に対しては週 3 回学習できるように自宅学習として配布している。	
 

②評価方法について	
 

対 象 者	
 36 名	
 

評 価 項 目	
 認知機能検査（MMSE）、前頭葉機能検査（FAB）を実施前、実施後に検査	
 

③評価結果について	
 

実 施 者	
 36 名	
 

期 間	
 平均 24 ヶ月	
 （※最大 48 ヵ月、最少 4 ヵ月）	
 

評 価 結 果	
 前頭葉機能検査（FAB）	
 	
 	
 	
 	
 実施前	
 	
 6.1	
 	
 ⇒	
 	
 実施後	
 7.5	
 

認知機能検査（MMSE）	
 	
 	
 	
 	
 実施前	
 16.7	
 ⇒	
 実施後	
 19	
 

	
 

	
 

３．「パワーリハビリ」	
 

パワーリハビリは筋力強化を目的としたプログラムではなく、軽負荷でマシントレーニングを行い、全身各部

の使っていない筋を動かすことで動作性・体力の改善・心理的活動性の改善を計ろうとする手法である。軽い負

荷であるため、運動によるリスクが少ないとされている。	
 

パワーリハビリによる運動によって、神経から認知症の改善につながるアセチルコリン、うつ病・パーキンソ

ン病の改善につながるドーパミン、快感・多幸感をもたらすオピオイドペプチドが放出されるといわれている。	
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①当事業所での「パワーリハビリ」	
 

・平成 21 年に導入	
 希望者のみ	
 

・実施人数 21 名（平成 25 年 12 月 1 日現在）	
 

・1 人あたり週 3 回実施	
 

	
 	
 	
 ※週 3 回未満のご利用者は利用回数に応じた回数を行っています	
 

②評価方法について	
 

対 象 者	
 21 名	
 

評 価 項 目	
 体力測定	
 

・握力	
 

・開眼片足立ち	
 	
 

・Timed	
 Up	
 and	
 Go	
 (TUG)	
 

・5ｍ歩行	
 

認知機能検査（MMSE）、前頭葉機能検査（FAB）を実施前、実施後に検査	
 

③評価結果	
 

実 施 者	
 21 名	
 

期 間	
 平均 12 ヶ月	
 週 2.5 回実施	
 

評 価 結 果	
 	
 実施前	
 実施後	
 

握力	
 17.7 ㎏	
 17.2 ㎏	
 

開眼片足立ち	
 5.8 秒	
 8.6 秒	
 

TUG	
 23.5 秒	
 23.6 秒	
 

5m 歩行	
 	
 8.7 秒	
 8.9 秒	
 

前頭葉機能検査（FAB）	
 7.2	
 （H25.6）	
 7.6	
 （H25.9）	
 

認知機能検査（MMSE）	
 	
 17.8（H25.6）	
 19.8（H25.9）	
 

	
 

	
 

まとめ	
 

	
 	
 
高齢者は、年々、体の機能が低下していくと言われている。しかし、当事業所の取り組みをした方の

多くは、評価結果からわかる通り、身体、認知機能を維持できていることがわかる。ただ単に、入浴を

して昼ご飯を食べてレクリエーションをして帰宅するのではなく、このような科学的根拠（数字）に基

づく専門的なサービスを取り入れる事によって、利用者にとって効果的な時間を提供している事がわか

る。さらに、学習療法に関しては、教材費の自己負担金が発生するにも関わらず、希望者は年々増加し

ている。 
回想法やパワーリハビリでは、大学の講師から定期的アドバイス・意見をいただくことで職員の技術

向上に繋がっている。また、学習療法では、くもんの講師を呼んで「学習療法士」の資格を取る等、職

員自身のスキルアップの一助となっている。 
今回は「回想法」「学習療法」「パワーリハビリテーション」の 3 つの取り組み結果を紹介したが、

それ以外の取り組みとして、「自主決定・自主選択の推進」が挙げられる。毎日、様々なプログラムを

用意し、利用者自身が自分で参加したいプログラムを選択し、自分の一日の過ごし方を決めるという方

法である。まだ完全に実施できている取り組みではないが、日々、試行錯誤しながら進めているところ

である。 
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トイレでお勉強	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高浜市 
特別養護老人ホーム高浜安立荘 

業務課長	
  
小西由香里 
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 高浜安立荘は、平成 5年 4月に開所し今年で 21年目の施設です。看護職員として入職し
平成 19 年度から業務課長として職員の教育にも携わっています。当施設の特色としては、
ターミナルケア、個人浴、回想法、グループケアなどがありますが、利用者の尊厳を守る

ために自立支援介護を強化しおむつはずしにも取り組み、平成 23年度には愛知県第 1号の
おむつゼロ施設と認定されました。また、我が法人は創立 101 周年目となり、法人全体と
して人材育成にも力を注いでいます。新入職員研修を始めスキルアップのための施設内研

修は以前から行なってまいりましたが、入所型施設においては全員が一度に参加すること

は困難であり、勤務中での開催も難しい現状がありました。そこで平成２０年度に施設内

に「職員教育委員会」を設置し、人材育成への検討を始めました。 
	
 ある店舗でトイレに入ったとき、「ご利用いただきありがとうございます。トイレでしか

皆様とゆっくりお話ができませんので、感謝の気持ちをここでお伝えいたします」という

貼紙が目に留まりました。その後には店主の想いなどが書き連ねられてありました。顔も

知らない店主の考えを知ることができた瞬間でした。トイレは個室のため、短時間ではあ

りますが勤務中であってもリラックスできる空間だと改めて感じました。リラックスして

いるときは情報も入りやすいと思いますし、トイレぐらいはゆっくりと使用して欲しいと

いう気持ちから、トイレ内に掲示する事で職員への知識伝達をしていきたいと思いました。

はじめの頃は、介護福祉士や介護支援専門員の受験勉強のために、覚えたほうがよいと思

われる内容を職員トイレに貼りました。そして次には委員会で話し合った内容「認知症」

をテーマとし、各委員が役割分担をして皆に伝えたいこと、知っておくべきことを色画用

紙 1 枚にまとめて毎月掲示することとなりました。まとめる職員は担当する内容について
まずは自分が学習し、どうしたら重要なことを伝えられるかを考え、画用紙 1 枚にミニ教
科書を作成するのです。職員によっては委員以外の職員にアンケートをとったり、相談し

ながら作成してそれぞれに工夫を凝らしたものが出来上がりました。 
	
 掲示で注意するポイントとして、①掲示物は短時間で読めるもの	
 ②掲示する期間は 2
週間としその旨を記載すること	
 ③掲示した職員が責任をもって 2 週間後にはがすことと
しました。2週間にこだわった理由は、毎月掲示物を変えていくため貼り続けていると壁と
一体化し興味を惹かなくなると思い、何も掲示していない期間を設けるためです。また、

掲示期間が記載してあると日にちを気にしてちゃんと読んでもらえるのではないかと思っ

たからです。職員の反応はよかったです。読んだ職員が作成した委員会の職員に感想を伝

えてくれたり、「トイレにもこういう対応が良いって書いてあったよね」などの声も聞かれ、

見てくれていることがよくわかりました。そして掲示が終了した物の保管についても委員

会で検討し、A３サイズのクリアファイルに綴っていくこととしました。それは施設内の誰
にでも見てもらえる場所に設置することとし、ファイル名も皆で考えて『月刊トイレ』と

命名しました。 
	
 その後も継続していきましたが委員会のメンバーが作成するというよりも、他の委員会
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から「入浴についての考え方を皆に伝えたいのでトイレに貼らせてもらっていいですか？」

などの要望が挙がり様々な使い方をしています。またここ数年は介護専門誌や情報誌など

の中で「これは皆に伝えたい」というものをコピーして掲示しています。画用紙のように

大きくないため掲示の横の壁に「参考資料」と書いた袋を貼り付け、掲示期間が終了した

ものはその袋に入れていっています。欲しい方はそこから持ち帰ってよいということにし

てあります。職員トイレはお客様も使用されてり、パーキンソン病についての記事を掲示

した時などは、面会のご家族から「トイレに貼ってあるのはもらって良いですか」と聞か

れコピーをして差し上げたこともあります。「いつも楽しみにトイレに入っています」とい

うお言葉もいただきました。また、施設が取り組むおむつはずしに関する情報なども貼り

出すことで、施設の方針がよくわかっていいという声もありました。何も掲示していない

時期もありますのでそのような時は「今日は何も無かった」と残念な表情をされる方もみ

えました。 
	
 掲示物は、誰かが気にしていないと貼りっぱなしになることが多く管理が大変です。そ

の為にも掲示する期間を設けてそれを記載することは大切なことだと痛感しています。介

護現場はご利用者を中心に動いており、思うようにトイレにも行けないというのが現状で

す。だからこそ、せめてトイレぐらいはゆっくりと使用してもらいたいと思います。記事

のコピーは文面が長くなることがあり、初めに決めた「短時間で読めるもの」ではなくな

ることもありますが、本を読まない人が増えている今は活字を読む機会も提供していくこ

とが必要だと思い、今後も継続していきたいと思います。 
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多職種連携にむけた福祉用具使用の情報共有への取り組み	
 
	
 

名古屋市瑞穂区	
 

アミエ株式会社	
 

介護事業部	
 

横田	
 恵一	
 

Keyword：手技の統一（多職種連携）、福祉用具のわかりやすい使い方（見える化すること）、	
 

個別性に応じる（状況に応じたアレンジ）	
 

１．はじめに	
 

	
 介護現場において、福祉用具を、使いこなすことができるのか？が、重要な要素となります。それは安全・

安楽の面においても、介護負担軽減においても当てはまります。また重度の介護が必要な方になればなるほど、

その要素の重要性は高まります。ただ実際の介護現場において、うまく使いこなせていない場面や福祉用具は

あるが使われていない場面も目にします。その背景として使い方がよくわからなかったり、同じ福祉用具であ

っても、身体状況等において異なった使用方法であったり、設定等手技が複雑であるといった理由が挙げられ

ます。また、さまざまな方から介護を受けるという現場の状況もあり、手技の統一という点は、日々の介護と

福祉用具の使用において重要課題になります。それらの課題に対しての私どもの取り組みを紹介させていただ

きます。	
 

２．取り組みについて・・・手順書・提案書の提示	
 

	
 介護現場における、福祉用具事業所（貸与・販売）の役割として、①身体状態の確認・現状の課題の整理②

福祉用具の選定③実際の福祉用具との適合性の評価④継続的モニタリングという、大まかな一連の流れがあり

ます。この中の③の部分は、本人の状態だけでなく周りで介護に関わる方々との適合性の影響も受けます。そ

の方々が正しく使用できるようになることで、福祉用具の特性の最大限の効果が期待でき、安全安楽快適に使

用できるようになります。そのために情報共有を目的に状況に応じて手順書・提案書を作成させていただいて

おります。	
 

３．具体例	
 

■事例１：脊髄損傷、褥瘡保有されている方の介護の場合（図１・２）	
 

肩から先をほとんど自分で動かすことができない方で、ほぼ全介助の状況です。仙骨周囲に褥瘡もあったた

め、背上げの角度・時間の制限もあり管理が必要な方でした。創部の治癒促進・悪化予防を優先し、手技の統

一化を図る目的で手順書を作成いたしました。ベッド・エアマットの操作、本人に対する介護方法を載せまし

た。手順書を通じ、本人との意思疎通、生活の目標の共有を図ることができ、訪問介護・訪問看護の方と手技

の共有ができました。その後、身体状況は良好に推移しました。	
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■事例２：股関節拘縮のある寝たきりの方の介護の場合（図３）	
 

入院加療中に長期臥床のため寝たきり・股関節の拘縮が起こってしまい、下肢は伸ばすか、膝を立てるかの

どちらかの姿勢しかとれない状況でした。ベッドの背上げ機能を使用される方であり、腰部・踵への外力が強

くかかることが想定されたため、ベッド上での姿勢管理の提案をさせていただきました。介護方法の根拠・危

険性を示し、用具の使用方法について図解にして提案させていただきました。本人の理解も得られ、実際の介

護方法としても活用いただきました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

■事例３：車椅子姿勢保持を保てない方の介護の場合（図４）	
 

車椅子での姿勢が崩れやすく困っていると、介護されているヘルパーから相談を頂きました。同行させてい

ただき姿勢の確認をし、現在あるもので姿勢保持ができないか、を検討しました。本人の状態を確認しながら、

安全・安楽な姿勢管理を行い家族・ヘルパーが再現可能なように、姿勢だけでなく介護の要点も添えて図式化

しました。関わる方々の介護手技の統一が図れ、本人の身体的負担も軽減することができました。	
 

 
図３ 

 
図１ 

 
図２ 
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４．まとめ	
 

福祉用具の使用方法・介助方法の書類提示をすることで、個別的な福祉用具の活用方法が可視化できました。

それを通じ多職種間での介護手技の統一化が図れました。その結果介護に関わる方々が安全・安楽に介護手技

が行え、双方の身体的負担の軽減の一助となったと思います。介護現場において、福祉用具がその方にとって

「点」での関わりから、福祉用具を用いた介護手技という「面」での関わりに発展し、効果的な働きかけに展

開できたのではないかと考えます。今後も福祉用具を使用することの効用を最大限かつ容易に、引き出しても

らえるような「見える化」したサービス提供に努めてまいります。	
 

	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
図４ 
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「未来への希望－若年者で青年団結成－」	
 
岡崎市	
 

老人保健施設さくらの里	
 通所リハビリセンター	
 

介護士	
 	
 米津ゆう子	
 

相談員	
 	
 内山可南子	
 

事務長	
 	
 墨江	
 善浩	
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【はじめに】	
 

人は病気や老化によって、これまで普通に出来たことが突然出来なくなった時、その事

を受け入れるのに時間がかかり、気持ちがふさいでしまいがちになります。そのため自分

の存在価値までわからなくなってしまう方も多いと思われます。それは若ければ若いほど、

悲しさは大きいものだと感じます。近年、利用者の年齢層も幅広くなってきました。私た

ちは高齢者の中で 1 日を静かに過ごしている「若年」の利用者に、通所リハビリでの居場

所を作り、社会貢献への道を切り開けないかと考え、今回の取り組みを開始しました。	
 

【施設の概要】	
 

当施設の通所リハビリセンターは、契約者数 220 名で、1 日平均 70 名～80 名が通所され

る大規模事業所です。そのうち若年者である 40 代～60 代の方が 21 名利用されており、全

員が男性利用者です。	
 

【現状と課題】	
 

当施設では、性別や年齢問わず楽しんでいただけるように、日々スタッフがアイデアを

出し合いレクリエーションを行っています。さらに、利用者が学べるように専門の講師を

招き、ヨガ、陶芸、生け花など、様々な教室を開催しています。しかし、若年者にとって

は、やる気を見いだすことが出来ず、積極的な参加が少なく、また、若年者同士の交流も

なく、個々で静かに過ごされていました。	
 

【活動内容】	
 

まず、若年者同士の交流の場として、5 月に“青年団”を結成しました。	
 

50 代～60 代の男性利用者 6 名が青年団に協力してくれました。最初に顔合わせ、自己紹

介する時間を設けお互いの存在を知っていただくことから始めました。今後活動予定とし

ている毎月発行のさくら新聞作りと、夏祭りのお神輿を作っていきたいことを伝え、メン

バー同士で話していると、お祭りの話などですぐに打ち解けていました。その後の話し合

いで青年団の名称を“青年団さくらメンズ”と決定しました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

<青年団メンバーでの話し合い> 
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新聞作りとお神輿作りは、青年団のメンバーが今まで培った経験や得意なことを生かし、

クオリティーの高さの追求と他者に喜んでもらうことをポイントにして取り組みました。	
 

① 通所リハビリセンターの利用者向け『さくら新聞』作り	
 

行事やレクリエーションの様子を紹介したり、さくらメンズの取り組みや、さくらの

里の事を載せる、外部用や家族用ではなく、利用者のための新聞を作る事にしました。

アイデア担当、インタビュー担当、行事や季節の写真撮影担当、熱帯魚撮影担当、力

仕事担当など、最初は個々の個性が出しやすい役割に就いていただき、6 月に第 1 号の

さくら新聞を発行しました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

② 施設の夏祭りに向けてのお神輿作り	
 

新聞作りと同時進行で夏祭りに使用するお神輿制作を始めました。クオリティーの追

求により、すべて木で作ると決めました。木の切断、釘打ち、やすりがけ、塗装を手

分けし、2 ヶ月かけて作り上げました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

<インタビューの様子> 

<お神輿づくりの様子> 

<完成したお神輿> 

<作成した『さくら新聞』> 
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青年団が作ったお神輿は、その後ご縁があって保育園に贈呈することになりました。当

日は、青年団も保育園に行き園児の前で贈呈の挨拶をしました。園児からはお神輿のお礼

として踊りの披露があり、その様子は地方テレビにも取材されました。青年団のメンバー

からは、「小さい子供たちと関わることが少ないから久しぶりに関わることができてよかっ

た」「子供たちに喜んでもらえて本当に青年団に入ってよかった」と通所リハビリの中でな

く地域の方にも貢献することができたことを実感し、いきいきと晴れやかな笑顔で話され

ていました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【まとめ】	
 

青年団の活動により様々な効果がありました。普段、新聞や本を読まれない高齢の方々

が目の前に置いてあるさくら新聞を興味を持って読む姿が多々みられました。お神輿作り

では、制作中、のこぎりや金槌の音に誘われて見に来た年配の方からアドバイスを受ける

など、交流が見られました。	
 

今回の取り組みから、青年団が作成した「さくら新聞」を楽しみにしている利用者がい

ること、自分たちが出来ることを集結し大きなことをやりとげた結果、喜んでくれた人が

いたということ、またそれが彼らのやりがいや希望へと繋がっていたこと等がわかりまし

た。現在では、メンバー同士でアイデアを出し合い、次へのやる気を口にされるようにな

りました。そして、今まで可能性を閉じ込め、何もできないと心を閉ざしがちな利用者に、

自分にもやれることがあるのだと気付いていただき、少しでも私生活でのやる気、そして

未来への希望を持っていただけるような活動になったのではないか、更にスタッフが利用

者の個々の能力に気づき、その能力を最大限に生かせるアイデアを出していく刺激になっ

た活動であったと考えます。	
 

今後も“青年団さくらメンズ”の活躍、青年団のアイデアから出た記事、他利用者が興

味をもてるような活動を行っていきたいと思います。	
 

	
 	
 

<お神輿を保育園に贈呈> 
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１・高齢者は歯が命！！ 

 

～口腔アセスメントガイドを用いて口腔環境改善～ 
２・所属先所在の市町村名：丹羽郡扶桑町	
 

３・所属先等名称：株式会社安芳	
 有料老人ホーム	
 永遠の郷	
 

４・役職・肩書き等：介護士	
 /看護師	
 

５・発表者氏名：渡邉	
 昌俊	
 /今枝	
 辰弥	
 

	
 

【はじめに】	
 	
 

	
 近年、日本人の死亡原因の変化が見られている。死亡原因の第 3 位に浮上したのは肺炎である。亡く

なる人の 97％は 65 歳以上であり、その大部分が誤って唾液や食物が気管に入ってしまう事で起こる誤

嚥性肺炎。高齢になるにつれ、飲み込む能力が低下する。口の中の細菌やウイルスも一緒に気管に入り

肺炎を引き起こす。寝ている間も唾液を誤嚥する事が多い。	
 

肺炎の発症率を抑えるためには、口腔ケアを適切に行う事が重要とされている。口腔ケアができてい

るか、できていないかでは熱発や肺炎、死亡率にも大きく関係している。	
 

また口腔ケアは肺炎の予防だけでなく、食事をより美味しく食べる事ができたり、生きる活力となり

日々の暮らしに大きく影響するものである。この口腔ケアを個々の入居者様に適した方法で、スタッフ

全員が統一して行えるよう取り組みを行ったため発表する。	
 

	
 

【取り組み】	
 

取組ポイント	
 

①口腔ケアの基本的手技のスキルアップ	
 写真①	
 

②個々の入居者様に合わせた物品（歯ブラシ、スポンジブラシ等）を選ぶ	
 写真②	
 

③口腔アセスメントガイドを導入（Eilers 口腔アセスメントガイド＝OAG）	
 

後に独自のアセスメントガイドを作成	
 ※別紙 1 参照	
 

④OAG の点数によりケア回数、ケア方法を 4 段階に別けた表を作成（プロトコール表）※別紙 2 参照	
 

⑤個々の入居者様に合わせたケア方法の統一（お口応援計画）	
 写真③	
 

⑥職員の口腔ケアに関する研修に参加（4 つの研修に述べ 9 名参加）	
 

⑦往診歯科医師、歯科衛生士との連携の強化	
 

⑧看護師、介護士、介護支援専門員、生活相談員の多職種で口腔ケアチームを構成「くわのみ会」	
 

⑨OAG 導入後、定期的に評価	
 

写真①	
 	
 写真②	
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写真③	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【結果】	
 

定期的にアセスメントを繰り返していく事で、重度の機能障害があった入居者様も改善と悪化を繰り

返してはいるが、全体の約 70％が口腔内環境の改善が見られた。	
 

特に胃瘻による経管栄養を行っている入居者様の発熱頻度の低下。連携している歯科医師からも口腔

内環境が全面的に改善していると評価をもらい、快適な暮らしへとつなげる事ができていると思われる。	
 

	
 80 歳以上で 20 本以上の自分の歯で食事が食べられている入居者様は全体の 20％であり。現在も好き

なお寿司や鰻、せんべい、アルコール等を楽しまれ生きる喜びとなっている。	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

【考察】	
 

『「口腔ケア」は省かれやすく、成果が表れにくいケア』と言われている。しかし、この取り組みを導

入する事により口腔内環境が数値化により一目で解り、改善していく経過を実感できる。職員は常に口

腔ケアの重要性を理解しその認識が高まる事によって得た結果となっている。	
 

	
 職員もこの事実を受け自分達が行うケアが形となって成果がでており、今後も口腔ケアに力を入れて

いきたいとモチベーションを上げている。	
 

高齢者福祉施設などにある、口腔機能維持管理体勢加算等は当事業所は特定施設である為、算定する

事ができない。しかし、入居者様にとって口腔内環境を改善する事で暮らしの質を向上させる事ができ

るため、今後もアセスメントガイドを用いた取り組みを継続していきたいと思う。	
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施設から地域へ、栄養情報提供書の発信	
 
	
 
～栄養ケア情報を活用し、求められる情報提供書の検討～	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

田原市田原町	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＪＡ愛知厚生連あつみの郷	
 介護老人保健施設	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 主任管理栄養士	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 中村あつ子	
 
 
【目	
 的】	
 

	
 2005 年 10 月栄養ケアマネージメント加算算定開始以降、当施設でも入所全利用者の栄養ケアマネージメ

ントを実施しており、実施一年後にマネージメント効果を担当職員に調査したところ、褥瘡改善・・・100％、

体重・アルブミン値改善・・・89.4％、便秘改善・・・66.7％、喫食率向上・・・79.5％	
 と「効果がある」

と高い評価を得て、以来施設では栄養ケアマネージメントの重要性が認識されています。	
 

しかし、栄養ケアマネージメントにより栄養状態の中・高リスクが改善された利用者様が、老健を退所後

の後方支援施設や在宅復帰後に、誤嚥性肺炎や褥瘡を再発した

など、状態が悪化したという情報をケアマネ等から聞くことが

多々あります。これは、施設ごと提供食の	
 

栄養価・名称・形状が異なること、また管理栄養士として退所

先への栄養情報の提供が十分できていなことも大きな要因であ

ると反省しました。	
 

また 2025 年に向けて「施設」から｢地域｣へと在宅復帰が進め

られる中、あつみの郷老健を退所される利用者様の「低栄養状

態」・「嚥下障害」・「褥瘡」・「療養食の必要度」を調査したとこ

ろ平均介護度は H18 年 3.4→H21 年 3.0 と低下しているに	
 

も関わらず栄養ケア必要度は減少していないことがわかり、	
 

よって、利用者様が施設を退所後、環境が変化しても安心・安

定した日常生活を送って頂けるよう老健から積極的に地域へ受

け取る側に望まれる栄養情報を発信することを試みました。	
 

	
 

【実施方法】	
 

1、 県内老健栄養士へ栄養情報提供の現状について調査	
 

2、 在宅ケアマネへ「欲しい栄養情報」について調査	
 

1.2 より施設栄養士が業務負担を軽減しながらも、栄養ケア	
 

マネージメント情報を最大限有効利用し「受け取る側が望む」	
 

栄養情報内容を提供することを検討し、実施する。	
 

	
 

	
 1、については、	
 

	
 老健 35 施設の栄養士に協力を頂き栄養サマリーの発行状	
 

況を含めた調査を実施しました。施設退所時に、「2、情報提供

を実施している」は 54.3％していないが 34.2％、うち実施 19 施設においての栄養サマリーの媒体形式は文

章のみの提供が 78.9％、フォーマット形式が 5.3％、「サマリー作成にかかる時間」は、10 分以上が 47.3％

図 2 
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30 分上が 10.5％であ

ることからサマリーは

文章が中心で栄養士業

務として負担がかかっ

ていると推測されまし

た。そこで、栄養情報

を 10 項目に分けて栄

養士が現在発行してい

る情報と受け取る側で

ある地域ケアマネが欲

しい情報を市の地域ケ

ア会議で調査したとこ

ろ、栄養士が発行して

いる項目 4 位にある

「摂食・嚥下状況」は

ケアマネが一番欲しい

情報であり、栄養士の発行で上位に無かった「提供食の写真」がケアマネでは 6 位にあがり、情報 10 項目

を栄養士側とケアマネ側との回答率で比較した結果、差が大きかったのは「栄養ケア計画書」「摂食・嚥下

状況」「水分摂取」「提供食の写真」でした。	
 

	
 

以上の調査結果から、発行する栄養サマリーの様式基準を	
 	
 

① ケアマネからの要望項目を重視	
 	
 ②栄養ケア情報から抽出できる項目を活用	
 	
 ③○で囲むチェッ

ク方式中心で 10 分以内で作成できるＡ４サイズ	
 	
 	
 	
 	
 

とし、栄養サマリー+写真+計画書をセットにし相談員を通じてＨ22 年 4 月より提供を開始しました。	
 

Ｈ22 年度中に発行

した件数は計 26 件で、

発行した提供書が受

け取り側でどのよう

は評価を得ているか

を把握したく、Ｈ23

年 4 月に提供した田

原市、豊橋市の後方支

援施設や在宅のケアマネと施設栄養士にアンケート調査を実施しました。その結果、3、「サマリーは活用で

きたか」4、「今後サマリーは必要か」とも栄養士・ケアマネとも 100％が必要と回答され、ケアマネからは

「食事に関する口頭伝達が減り、情報提供がスムーズになった」「食事形態の写真があり、大変わかりやく、

家族も参考になる」等の意見を頂きました。また、それまで交流のなかった特養の栄養士からもソフト食の

固形濃度等具体的な質問があり、閉鎖的であった介護事業所間との連携につながるきっかけになったと思い

ます。	
 

この様な形式でＨ22 年度は提供しましたが、発行作業が慣れるに従い「果たして 1 食だけの写真で本当

に食事内容を理解してもらえるのか」と疑問になり、Ｈ23 年度は食事形態別の様式を作り、利用者様自身
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に提供した 1 日分の食事写真と調理の特徴を明記したものに変更しています。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

また全国的に各医療機関、福祉施設間での食事形態の統一が望まれていますが、各介護事業所においては

調理環境の差異もあ

り、介護施設全体に浸

透するには相当時間

がかかると思われ、当

施設の食事形態一覧

（献立例・対象者・特

徴）を一緒に提供して、

利用者様自信が摂取

している形態が居宅

介護サービス事業所のどのレベルに該当するかも把握できるよう、また嚥下レベルの指標も必要と考え、嚥

下食ピラミッドのレベルを追記しました。	
 

	
 

今回の試みである栄養情報提供書の発行は、日常業務に負担が少なく、且つ継続できる方法を選択しまし

たが、特に追加要望もなく現在に至っています。地域で情報を共有して行く上で、内容の専門性が高すぎな

いものでも十分受け入れられていると推測されます。	
 

平成 25 年 4 月からは、さら

に栄養情報提供書をより効率

よく作成するために、今まで

の○で囲む方式から各項目に

マスター設定して選択する方

式に変更、体重の増減もグラ

フで表示し、情報を受け取る

側の介護事業所から「見やす

くなった」と評価を頂いてい

ます。	
 

	
 

【まとめ】	
 

急速な高齢化社会の到来で、

高齢者医療介護のあり方は変

わりつつあります。施設から

地域へ、医療から介護へと介護度の高い高齢者や医療ニーズの高い高齢者に対応した居住系、在宅サービス

の拡充が求められ、老健施設も在宅復帰率を高めることが望まれています。	
 

あつみの郷老健としても H24 年 10 月より在宅復帰率 30％以上の実績をあげており、在宅復帰される利用

者・家族様が不安なく施設退所されるにあたり、各介護事業所を始め地域との連携強化がますます重要にな

っていることを実感しています。今後は現在提供中のサービスに満足することなく、介護高齢者が安心して

在宅生活や居宅サービスを受けられるよう、田原市の高齢者栄養情報の発信源施設として基礎知識の勉強会

や相談等を受けられる施設をめざしたいと考えています。	
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発表テーマ： 

『実は、相談するところが欲しかった！』 
～私なら、こんなところに相談したい～ 

 
名古屋市中村区 

医療法人偕行会 居宅介護支援事業所 ケアプランセンターさくら 
発表者：所長	
 福井富伸 

【はじめに】 
ケアプランセンターさくらは 2012 年 8 月、偕行会城西病院内に居宅介護支援事業所と

して設置されました。この地域は元々高齢者が多く、外来で通院されている方のほとんど

が高齢者です。そんな高齢者が地域で安心して暮らしていくために、ケアコーディネータ

ーの役割にとらわれず、包括的に切れ目のないサービス提供ができるよう「総合相談窓口」

を居宅介護支援事業所に併設しました。また、今までの居宅介護支援事業所にないサービ

スを目指し、地域高齢者の生活の「総合コーディネーター」として様々なスキルを持った

スタッフを「総合相談窓口」に配置させました。「総合相談窓口」というサービスの成果を

ご報告致します。 
 
【総合相談窓口の活動概要】 
・窓口時間	
 	
 9：00～17：00（月曜日～金曜日） 
・職員数	
 	
 	
 8名 
・取得資格	
 	
 介護支援専門員 3名（看護師、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士） 
	
 	
 	
 	
 	
   社会保険労務士 1名、ヘルパー2級 3名、事務 1名 

・総合相談窓口の担当は職員のうち 3名があたり、相談内容など必要に応じて有資格者で
対応する。 

・相談業務は、内容ごとに分類し集計する。その後、相談内容に応じた対応の検討を行う。 
 
主に病院の外来に通院で来られた方や地域の高齢者のご相談に無料で応じています。相

談内容は、介護相談だけではなく、栄養相談、年金相談、人生相談など様々です。また、

近年増加傾向にある一人暮らしの高齢者が社会から孤立することのないよう、地域の方と

交流が取れるコミュニティの場を作る活動も行っています。 
	
  
 
【具体的取り組み事例】 
「総合相談窓口」を設置して、地域に認知されて行った具体的な取り組み事例を挙げると

大きく 3つに分けることができます。 
① 院内に高齢者のコミュニティの場を作る 
② 出張相談を開始し、地域に出向く 
③ 地域の団体と連携し、より公共性ある活動へ 

 
 

相談総合窓口の様子 
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◆事例①：院内に高齢者のコミュニティを作る 
総合相談窓口を設置したものの病院内では初めて 
の取り組みのため、なかなか地域から認知されま 
せんでした。そこで、地域のコミュニティとなるようフロア作りに取り組みました。その

一つに、市民ギャラリーの設置があります。地域の皆さんが持ち寄った作品を展示してい

ると、続々と作品が集まってきました。また作品について作り方などの問い合わせがある

ようになったので、総合相談窓口のフロアをお貸しし、地域の方同士で作品の作り方を教

える教室を開催するようになりました。2013年 10月末までで、通算７回開催しています。 
 
◆事例②：出張相談開始し、地域に出向く 
「相談を聞いて欲しいが直接病院まで行くことができない。」と言う一件の電話相談から出

張相談がはじまりました。足が不自由でなかなか家から出られない高齢者が地域に多いた

め、そういう方への介護保険制度の情報提供やアドバイスは非常に喜ばれました。また相

談の中から見えてきたことは、介護保険制度がよくわからない方が多いということです。

そこから介護保険制度をわかりやすく伝える活動へ発展させました。堅苦しいものではな

く、親しみやすく思わず笑顔になれるをコンセプトに「介護博士」というキャラクターを

作り、寸劇要素を交えて当法人の病院などで講演しました。わかりやすいとご好評いただ

き、他の法人様よりお声がけがあるなど出張で講演を行うほどになり、出張相談を越えて、

たくさんの地域に出向くことが増えました。 
 
 
 
 
 
◆事例③：地域の団体と連携し、より公共性ある活動へ 
院内の活動を通じて地域に認知されるようになると、地域の老人会からお声がかかるよう

になり、老人会のサロンへ出向くことが増えました。今では病院内の空いたスペースを無

償で提供し、定期的にサロン開催のお手伝いをしています。また名古屋市社会福祉協議会

の寸劇グループにボランティアとして参加し、中村区を越えて広い地域で活動をしていま

す。寸劇では「認知症の方への正しい接し方」と 
いう題目で高齢者と一緒に暮らしていくために必 
要な情報や高齢者本人が知っておいた方が良い情 
報を伝えています。 
 
【活動成果と考察】 
総合相談窓口の活動を開始して、約１年経ちました。最初は人が集まらず、閑散とした

フロアでしたが、院内院外の様々な活動を通じて少しずつ認知され、相談件数が伸びまし

た。同時に地域の高齢者同士のコミュニティの場を作ることで、相談以外から地域の声を

拾えるようになり、今後の課題や活動のアイディアとなりました。具体的数値で見てみる

と今年度７月までの相談件数は、相談件数の推移表より昨年度の相談件数を既に上回って

寸劇の様子 地域サロンの様子 

介護博士の「介護保険制度ってなあに？」の様子 

市民ギャラリーと持ってきてくださった作品 
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いる状況とわかります。また相談内容内訳表より「介護保険制度及びサービス」や「生活

不安・その他」の相談が多いことがわかります。 

 

 

今回総合相談窓口の活動を通じて、地域には様々な悩みを持った高齢者がたくさんいる

ことがわかりました。上記表のように特に介護保険関連に関する相談はたくさんあり、そ

こから介護サービス利用に繋がった件数も多々あります。しかし一方で「区役所へ行って

聞くには大変で…」や「とにかく不安を聞いてほしい」など生活に対する不安などの些細

な相談もたくさんありました。そんな声を聞いていると、高齢者が気兼ねなく相談できる

ところがあまり地域にないということがわかります。「実は、相談するところがほしかった」

という相談者の素直な声が私たちに伝わってきました。 
また一人暮らしの高齢者の場合は、なかなか外に出る機会がなく家で引きこもりがちで

す。総合相談窓口が地域のコミュニティの場になることによって、外に出るきっかけとな

り同じ地域の方との交流を通じて、地域との接点が広がって欲しいと考えています。地域

との繋がりが増えれば、地域での見守り体制が整い、安否確認が自然に行えるでしょう。 
高齢者が地域で安心して暮らしていくために、非力ながら私たちのこうした活動が一助

となれば幸いです。 
 
 
 

 
 
 

以上、ケアプランセンターさくらでした。 
  

相談件数の推移
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

平成24年度 41 42 82 68 68 83 101 102 587
平成25年度 107 137 123 246 613

5 
5 
10 
14 
17 
19 
19 
21 

30 
43 

55 
63 

97 
101 
108 

287 
306 

0 50 100 150 200 250 300 350 

障害等年金について	
 

ボランティア参加について	
 

Gホーム入居問い合わせ	
 
サ高住入居問い合わせ	
 

栄養・食事摂取相談	
 

サービス事業所の不満	
 

サロンの催し	
 

障がい・福祉の問い合わせ	
 

特養入居問い合わせ	
 

有料老人ホーム入居問い合わせ	
 

事業所問い合わせ	
 

介護の悩み	
 

老健入居問い合わせ	
 

病院情報	
 

福祉用具	
 

生活不安・その他	
 

介護保険制度及びサービス	
 

　相談内容内訳表　H24年8月～H25年7月	
 

サロンの風景 
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高齢者介護施設の音楽プログラムはなぜこんなに画一的なのだろうか？	
 

	
 

	
 
名古屋市熱田区	
 

医療法人杏園会	
 デイサービスセンターろくばん	
 

管理者	
 森本	
 恭一	
 

	
 
はじめに	
 

	
 

一般的に介護施設で唄われている音楽といえば、童謡・懐メロ等のジャンルを思い浮かべるのではないだろう

か。	
 

たしかにこれらのジャンルは多くの人達が予備知識なしで唄う事ができる優秀な楽曲が多い。しかし、介護保

険	
 

も実施されてから１2 年経過し、利用する世代も幅広くなり（40 代～90 代）今までの童謡・懐メロだけで対

応することは困難になりつつあるように思われる。	
 

“高齢者には童謡や懐メロだろう”との決め付けが一般的に介護業界では浸透しているが本当にそうであろう

か？	
 

プレスリーが生きていれば 79 歳、ジョンレノンが生きていれば 74 歳、最近来日したポールマッカートニーも

72 歳である。このような事実から、当施設を利用している方達の中にもビートルズ世代が多数存在すると考

えることもできるだろう。	
 

70 歳代の高齢者？にとっては、ロックミュージックでさえ身近な音楽として存在していたのである。	
 

	
 

上記の点を踏まえ、デイサービスろくばんでも新しい音楽プログラムのありかたを模索し、実践してみた。	
 

	
 

◆ 選曲について	
 

選曲については古いものから新しいもの更にオリジナルソングまで幅広くラインナップした。	
 

（例）	
 

童謡：かごめかごめ	
 ひらいたひらいた	
 とおりゃんせ	
 はないちもんめ	
 アルプス一万尺等	
 

民謡：ソーラン節	
 一週間等	
 

演歌：与作	
 津軽海峡冬景色等	
 

ポピュラー：ハイロウズ（日曜日よりの使者）、忌野清志郎（デイドリームビリーバー）、きゃりーぱみゅ

ぱみゅ（キャンディキャンディ）、くるり（言葉は三角心は四角）等	
 

アニメ・ＣＭソング・オリジナルソング	
 

	
 

◆ 実践方法	
 

音楽プログラムを実施にあたり、高齢者に新しいことを挑戦してもらうのであれば、スタッフも新しいことに

挑戦する必要があるとの意見から、カラオケではなく楽器演奏を修得し、生伴奏でプログラムを遂行すること

になった。	
 

実施頻度：	
 毎日 20 分	
 

全員参加：	
 合唱	
 

使用楽器：	
 ギター、ウクレレ、カホン、ボンゴ、ピアノ、ＤＪセット等	
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◆	
 実践してみて	
 

最初のうちは初めて唄う“うた”に戸惑い不満を口にする人達も居たが、練習を重ねるうちに歌詞カードを

見なくても唄えるようになった。そしてその楽曲の持つメッセージ等にも気付き始める人も出現するようにな

った。	
 

また童謡・懐メロ等も新しいアレンジを加えることにより合唱しやすい楽曲に変化していった。	
 

スタッフが演奏することにより、その日のその日の状況に対応でき、カラオケでは味わえない臨場感等も醸し

出すことができるため、よりいっそう合唱隊の一体感・高揚感を高めることに繋がっている。	
 

歌詞カードを持ち帰り自宅で練習する人も多く、それによる効果として家族との会話が増えたとの意見もきか

れるようになった。	
 

＊	
 90 歳の男性が“はじめてのチュー”（キテレツ大百科エンディングソング）を気に入り毎日練習していた

ため、録音テープが擦り切れたとの報告が家族からあった。	
 

＊	
 唄っている楽曲がＣＭで流れていた・紅白歌合戦で聴いた等の反応も多い。	
 

＊	
 年に 2 回、家族会を開催（50 名以上の参加あり）、合唱を発表する場を設けているが家族の方達からみて

も“斬新でとても面白い”“年寄り扱いしてないところがよい”等、好意的な意見が多数を占めた。	
 

	
 

◆	
 実際の映像	
 

＊動画参照	
 

	
 

◆	
 問題点	
 

最大の問題点はスタッフが演奏及び指揮をするため、演奏技量・コミュニケーション能力等が音楽プログラム

の出来の良し悪しに直結してしまうことである。	
 

そのため日によって（演奏スタッフによって）一体感や高揚感に大きな差が生じてしまう。	
 

今後は、いかにスタッフの能力差を高いレベルで均一にしていくかが大きな課題である。	
 

◆	
 まとめ	
 

新しい音楽プログラムを通して、高齢者は決して過去を生きている存在ではなく“今を生きている存在”で

あるということを再確認することができた。歳を重ね、肉体が衰えていくことを止めることは誰にもできない

が、精神の衰えは気持ち次第でどのようにでも保つことが可能である。高齢者といっても 70 歳と 90 歳では生

まれ育った環境も全く異なるため、画一的な考え方で捉えること自体に無理があり本来であれば、世代別的な

視点でのプログラム作りが必要であると思われるが、介護サービスの現場における慢性的なマンパワー不足か

らするとそれもままならないことが現実でもある。	
 

そのような現状を打破するためには何か新しいアイデアが必要であり、私たちが導き出した結論は新しい価値

観をすべての世代と共有するというものであった。“たかが音楽”ではあるかもしれないが音楽の持つパワー

は確実に世代を超えて人の心に響くようである。聴いたことのない楽曲に感動し、詞の内容に涙し、共感し、

皆で盛り上がる高齢者を見ることでスタッフの高齢者に対する画一的な見方も大きく変化してきている。	
 

◆	
 さいごに 

まだまだ介護業界は画一的で新しいことに対するアレルギー反応は強いといえるだろう。 

しかし、高齢者といわれる世代もどんどん移り変わっていき、私たちもいつかは高齢者になるのである。 

高齢者になったとき自分がどんなサービスを提供されたいか考えてみることも必要なのかもしれない。 
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１	
 はじめに	
 

東急東横線日吉駅より循環バスで 10分、横浜市営地下鉄日吉本町駅から徒歩 8分の所に	
 サービス
付き高齢者向け住宅「ココファン日吉」がある。１階に、訪問介護・デイサービス・ショートステイ・

居宅介護支援事業所を併設し、24時間 365日、専門職が常駐し、生活をサポートしている。同敷地内
には、クリニック・薬局・学習塾がテナントとして入っており、建物の前に公園や座ってくつろげる

ベンチ・バス停・商店があり、周辺は緑豊かで、UR公団・マンション・スーパー・交番・郵便局・学
校・保育園・地域ケアプラザ等が建ち並ぶ。老若男女が行き交い、高齢者が散歩をしながら、元気に

遊ぶ子ども達の姿に目を細め、手を振ったり声をかけたりと微笑ましい光景が見られる。ココファン

日吉は街のこども 110番の家でもある。これから、そこで暮らす温和な夫婦の住まい方を紹介しょう。 
 

 
２	
 事例紹介	
 

80歳代の Aさんは、夫とふたり暮らし。ともに要介護１。現役時代は共働きで 3人の子どもを育て
る。退職後は、積極的に地域のボランティア活動に参加していた。 
10年程前から物忘れが始まり、5年前にアルツハイマー型認知症と診断される。その頃から徐々に身
内に攻撃的で感情不安定となり、家事に支障が出てきた為、夫がひとりで面倒をみるのは難しいと判

断。 
娘とともに、土地勘のある地域で見守りの目がある住宅を探し求めた。 
平成 22年、30年以上暮らしていた一戸建てから東横線沿線上にアクセスしやすいココファン日吉

に転居することを決断。翌年、主介護者であった夫も前頭側頭型認知症の診断を受けるが、温和な性

格のふたりは、気の向くまま、若かりし頃と同じように、夫婦揃って食事や買い物・散歩等に出かけ

ることを楽しんだ。昨年から今年にかけて、夫が 2度転倒し、手指骨折をした。それでも、ふたりは
いつものように外出を続けた。 
	
 両親が認知症と診断された時、娘はこれからどうしたらいいのか？と毎晩涙したと当時を振り返る。

今後の暮らしについて、何度も話し合いを重ねた結果は、次のとおりである。 
 
【夫妻の意向】 

その人らしい住まい方実現	
 

〜豊かな感情表出・自由に外出できる暮らし〜	
 

神奈川県横浜市 
	
 	
 学研ココファン日吉 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 介護支援専門員	
 	
 永田	
 恭子 
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Aさん：「穏やかで優しい主人と家族に支えられて感謝している。ふたりで一緒に暮らしたいわ。」 
夫：「バスと電車に乗って、自由に外出できる今の暮らしを続けたい。目標に向かって努力する過程が

大切。病気にならないことが大切かなあ…。」 
 
【家族の意向】 
両親があまりにも幸せそうに暮らしているので、1日でも長く今の自由に外出できる暮らしを続けて

ほしい。例え外出先で迷子や事故に遭ったとしても…。覚悟はできている。将来を見据えて特養の入

所申し込みはしている。接する機会が多いヘルパー他職員の穏やかな対応が母（Aさん）の人格形成
に合っている。父は地理を記憶することができる。医師からも、病気の特徴で土地勘のある日吉から

の外出であれば迷子になることは少ないだろうと言われている。家族としてできる限りサポートした

いが、家庭の用でできないこともある。旅行に連れて行きたいけど、集合場所まで連れて行くのが大

変…。 
【夫妻の特徴とエピソード】 
■Aさん：短期記憶低下や場所・時間等の見当識障害は見られるが、運動機能は維持。人の感情を敏
感に察知する能力が高く、慎重。音楽鑑賞や歌うことが好き。優しく穏やかな夫と行動を共にする。

自宅を訪問すると、「あなたに会えてなんだか嬉しいわ」と丁寧な言葉遣いで、大きな眼をキラキラと

輝かせ豊かに感情表出ができる。帰る時は、夫婦で玄関外に出て手を振りながら見送ってくださる。

エアコン掃除を一生懸命している職員を見て「どのようにお礼をすればよいかしら？」と居宅事務所

に来所する等、人を気遣い思いやる気持ちを持つ。週１回デイサービスの日は、家でひとりになる夫

を心配するので、ボランティア感覚で役割を持って参加できるよう「Aさんにお願いしたいことがあ
るので…、Aさんにお越しいただけると助かるわ」等とデイサービス職員が「Aさんが必要だ」とい
うメッセージを送り続けて通所定着。夫と一緒に行く短時間のデイサービスには、スポーツクラブ感

覚で楽しく参加している。 
ある雨の日、「主人が…」と夫が倒れている方向を指差しながら、居宅事務所に知らせに来たことがあ
る。そこには買い物から帰宅途中に転倒し、顔面から出血している夫が横たわっていた。既に、近所

の商店の方が救急車を要請。近隣・訪問介護・居宅介護支援事業所との連携により医療機関に救急搬

送された。残された Aさんは、訪問介護の職員と帰宅し、厨房から配達された夕食を食べながら息子
の到着を待ち、夫の搬送先には娘が駆けつけた。顔面裂傷部の縫合と手指骨折シーネ固定で帰宅でき

た。すぐに、翌日からの生活についてケアプランの見直しを行なった。 
 
■夫：短期記憶低下するが、場所の記憶保持可能。転居前から通っていた東横線沿線上の銀行やマッ

サージ院には、毎週出かける。自由を好み、一日中デイサービスに通所することは嫌う。昨年から 2
度の転倒・骨折している為、今年から「スポーツクラブ」と称して、短時間のデイサービスと通院リ

ハビリを週１回ずつ始める。どこへ行くにも元銀行員らしくお気に入りのスーツを着用するが、とに

かく通うことを優先した。デイサービスの前には、訪問介護による配膳・身支度・デイサービスの用

意・送り出しは必須の援助である。朝から物を探し始め、暇になると貴重品を所持して出かける。特

に、銀行へ出かけては通帳記帳を繰り返す。「ここの家賃の引き落としはどうなっていますか？」とサ

高住事務所に立ち寄る。そうこうしていると「鍵はどこにいったかな？」と探し始め、10本以上の杖
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を失くしている為、現在は杖を使用していない。その他、「眼鏡の落し物は届いていませんか？」「今

日の催しは？」等と 1日何度か訪ねに来る。 
夕方外出すると 18：00前後に帰宅することが多い為、配食サービスが届く時間に不在がちとなる。住
宅建物内の厨房の場所を記憶しているので、帰宅すると厨房に立ち寄ることが習慣になっている。 
心疾患の既往あり、「なんだか胸がドキドキする」と近所のクリニックを受診することも多いが、特に

異常は認められず落ち着く。掃除をしている娘のことを気遣い、新聞折込みに掲載された掃除機を見

て通信販売会社に電話注文することがある。健康食品の注文もあるが、届く頃には、「誰が頼んだの？」

と忘れる。 
オーブントースターに缶コーヒーを入れていたことがあるが、張り紙で注意喚起することで防止でき

ている。訪問した家族やヘルパーもその都度確認し、掃除をして火災予防に努めている。 
 
【夫妻を取り巻く社会資源とネットワーク】 
上記のとおり、24時間 365日、専門職がいるサ高住・緊急通報装置・24時間見守りサービス・生活

相談できる事務所や職員（事務・専門職・厨房等）・家族・訪問介護・デイサービス・警察・医療機関・

薬局・商店・近隣住民・銀行・マッサージ院・徘徊予防のかえるネット・ボランティア・演奏会・趣

味の会・訪問理美容・移動パン屋等のネットワークが拡がり、自由な外出と緊急時体制をつくってい

る。 
特に、通い続けている銀行に来店した場合は、銀行から家族に連絡が入るようになっている。貴重品

の紛失でお世話になっている警察署にも家族が挨拶に行き、連絡先の登録ができている。通信販売会

社にも電話受付しないように依頼しており、生活費以外の大きなお金は、別の口座で息子が管理し、

浪費を防いでいる。緊急時に連絡が取れるように、夫妻の衣類ポケットやバッグ・パスモ等に家族の

連絡先メモを入れている。 
 
 
３	
 考察	
 

夫婦ふたりで働いてきた経済力で、土地勘のある東横線日吉駅にアクセスしやすい住まいを生活の

基盤とすることを家族みんなで話し合い自分たちで選択している。夫婦がそこでどんな暮らしをした

いのか、そして家族はどのようにサポートしていきたいのか明確な意向をもっている。 
バリアフリーのサ高住でプライバシーと尊厳が守られる住環境に 24時間 365日、専門職が常駐し、

いつでも相談できる窓口があり、緊急対応と生活支援サービスが受けられる安心感を得ている。常駐

している職員側も声かけ・助言をしやすく、顔の見える関係をつくりやすい。住宅前の公園に子供達

が賑わい、自然と多世代交流ができ、精神的にも和むことが多い。循環バスの停留所が、公園前にあ

る為、日吉駅に行って、東横線にアクセスし易い。昔から通い慣れている銀行やマッサージ院、食事

に出かけやすい環境で、自由に外出できる生活スタイルを大切にしている。住宅テナントにはクリニ

ック・薬局がある為、健康面の不安軽減やリハビリを継続することができる。 
家族が両親のあるがままを受容し、疾患を理解し、両親が認知症であることを近隣住民・警察・銀

行・各種機関に告げ、協力依頼をしている。訪問介護・デイサービス等のフォーマルと商店・訪問美

理容等のインフォーマルサービスを利用。ネットワークを拡げている。身近な近隣の理解も深まり、「鍵
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持った？」「気をつけてね」等と声かけ・目配りしてくださる方々も増えた。自由な生活によるリスク

を予測し、緊急時連絡体制も整えている。 
特に、日々関わる専門職は、夫婦の疾患や特徴を理解し、ゆっくりしたペースで自由に暮らす生活

スタイルを尊重し、わかりやすい言葉で優しく語りかけながら生活をサポートしている。家族との連

携も密である。デイサービスでも介護予防・社会交流・好きな歌をきれいな声で歌う機会をつくる等、

訪問介護では生活援助を中心に温和な性格・豊かな感情表現ができる環境つくり対応に努めている。 
家族は、担当者会議の他、いつでも相談できる場があり、地域の理解があるだけで精神的な負担が

随分減ったと感じている。夫婦や家族が孤立しないよう、チームで一緒に考える姿勢で対応している。

様々な関わりの中で、Aさんの豊かな感情表出・夫と一緒に自由に外出できる暮らしを実現している。
家族が両親に電話すると、特に外出した日に Aさんの声のトーンは上がり、「楽しかったわよ」といき
いきとした声で話してくださるそうである。 

 
	
 

	
 

４	
 おわりに	
 

今後、身体状態の変化・認知症の周辺症状・消費者被害等、様々な変化が起こりうると予測される。

生活の基盤となっている住まいやケアプランの見直し・成年後見制度の利用等が必要となるだろう。 
厚生労働省では、団塊の世代が 75歳以上となる 2025年を目処に、高齢者の尊厳の保持と自立生活

の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるよう、「介護」・「医療」・「住まい」・「予防」・「生活支援」が切れ目なく一体的に提供される地

域包括ケアシステムの構築を推進している。サ高住は、その住まいの選択肢のひとつである。 
本人と家族が選択した住まいで、本人が主体となってどのように暮らしたいか？彼らは、その答え

を持っている。では、どんな社会資源が必要か？一緒に考え、本人の持つ能力を最大限に引き出せる

よう、その人らしい生活が実現できるようネットワークを拡げていくことが専門職の役割ではないだ

ろか？ 
世の中には、多種多様な生活スタイルがある。時には、新しい社会資源をつくりながら…Aさんが

どんな状態になっても、Aさんらしく豊かな感情表出できる支援を地域につなげていきたい。その為
には、若い世代も含めて、地域すべての住民の理解が必要となるだろう。 
キラキラと輝く瞳で「あなたに会えてなんだか嬉しいわ」と Aさんらしさが表現できるように…。 

	
   
 

 

 

	
  



 148 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※	
 本調査研究事業は、厚生労働省「平成 25 年度老人保健健康増進等事業（老人保健事業推進費等補助
金）」に採択された「介護サービス情報の公表制度にかかる調査のあり方に関する調査研究事業」の

国庫補助金で運営されました。 
	
 

平成 25 年度老人保健健康増進等事業	
 

介護サービス情報の公表制度にかかる調査のあり方に関する調査研究事業	
 報告書	
 

	
 

発行年月：平成２６年３月	
 

発 行：一般社団法人福祉評価推進事業団	
 

	
 	
 	
 〒464－0853	
 愛知県名古屋市千種区小松町五丁目２番５号	
 

	
 	
 	
 電 話：０５２－７３２－６６９０	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 Ｅメール：info@fukushi-hsj.org	
 


